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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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１「我が家へようこそ」









「あ[image: ～][image: ～]あ、やっと解放されたぁ」

　雨あま音ねは控ひかえ室へと戻もどった途と端たん、大きく伸のびをした。もちろん他の者達も同じ意見だ。

「個人で持つには大き過ぎるって言われても、本人達が西せい南なをマスターに選んだんだから仕方ないじゃない」

「それはそうですが、あれだけの力を見せてしまったんですから、当然といえば当然ですけれどね」

「同じ力を持つ『皇おう家けの船』は樹じゆ雷らいという枠わくの中で管理されていますが、西南様は個人ですから、それを管理出来る力も保証も無いと言われれば、その通りですから。銀河連盟が取り上げたい気持ちも分かります」

「あわよくば自分達の国の力に、って下心さえ無きゃね」

　ＺＩＮＶジンブや守かみ蛇だ怪けについての取り扱あつかいを審しん議ぎしていた連盟の代表は、十名の銀河連盟最高理事会のメンバーだ。

　実際、銀河連盟での樹雷と世せ二に我わの発言力はかなり強大で、数千年前までは、ほぼ二国の独裁状態であった。だがその状態に危機感を持った前樹雷皇と九く羅ら密みつ美み雲くもが各国と協議の上、樹雷と世二我以外の国を纏まとめて八つの連合体とし、合計十の銀河連盟最高理事を選出する制度を作った。特に今回のような特とく殊しゆな事案と判断された場合、彼等が招集され審議を行う。そしてその代表はそれぞれ一票ずつの投票権を持ち、話し合いで解決しない場合は投票で採決を行うのである。

「結局、鷲羽わしゆう様の乱入で有う耶や無む耶やになったけれど、ある意味それって、鷲羽様の鶴つるの一声で決まったって事でしょ？　最高理事会って意味があるのかな？」

「代表の方々の真っ青な顔って、凄すごかったものね。親に叱しかられる子供みたいで」

　代表のメンバー達は全員が例外無く、背筋を伸ばし汗あせをダラダラ流しながら、鷲羽の説教を聞いていたのであった。

「まあ今回は西南ちゃんと守蛇怪に関する事だったし、ＺＩＮＶもかなり扱いが難しいモノだったしね。鷲羽様の横よこ槍やりも、今回が特別だったのだと思うわよ」

「まあ結局は、哲てつ学がく士し絡がらみと重要遺い跡せき指定物、しかも両方とも人権が有るとなりゃ、いくら最高理事会でも本来は手が出せないものな」

　守蛇怪とＺＩＮＶの調査と接収は、ある意味どさくさ紛まぎれの火事場泥どろ棒ぼうのようなものであり、それを鷲羽に見つかって咎とがめられたというのが正解だ。もちろん今回はある程度の超ちよう法規的措そ置ちが必要な案件ではあるので、鷲羽も守蛇怪のデータ開示を限定付きで認めたのだ。

「それよりも時間が無いから急ぎましょう」

　銀河連盟の聴ちよう取しゆから解放された西南達は、美み希きやアイリ達と別れて入管管理局へと向かった。アチャとＤクローン、キルシェクローンのＩＤ登録をする為ためだ。

　アチャはさほど問題も無く、アイリが保護監かん督とく責任を負うという条件でアカデミーでの市民権申しん請せいを受理された。それは長老がアカデミーの通信講座を受けていた頃ころ、興味本位から自分達のルーツについて調べていた事があり、その頃の村人達の遺伝子データを数多く取っていた事が幸いした。

　それらの遺伝子データから、一万年前の祖先へとたどり着いた事と、アチャが珍めずらしい金毛のワウである事が決め手となり、彼等の祖先がどういう形で移民にまで至ったのか、かなり詳くわしい資料の存在が発見されたのだ。結果、アチャ達の祖先がもともと銀河連盟の市民権を持つ者達だった事が証明され、復権が直すぐさま許可されたのだ。

　本来であれば許可のない移民、特に不ふ可か侵しん宙域などへの無許可の移民占せん有ゆうは犯罪で、百年を超こえた時点で自動的に市民権は剝はく奪だつされる。だが未成年は自分の意志に反しての強制だったとされ、望めば無条件で復帰が許されるのだ。当然、アチャ達子孫も同様だ。だから長老や西南の予想通り、彼等は即そく時じではなく百年の猶ゆう予よが与あたえられたのだった。

　さて、Ｄクローンはアカデミーの特別招待客として、キルシェはもともと市民権を持っているので、アストラルの同一確かく認にんがされた時点で、肉体取得登録をすれば問題は無い。ちなみに美希は医い療りよう行こう為いの範はん疇ちゆうとされる。元の肉体が損傷した事による、完全移植の事例が適用された。

　　　　×　×　×

「うわぁ……うわっ、うわぁ[image: ～][image: ～][image: ～]っ」

　アチャは窓から見える景色に釘くぎ付づけだった。

　入管を終えた西南達は、ＧＰの送そう迎げいバスでリング内側の外周道路を走っていた。窓は大きくサロン型バスには西南、アチャ、福ふく、Ｄ、キルシェ、霧きり恋こ達四人と珀はく蓮れん達四人が乗っている。

「夢のようです、勇者様……」

「よく分かるよ」

　アチャの反応に、西南もここに来た頃を思い出していた。そしてその後ろから霧恋達も満面の笑えみで見つめている。彼女達はアチャの一挙手一投足が、西南を慕したう姿、福やクローン達と戯たわむれる姿が可愛かわいらしくて仕方がないのだ。これから行く場所も霧恋と珀蓮達のたっての希望によるものだ。

「アチャ、もうすぐ着くわよ」

　見えて来たのは巨きよ大だいなショッピングセンターだ。これからアチャの日常使用する品を買うのである。それならばアカデミー本星に着いてからでも良さそうなものだが、

「西南ちゃん。アカデミー本星に着いてからでは、もう時間的に遅おそいわ。アチャがすぐに休めるようにこちらで仕入れて行くの。それにここでしか無いモノも多いのよ」

　霧恋達は、目をキラキラと輝かがやかせてそう力説したのだ。ここから本星までは昼過ぎには着ける。それでも遅くなると言うのは、ここでの買い物が長くなるという事である。

「……分かりました」

　西南は長期戦を覚かく悟ごしたのである。




「と、いう訳なんだよ……」

　美希と再会した博ひろ司しは、彼女のパーソナルデータの構築した過程を、丁てい寧ねいに包み隠かくさず語った。美希はそれを冷静に聞いていた。

『……なるほど。それは確かに人には言い辛づらい話ね。横よこ恋れん慕ぼした挙げ句に勝手にデータを構築してじゃあ尚なお更さらだわね』

　好きな娘こをズリネタにしたようなもの。いや、その妄もう想そうを私小説か漫まん画がに描かき、それを迂う闊かつに外に流出させ、大ヒットになってしまった、そんな感じだ。

「そ、そんな目で見ないでおくれよ。反省してるんだからぁ」

　美希クローンとモニターに映った美希のダブルの冷たい目に、博司はいたたまれなくなってソファーのクッションで顔を隠した。怒ど鳴なられはしなかったものの、冷静な評価を面と向かって言われるのも辛いモノだ。

『それで？　その事をモデルになった人は知っているの……？』

　と、そこにコール代わりの無音モニターが表示された。

「な、何かな？」

　博司は助かったとばかりに、美希との話を中断して応答する。

『お客様が到とう着ちやくされました。いかがいたしましょう』

「ああ、すぐに通して下さい」

　博司がそう言うや否いなや、入り口のドアが開き、一人の女性が入って来た。

『正まさ木き先生!?』

　美希は一いつ瞬しゆん、彼女を柾まさ木き霧恋と思ったものの、霧恋とは髪かみ型がたも衣い装しようも違ちがう。直ぐさま再確認しようとしたものの、博司が彼女を迎むかえに立ち、美希から見えなくなったのだ。

「プッ！　クックック……博司君、せっかくの再会なのに、また余計な事を言ったんでしょう？」

　と、彼女はいきなり博司の顔を横断する見事な引っ搔かき傷を見て噴ふき出した。そして直ぐさまその理由を看過したのだ。

（……正木先生じゃない）

　美希はその親しげなやり取りを見て、霧恋とは違うと確信した。

「そ、それは……ああ！　それよりもこんな所まで来てもらって、悪かったね」

「いいのよ。私も彼女に会いたかったもの。それより早く紹しよう介かいしてくれない？」

「あっ、ああごめんね」

　博司は慌あわててその女性を美希の前へと案内した。

「美希、紹介するよ。彼女は正木月つき湖こさん。君の……お母さんのモデルにした人だよ」

　博司は恥はずかしそうに、それでも本当に嬉うれしそうな顔で美希に紹介した。

「初めまして、美希さん」

　微笑ほほえみながら近寄って来る月湖を見て、

　──強敵だ。

　そう美希は直感したが、同時にその直感に戸と惑まどいもあった。

（……何で、強敵、なの？）

　疑問に思ったが、不快さは無い。その雰ふん囲い気きと美び貌ぼう、博司が彼女に憧あこがれを抱いだき、それをイメージしてパーソナルを創つくった理由も納なつ得とくが行く。

『初めまして正木月湖さん。父がご迷めい惑わくをおかけしました。さぞ不ふ愉ゆ快かいに思っておられるでしょうが、何でしたら何発かぶん殴なぐって下さっても構いませんので』

「クスッ。気にしなくてもいいのよ。アカデミーでは珍しい事ではないもの。それに博司君ってそういう人だから」

　そういう人、にはかなり複雑な意味が込こめられている事が分かる。ただそこにネガティブな感情は一いつ切さい無い事も感じた。母親が子供の悪戯いたずらを呆あきれ顔で見ているような感じだ。

「それより唐とう突とつで申し訳ないのだけれど、抱だっこさせて貰もらえるかしら？」

『は？』

「一応、貴女あなたは博司君と私の娘、という設定なのだから、少し位は権利があると思うの。どうかしら？」

『……え？　ええ、どうぞ』

　それが博司の行為を許容する意味だと気付いた美希は、月湖に近付いて行った。

　抱き上げられた美希が感じたのは、先さき程ほどの博司の抱ほう擁ようとは全く違う、いい匂においと優やさしい手て触ざわりだった。子供を抱き慣れているという事もあるが、とにかく心地ここちが良い。

「フミャ……ン」

　寒い日にお風ふ呂ろに入った時のように、フカフカの布ふ団とんで眠ねむりについた時のように、思わず声を出していた。まさに幼い頃より憧れ、欲ほつしていた母親の温ぬくもりだ。もう母が恋こいしい年ではないが、それでも嬉しいし、心が落ち着く。長年抱いて来た父への不満も母への思いも全すべてが、この抱擁で昇しよう華かされた気分であった。

「ミャア」

　──迷惑をかけた月湖に言うのは躊躇ためらわれる。

　──だが動物の声ならばバレないだろう。

　美希は小さな声で『お母さん』そう呼んだのだった。

（……………あれ？）

　と、ここで美希はある事に気付いた。

『……そういえば月湖さんは、柾木霧恋先生とは、どういうご関係で？』

「娘よ。貴女の事を知ったのは、あの娘から聞いた話からなのよ」

（やっぱりそうか……）

　初めて霧恋に会った時の違い和わ感かんと親近感は、彼女に繫つながっていたのだと、妙みように納得出来た。だが問題はその先だ。

『つまり、月湖さんも西南君を昔から……』

「えっ？　ええ、もちろんよく知っているわよ」

（…………ああ、強敵だ）

　月湖の笑顔を見た美希は、先程の直感が間違っていない事を確信したのである。




　霧恋達はサロン型バスの後部トランク以外に、サロンの中にまでアチャの為に買った荷物を多数持ち込んでいた。もちろん雨音の家に転送した物も多い。

「やれやれ、俺の時の比じゃないな」

　西南は彼の隣となりで眠っているアチャを撫なでながら溜ため息いきを吐ついた。日用品から下着や服装やらと、霧恋達に引きずり回されて疲つかれたのだ。少し遅い昼食をとり、お腹なかが膨ふくれるとうつらうつらとして、ついには西南の背中で眠ってしまったのだ。そこに至ってようやくアチャは霧恋達の買い物から解放されたのだった。まあもっとも、霧恋達はそれ以後も買い物を続けていたのだが……。

「アチャの初等部入学は半年後として、それまでは幼年学部なのかしら？」
















「その事については今晩、アイリ様がお見えになるから、いろいろと今後の事も兼かねて相談しましょう。そうなるとアチャの身の回りの物はもう少し必要になるわね」

「ええっ!?　まだ必要なんですか？」

　さすがの西南も声が出た。

「今日買ったのは最低限、日常使いする物よ。これから学校に行く事を考えるなら、学習用の物とかも必要になるもの」

　と、いうより霧恋達がまだ満足していないのだ。

「アチャ、がんばれよ。俺は……助けてやれない」

　西南はすやすや眠るアチャにそう呟つぶやいた。

　サロン型バスはそのまま一番近いＧＰ港に向かい、遊覧用の宇宙船に搭とう載さいされ、二隻せきの護ご衛えい艦かんと共にアカデミー本星に向かった。その頃にはアチャも目を覚まし、アカデミーの外周リングやアカデミー本星の光景を満まん喫きつしていた。

　　　　×　×　×

「お帰りなさいませ」

　雨音のマンションに到着し、一階のエントランスに入った西南達はズラリと並んだ職員やコンシェルジュ達に出迎えられた。

「この度たびは我々の不ふ手て際ぎわで、皆みな様さまにご迷惑をおかけしました」

「いいんですよ。相手が相手でしたから、私達も出し抜ぬかれてしまった訳ですし」

　深々と陳ちん謝しやする職員達に、西南達は慌ててそう言った。職員達はある意味西南の事情に巻き込まれただけなのだ。

「そう仰おつしやっていただきますと、我々も安あん堵どいたします」

「これからもいろいろと面めん倒どうをおかけすると思いますが、よろしくお願いします」

「承知いたしました」

　　　　×　×　×

「あ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！　帰って来たぁ」

　雨音は玄げん関かんに手荷物を置くと、ホッとしたように大きな伸のびをした。そしてそれは西南達全員の感想でもあった。いつの間にか雨音のペントハウスが、自分の家、となっていたのである。

「うわぁ……」

　アチャはこれからこの家に住むと聞かされ、あちこちを興味深げに見回している。彼女にとっては見る物聞く物触る物、全てが新しん鮮せんだ。宇宙の技術に触ふれる機会は、遠くに見えるタラント基地だけ。巨大な鉄の塊かたまりが空を飛ぶのは見ているが、それらに触れて内部を見る事などは無い。宇宙の技術を遠目で見つつ、生活は原始的だ。

「ほらほら、こんな所で力尽つきないで、自分の部屋に戻もどってから休んでちょうだい。火か煉れんはご苦労様だけれど、一時間後に台所へお願い」

　霧恋のハッパに各自ヨロヨロと自室へと向かう。さすがの霧恋達も今回はいろいろと神経をすり減らしたのだ。もっとも最後の『アチャ日用品爆ばく買がい行脚あんぎや』が肉体的には一番ダメージが大きかったりするのだが、もう一ひと踏ふん張り、自室で普ふ段だん着ぎに着き替がえて手足を思いっ切り伸ばしたい。

「じゃあ、アチャとＤ、福とキルシェさんは俺の部屋に案内するよ」

　　　　×　×　×

「ここが、西南様のお部屋ですか？」

　アチャは西南の部屋を見て、少し驚おどろいたようだ。相変わらずだだっ広い部屋に六畳じよう分ぶんのスペースに家具が置かれているからだ。広さは勇者のお部屋としては十分だが、何やらその光景は物悲しさを感じるのだ。思わず入り口に突つっ立っていたが、直すぐさま福が西南のベッドに突とつ進しんして寝ね転ころがり、安心したかのように伸びをしたのをきっかけに、アチャはその場に踏ふみ込んだ。

「アチャも少しお休み」

　西南はアチャをベッドに連れて行くと、その上に座らせた。西南はイスに座り、キルシェクローンはＮＢの定位置だった机の上、Ｄクローンはベッドを選んだ。

「ん[image: ～][image: ～][image: ～]っ！　これで人心地ついたね」

　西南も大きく伸びをしてイスにもたれ掛かかった。たった数日前にここから福を追いかけて行ったのが信じられない。軍に荒あらされた形けい跡せきは完全に消え、景色は以前通りだが、西南のＮＢは失われ、新たな住人が一人と三匹びき？　増えている。

「アチャは、少しは慣れたかい？」

「はい。……あの西南様、お外を見ても良いですか？」

「えっ？　ああ、構わないよ」

　アチャは窓辺へ向かうと外の景色を、正確には海を熱心に興味深げに眺ながめ始めた。

　アチャは宇宙に出ていろいろな景色と出会い、感かん嘆たんして来たが、一番、興味を示したのは海だ。特にここら辺の海は美しく、アチャがクスロに貰ったアクアマリンによく似た色だ。彼女はここの海の景色がすっかり気に入ったようだ。

「Ｄはどう？　君が居た時代の光景と比べた感じは？」

『そうですね』

　と、吹ふき出しのようなモニターが起動してＤの姿が映る。あれからクローン達の言葉が分かるようにと、思考リンクさせた発信器が組み込まれた首輪を付けているのだ。

『私が見て来た景色は、初期文明から恒こう星せい間航行レベルまで様々ですから、共通点は多いです。でも資料で見た、西南さんの生まれた星の景色の方が、一番驚きです』

「地球の？」

『はい。そこはＺＩＮＶの、以前のマスターが住んでいた星にそっくりなんです。まるでその物を見ているかのようです』

「そこまでそっくりなんですか？」

『特に西南さんの国とは、日本語という共通点まであります。西南さんはパラレルワールドというモノをご存じですか？』

「ええ、並行世界とかいうやつですよね。全く同じ世界が同時に存在するといったモノだったと思いますが？」

『はい。実はＺＩＮＶのマスターの生まれた世界では、それが確かく認にんされています。そしてそれが出来るきっかけがマスターのお父様だったのです。二つに分かれた世界で、ＺＩＮＶとマスターは対ついの存在でした。そしてそれをＺＩＮＶが再統合しました』

「凄すごい話だね。ＺＩＮＶってそんな力があるんだ」

『統合と言うと大おお袈げ裟さに聞こえますが、世界が分かれたきっかけも些さ細さいな事でしたから、その原因を、時空の揺ゆれ戻しで消しよう滅めつする可能性のあったモノを、無事に安定するよう修正しただけです』

「もしかして俺の星と、そのマスターの星がパラレルワールドだとか？」

『厳密には違ちがうのでしょうが、広義的には同じなのかもしれません。どちらにしろ西南さんはＺＩＮＶと出会い、マスターとなりましたから』

「……それで、俺とそのマスターはよく似ているのかな？」

『容姿は以前のマスターの方が整っています』

「そ、そうですか。ハハハハ……」

　まあ期待はしていなかったし、おのれの面相に自信などカケラも無いが、面と向かって容よう赦しやなく、淡たん々たんと言われると少し傷付く。

『でもアストラルパターンはかなり近いそうです。だからこそＺＩＮＶは目覚め、西南さんをマスターとしたのです。そして美希さんもキルシェさんも、懐なつかしい人達と雰ふん囲い気きがよく似ています』

「美希先せん輩ぱいにキルシェさんもですか？」

『特に美希さんは容姿も、何もかもがそっくりです。ＺＩＮＶが言うには、霧恋さん達のように、西南さんの周りに集まる人達は、以前のマスターと共に生きた四名の方とアストラルパターンがよく似ていると。個々がそれぞれに似ているというより、四人が揃そろった時のバランスのようなモノがそっくりだという事のようです』

「バランスが、ですか……。確かに俺の周りにいる人って、四人のチームになっているような……？」

　霧恋、雨音、リョーコ、ネージュのチーム。珀蓮、火煉、玉ぎよく蓮れん、翠すい簾れん。そして福とクローンも合わせれば四匹だ。

「四人のまとまりが三組か……」

　偶ぐう然ぜんで片づける事もできるし、そうでは無いともいえる微び妙みような数だ。だがＺＩＮＶがそう言っているのなら、関係があるのだろう。

「今晩アイリさんも来るそうだから、あの人に聞いてみよう。何といっても、あの人は腐くさっても哲学士……あっ！」

　アイリの事を思い出したら、哲学士、鷲羽と芋いも蔓づる式しきに天てん地ちの事を思い出した。地球に時限式の救きゆう援えん信号を出していた件は、事件が解決した時点で報告はしたが、無事に帰って来た事もお礼がてら報告すべきだろう。西南は直ぐさま地球の柾木家へ通信を繫げる。

『ああ、西南君。無事に帰ったんだね』

　間かん髪はついれずに、天地がにこやかな表情を見せてくれた。

「はい、先さき程ほど。いろいろご心配をおかけして済みませんでした」

「ミャア！」

　と、福が横から割り込んで来て、今度はその声を聞きつけた魎りよう皇おう鬼きもヒョイっと向こうの画面に顔を出す。

『ミャア！』

　と、二匹は再会の喜びにシッポをブンブンと振ふり回している。特に魎皇鬼は福の異変に気付いていたものの、鷲羽に止められていたのでヤキモキしていたのだ。そして魎皇鬼にはさらにＤクローン、キルシェクローンという嬉うれしいサプライズもある。西南は通信を別ラインに切り替え、少し場所を移動させて天地と話を再開させた。

『それで、皆さん無事なの？』

「はい全員。それと今回、もう一人、アチャって子を引き取る事になって……」

『ああ、聞いてる。この子だね』

　天地は魎皇鬼のラインで顔を出したアチャを見た。福が魎皇鬼に紹しよう介かいしてるのだ。

「今はあちらで取り込み中みたいなんで、後でちゃんと紹介します」

『帰って来たばかりで疲つかれているだろう？　それにその子もいろいろと環かん境きようが変わって大変だから、また落ち着いてからでいいよ。それと、西南君に鷲羽ちゃんが説明したい事があるそうだから、俺はこの辺で。とにかく元気な顔を見て安心したよ』

　そう言うと天地の映像は消え、鷲羽のものと切り替わった。

『いろいろと大変だったね。それで早さつ速そくなんだが、福のクローン達に生体強化を行おうと思っているんだ』

「生体強化ですか？」

『美希殿どのにはもう説明したんだが、クローンから頭脳を他の身体からだに移植するのはリスクが多くてね。それよりかは生体強化を施ほどこして、魎皇鬼と同じように人型に変身出来るようにした方が負担も少ないんだ』

「ああ、なるほど」

　Ｄなどはクローン体の身体をけっこう気に入っている。何しろソファーが巨きよ大だいなベッドになるし、猫ねこウサギの姿ならぐうたらしていてもだらしないと言われない。

『美希殿は元の身体と同じに、キルシェ殿はあの外観を再現する方向で、Ｄは幸い、詳くわしいパーソナルデータがあったんで、そいつに。ビーストタイプの状態は福と同じレベルに強化して、守蛇怪の完全コントロールを彼女達一体でも出来るようにする。もちろん福が最優先権を持ち、許可がなければコントロールは出来ないけれど、これで任務でのローテーションが可能だ。ついでに守蛇怪も今回の事件やら今までのデータをふまえて少し改修する事になるから、ちょいと預かる事になるよ。まあ改修作業自体はアカデミーで行うから、運ぶ必要は無いけどね』

「そ、そうですか。了りよう解かいしました」

　矢や継つぎ早ばやにいろいろと言われ、西南はただ肯うなずくだけだ。

『こいつをきっかけに福も人型に変身するようになるかもね。ワウのおチビさんとも仲が良いようだし、そいつも影えい響きようするだろうしさ』

「そうですか。そうなったら、福も幼よう稚ち園えんとか学校に通わせるべきなんでしょうか？」

『うん。そりゃいい。守蛇怪のコントロールは他の娘こ達に代わりを務めて貰もらえるようになるから、西南殿の任務には支障は無い。だからそうして貰えるとありがたいね』

「了解しました。ああ、それから少し質問があるんですが？」

『ん？　ああ、構わないよ』

「実は……」

　西南は先程、Ｄに聞いた四人のアストラルについての話を始めた。

　　　　×　×　×

『…………ほう、そいつは興味深いね。実は最近になって分かってきたんだが、霧恋殿達四人、珀蓮殿達四人、そいつがそれぞれの組み合わせで、西南殿の確率の偏かたよりのベクトルを確変させているんだ。最近、以前程には日常的な命の危機って無いだろう？』

「そうなんですよ。でもまあ、今回みたいな目には遭あいますが……」

『あくまでベクトルが変わるだけで、大きな偏りはそのままだからね。細々としたモノだけが無くなっているのさ』

「なるほど。まあそれだけでもかなりありがたい話です。でも、そういう人達が集まるのは何故なぜなんでしょうか？」

『西南殿の確率の偏りって、かなりいろいろな、それこそ歴史的なレベルで影響を及およぼすから、その歪ゆがみを修正する自じ浄じよう作用が働くんだろうね。不安定な物質が他の物と結合して安定化するようにさ』

「それが四人のチームだと？」

『そのきっかけ、というより条件付けなのか？　その時のＺＩＮＶがパラレルワールドを統合した事件に関係しているのかもしれないね』

「Ｄの話だと十億年も前の話ですよ？」

『揺れ戻しが収まらなかったんだろうさ。その事件以外にも揺れを起こす要因は宇宙中にはたくさん溢あふれている。天地殿の事だってそうだ。いろいろと複雑に絡からみ合って、知覚できない僅わずかな揺れが何度も起こって増ぞう幅ふくされ、西南殿の所で現象化する、ってところだろうね。まあアストラルパターンが似通ってたからなのか、西南殿が特異点化したのか？……或あるいは特異点化したからアストラルパターンが似たのか、の検証は今後の課題だとして……クローンと福がその四人のチームなのかは、美希殿達の生体強化の時に詳しい調査をしておくよ。クックック』

「……分かりました。お願いします」

　最後の笑えみが気になるが、とりあえず疑問の一つは解決した。通信を終えた丁度のタイミングで、玄げん関かんのチャイムが鳴り、美希とアイリが到とう着ちやくしたのだった。




「ああっ！　西南君ゥ[image: ～][image: ～][image: ～]ん、お帰りお帰り！　科学者冥みよう利りに尽つきるお土産みやげいっぱいいっぱい、ありがとうねぇ」

　西南の部屋に乱入して来たアイリは、西南に抱だき付いて頰ほおにキスをした。周りの怒ど号ごうも冷たい視線も何のその、感謝感激雨あられ、久しぶりにご主人が帰ってきて興奮した忠犬の如ごとくだ。そしてその猛もう攻こうは、霧恋その他大勢で引き剝はがして簀す巻まきにするまで続いたのであった。ちなみにアチャと福は教育的配はい慮りよから、ネージュと翠簾に庭に連れ出され、夕ゆう陽ひの沈しずむ海を堪たん能のうしていた。

「美希先輩、お父さんとの再会はどうでした？」

　ようやく落ち着き、西南達は話の場を居間に移した。

『それなりに、かな？　知りたい事も知ったし、後はいつも通りよ』

「親父おやじさんと一いつ緒しよに住まなくてもいいの？」

　雨音の問いの言葉に、周りの女性陣じんはサッと緊きん張ちようし、雨音と美希の様子を窺うかがう。

『あら、カウナック先生は、私がここに住む事が迷めい惑わくなんですか？　それならそうと仰おつしやって下されば遠慮しますが？』

　と、美希は軽い反はん撃げきを繰くり出す。

「今いま更さらこの人数だからね。全っ然構わないわよ」

　雨音はあっけらかんと、そう答えた。先程の質問に裏の意図は何も無かったのだ。

（ホッ……）

　これが雨音では無く、霧恋相手だったらゾッとする暗あん闘とうが繰り広げられたであろう。だが霧恋は台所で歓かん迎げい会かいの準備の真っ最中だ。周りの者達はホッと胸をなで下ろしたが、玉蓮はつまらなそうだ。

『そうですか。ありがとうございます』

　美希も雨音の無神経さに肩かたすかしを喰くったのか、苦く笑しようしつつ、素す直なおに礼を言った。

「でも……美希さんのお父さん、寂さびしいんじゃないんですか？」

　美希が居なくなった後の博司を見て来た西南は複雑だ。さすがの美希も西南に対しては頭ごなしに否定は出来ない。

『ＧＰアカデミーを卒業したら、どちらにしろ離はなれて暮らす事になったでしょうし、私としてはお父さんがちゃんと就職して、まともな暮らしをするようになったから、逆に安心しているの。それに……そうそう正木月湖さんにお会いしたわよ。「西南ちゃんによろしく」って』

　美希はちょっと意味深に強調した。もちろん西南はその意味に何も気付かないであろう事は織り込み済みだ。あくまで、他の女性達への軽い牽けん制せいだ。何しろ美希は西南との出会いは早かったものの、途と中ちゆう退場していた時期が長い。それを埋うめる為ために、月湖との関係を強調したのである。

「月湖さんに？　ああ、そういえば美希さんのお父さんと知り合いだったんでしたね」

『私のパーソナルを構築する時のモデル、正確にはお父さんと月湖さんの子供というコンセプトで設計されたのが私なの。つまり月湖さんは私が小さい頃ころから聞かされていた、お父さんの作り話の私のお母さんだった、って訳なの』

「月湖さんが美希先せん輩ぱいのお母さん、だったんですか!?」

『もちろん月湖さんは知らなかったのよ。あくまでお父さんの脳内嫁よめよ』

「脳内嫁って……さすがにそこまで言うのは可か哀わい相そうじゃない？」

『本当にいい人で、お父さんが好きになるのもよく分かるわ。でも娘むすめの私が言うのも何だけれど、お父さんには無理。絶対、釣つり合わないわね。月湖さんも友達以上の感情は無さそうだし』

「…………」

　容よう赦しやなく父を切り捨てる美希の言葉に、西南達は無言だ。だが美希に指し摘てきされ、西南も同じ印象を受けるのだから、まあ致いたし方ない。

「……なるほどねぇ、それで霧恋と美希さんのイメージが似てる理由が解わかったわ。前にアカデミーで、派手な暗闘をやらかしてた時なんて……クックック」

　雨音はＧＰアカデミーでのやり取りを思い出し、噴ふき出した。

『覗のぞいてらしてたんですか？　良くない趣しゆ味みですよ』

「暗闘？　覗き？」

『ああ、こちらの話よ。話を戻もどすけれど、お父さんの方にも、もう月湖さんに対する思いは無いみたいなのよねぇ……』

　美希は不思議そうに尋たずねる西南を制し、サッと話題を元に戻した。期待通り、女性達は覗きより月湖の話題に食い付いた。

「ほっほぉ……他ほかに誰だれか女が居る、と？」

『お父さんと再会した時、以前のお父さんからは考えられない位、身だしなみがしっかりしていたし、服装もちゃんとしていたの。月湖さんじゃない別の……明らかに女性の影かげを感じるのよ。それも結構趣味の良い』

　と、美希クローンはトコトコと簀巻きにされ転がされているアイリの元に近付き、

『何かご存じありません？』

　そう尋ねながら、アイリの猿さるぐつわを外した。そこには美希の予想を裏付けるようなアイリの笑みがあったのだ。

「職員のプライベートを話すのは、上司としてはねぇ……いろいろとねぇ」

　その答えでは、知っていると白状したも同然だ。アイリはどうもそこら辺の腹芸が下手である。

『瀬せ戸と様にも鷲羽様にもお話ししていない、タラントの所で仕入れた話を、聞きたくはありません？』

「私も確証は無いんだけれどさぁ……」

　さすが美希がこの手の人間を扱あつかい慣れていると言うだけの事はある。あっさりとアイリは交こう渉しように応じた。

「ア、アイリ様……」

　美希を除く全員が呆あきれ顔だが、それよりも美希の堂に入った交渉術と、己おのれの興味の為なら部下のプライバシーを簡単に売るアイリの口の軽さに脱だつ帽ぼうするしかない。

「実はね……最近、ライレーザと良い感じかなぁ、って」

「ライレーザッスか？　マジ？」

『雨音先生、ご存じなんですか？』

『その方なら私も知っています』

　何だかんだ言いつつ、女性は恋こいバナが好きだ。最後にキルシェが参戦したところで、西南はソッとアチャを連れてリビングを逃にげ出した。向かった先は霧恋と火煉、そして福が調理を見物している台所だ。

「あら、どうしたの？　お腹なかが空すいた？」

「いえ、あの……ちょっと話が込こみ入って来たというか……」

「……ん、もう。仕方のない人達ね。じゃあ、食器をダイニングに運んでくれる？」

　霧恋も西南がアチャを連れている時点で話題の内容を察したようだ。

「アチャもお手伝いします」

「ありがとう助かるわ、アチャ」

　可愛かわいらしい申し出に霧恋と火煉、そして西南の頰が緩ゆるんだ。居間のドロドロとした雰ふん囲い気きとは大おお違ちがいである。

　西南とアチャが、食器やグラスの入った浮ふ遊ゆう移動式の食器籠かごを押してダイニングに入ると、そこはいつもとは少し違う配置となっていた。和室に似合いそうな黒こく檀たんで造ったかなり大きなテーブルが置かれ、座ざ卓たくの倍位の高さだ。そしてその周りには座ざ布ぶ団とんにそっくりな浮遊式のイスが十一枚浮ういている。和風居酒屋といった感じである。

「何だろう？」

　西南は黒檀のテーブルの向こうに、見慣れない丸いお盆ぼんのような物が四つ浮かんでいるのに気付いた。だが準備の途中なので、少し気にしつつも、食器籠を霧恋が指定した場所に置く。そしてカチャッと、下の棚たなを上に引き上げるよう変形させ、内部を確かく認にんする。そこにはステンレスの仕切り棚に、食器とグラスがギッシリと入っている。

「よし」

　再び台所へ戻ると既すでに移動の準備は全すべて完かん了りようしていた。

「後はこれを運んで終わりだから、お願いね」

　霧恋と火煉、西南とアチャは浮遊移動式の料理ポットを大小四台、台所からダイニングへと運び、セッティングを行う。

「うわぁ……」

　セッティングを終え、霧恋に抱っこされたアチャは、バイキング形式に並べられた料理の数々を見下ろして目を輝かがやかせた。村では見た事もない、見事で美しく、いい匂においを漂ただよわせる料理に興奮気味だ。もちろん西南の肩に乗った福も同じだ。

「それにしても結構な種類がありますね」

「みんなが無事に戻って、アチャ達新しい仲間も増えたお祝いだもの。全部こちらでとも思ったんだけれど、さすがに時間がね。半分はアイリ様が持って来て下さったの」

「ナーシスのデリバリーですか」

「こちらの分は作り置きで悪いのだけれど……」

　作り置きといっても、雨音の家には簡易時間凍とう結けつ庫こがあるので作りたてと変わらない。とはいえ民生用では完全な時間凍結は無理なので、期間は長くて一ヶ月位だ。

　だが守蛇怪と瑞みず輝きならば完全時間凍結が可能なので、霧恋と火煉は以前から暇ひまを見つけてせっせとストック作りに励はげんでいた。何しろその時の食事に間に合わせる必要がないので、途と轍てつもなく手の込んだ料理が可能だ。そこに並ぶ作り置きは、王おう侯こう貴族にでも供されるような料理なのである。

　ちなみに作り置きには別の恐おそろしい落とし穴がある。それは、

　──料理は大量に作る方が美味おいしい。

　である。何しろ完全時間凍結が出来るのだから、大量に作り、消費出来なくてもストックが可能だ。結局、貯たまりに貯まったストックが気が付けば、膨ぼう大だいな量となってしまうのである。

　霧恋の料理の師し匠しよう、瀬戸や船ふな穂ほなどはもっと凄すさまじい。普ふ通つうの方法で消費するのは無理なので短期間で大量消費が出来る、お祭りとか軍の大規模演習とかに提供するのだ。その結果『こんな場所では考えられない位、無茶苦茶豪ごう華かで旨うまい食事が出る事がある』と、樹雷ではちょっとした都市伝説ともなっているのである。

「皆みなさん。食事の用意が出来ましたよ」

　アチャの可愛い声は霧恋が尻しりを叩たたくより効果的だ。まさに『北風と太陽』、アイリ達は盛り上がっていた話をサッと切り上げ、ニコニコしながらダイニングへと向かった。

「福ちゃん達はこれに座って」

　霧恋が差し出したのは先さき程ほど見た、円いお盆の様な物だ。

「ここに座って、守蛇怪をコントロールする感じで。これならテーブルの上に乗らなくても良いわよ」

　お盆のへこんだ部分はイスで、それ以外はテーブルだ。福達が乗ると水み鏡かがみブリッジのオペレーター席に似た感じだ。特に美希とキルシェはテーブルに乗って犬食いする事に抵てい抗こうを感じていたので、これで少しはマシになるかと、アイリが用意した物だった。

「ああ、なるほど。そう使う物ですか」

　西南は疑問が解消されてスッキリ顔だ。霧恋は軽く肯うなずき、説明を続けた。

「それと給仕用ロボットを用意したから、ここをこうして……」

　モニターを起動すると用意された料理が映り、そこから料理を選せん択たく、前足で範はん囲い選択すると必要な量が決められる。それを給仕ロボットがお皿に取り分けて運んで来てくれるのだ。最初は近くに行って誰かに給仕して貰もらってもいい。そこら辺は臨機応変にだ。

　西南達は一度、自分達の座る位置決めをして料理へと向かった。美希達もその場で操作が可能だが、やはりこういうものは雰囲気を楽しむものだ。最初位はと、西南達と同じく近くに寄って、ワイワイと楽しみながら火煉達に料理を取って貰っている。

　一通り取り終えると、一度全員が席に着いた。

「では、西南君達の無事な帰き還かんと、新たな仲間が加わった事を祝して……」

　アイリが代表して音おん頭どを取り、

「乾かん杯ぱい！」

　グラスを持てる者はそれを高く上げ、福達はグラス代わりに右前足を高く上げた。

　ナーシスのデリバリーと霧恋達の手の込んだ作り置き。その美味に酔よいしれ、しばらくは西南達も話をする事無く、食事に夢中となっていた。

「アチャ、美味しい？」

「はい！　とても、とても美味しいです。柔やわらかくていっぱい種類があって」

　アチャはもう満面の笑みだ。西南が村で食べた物は塩焼き肉や魚、乾かん燥そう果物、根菜類、発はつ酵こうさせた乳製品の類たぐい、そして何やら分からない、聞くのが怖こわいシロモノが数種に原料不明の濁にごり酒だ。それらもそれなりに美味しかったが、こちらの食事と比べるのは酷こくだ。

「そう。いっぱい食べてね」

　アイリも完全にアチャにメロメロのようだ。

「ああ、そういえば美希さんはナーシスで食事をした事はあるのよね？　その身体からだと前の身体との味覚と差さ違いはあるかしら？」

　ここからは科学者としての興味だ。何しろ人としての感覚を記き憶おくしているので、感想が聞きやすい。

『そうですね……こちらの身体の方が感度はいいようですね。でもそれ程、差違というのは感じません。あるとすれば口の大きさによる差でしょうか？』

　みじん切りでも、美希達クローンにとってはサイコロ切り位の大きさとなる。それで感じる食感とかバランスの差違、違和感といったモノはあるようだ。

「ああ、それはあるかもね。キルシェはどう？」

『私がバーチャルで感じていた感覚と今のところ、殆ほとんど違いは無いように感じます。そういう意味ではＮＢに移動した後、アイリ様が構築して下さった、あの空間でのバーチャルの方が鮮せん烈れつでした。それ以前、テレビに出ていた時は、食レポのような仕事もありましたが、私がそれを味わうには、その食べ物を一度データ化しなければなりません。でもそのデータとアイリ様の空間の物とでは雲うん泥でいの差でしたから』

　キルシェが感じる物は当然、データの細かさで変わる。もともとアストラルを持つプログラム自体が希け有うである為ため、それがどう感じ、現実とどれ程差違があるのかのデータがまだほとんど無いのだ。

「ＮＢに入っていた、私達のパーソナルの出来を見れば、確かにそれは言えるかもな」

「通り一いつ辺ぺん倒とうのデータスキャンじゃ、本当の意味での再現は出来ないのよ」

　雨音の言葉に、アイリは自じ慢まんげに胸を張る。

「ああ、そういえば、向こうでＮＢを壊こわされちゃったんだ。すみませんアイリ様」

　ここで思い出したかのように、西南は慌あわてて謝罪した。

「いいのよ。十分役目を果たしたんだし、面おも白しろいデータもたっぷりとれたから気にしないで。データのバックアップはあるし、必要ならまた作ってあげるわ」

「西南……だとしても、絶対、一から育て直した方がいいと思うわよ」

『私もそう思います。今度は福ちゃんに壊されちゃいますよ』

　雨音の言葉を、一番の被ひ害がい者しやだったキルシェが強く肯こう定ていした。福がＮＢとケンカをする時はアイリがコントロールし、仲が良い時はキルシェのコントロール下にある時だったのだ。今度、同じ物を作って同じ事をすれば、キルシェのいないＮＢなど、福は西南を守ろうと、容よう赦しやはしない筈はずだ。

「くそっ」

　アイリは忌いま々いましげに福を睨にらんだ。

「それでも西南ちゃんがＮＢを持つ事には賛成だわ」

「結局、ＮＢが西南の危機を救った事も多いからな。余計な事も多いけど」

　全員がアイリをジッと睨む。

「フンッ！　悪かったわね」

「ハハッ、ほらほらアイリ様、機き嫌げんを直して」

　雨音は急いで取って置きのお酒を出して来ると、新しいグラスに注ついで手て渡わたした。

「うむ！」

　アイリはそれを一気に飲み干すと、にこやかな顔となった。まさに豹ひよう変へんだ。これはこれでもうアイリの芸のような気がする。

「じゃあ最後にＤにも質問。貴女あなたの時代の物と比べて、ここの食事に違いはある？　似た物とかきつい物とかは？」

『味覚の好みとしてはいろいろありますが、私の時代にもかなり多種多様な食べ物がありましたから、なにがしかの共通点は多いです。一番違和感を感じ易やすい物は、香こう辛しん料りようや調味料の類、あるいは発酵させる物ですから、素材をそのまま塩で味付け、煮にる、焼く、油で炒いためる調理法なら、どの時代でも差違はそれ程感じません』

「そおぉ？　それはそれでつまらないわね」

『私が西南さんと出会ってから食べた品は、とても口に合いました。ただ願わくば……カレーとスパゲティーが食べたいです』

「カレーとスパゲティー？　それって……あの？」

　サッと西南と霧恋は顔を見合わせ、そして同時にＤの方を見る。

「Ｄ、同じ名前の食べ物は地球にもあるけれど、貴女が言っている物と、私達が知る物とが同じであるかは分からないわ。もっと詳くわしく教えてくれる？」

『そうですね。カレーは肉や野菜を、各種の香辛料で煮込んだ、辛からくて黄色い色をした物をご飯にかけた食べ物です。ご飯はここにある物とほぼ同じです』
















「じゃあ、もしかして……あれでしょうか？」

「あれかもしれないわね。それでスパゲティーは？」

『恐らく、ここにあるパンの原料である穀こく物もつを、粉にして塩と水、卵の黄身を混ぜ、細長い麵めん状じようにした物を茹ゆでて、それに赤くて酸味のある野菜をペースト状にした物と、挽ひいたお肉とを煮込み、塩や香辛料で味を調ととのえたソースをかけた物です』

　Ｄの答えに西南と霧恋は再び顔を見合わせて肯いた。

「Ｄ、その料理に心当たりがあるから、明日にでも作ってみるわ。違っているかもしれないから、あまり期待はしないでね」

『ありがとうございます。お願いします』

　そして翌日、Ｄの希望は見事に叶かなえられたのだった。その時ばかりはいつも無表情のＤが嬉うれしそうに飛び跳はねていたのであった。

　　　　×　×　×

　食事も一段落つき、デザートや飲み物、お酒などが供されている。

「さて何はともあれ、みんなが無事で良かったわ。後は今後の具体的な生活よね」

　アイリは高級なワインを手て酌じやくで飲みながら、辺りを見回した。

「一番心配なのはアチャです」

「アチャは私に任せて。親が海かい賊ぞくなんかで学校に行って無かった子の復帰支し援えん部門がＧＰにあるから、明日にでも手配して貰うわ。そこの報告を聞いてから、学校をどうするか考えた方がいいわね」

「そうですね。お願いします」

「次に美希さん達の生体強化は、もう鷲羽様からプランが送られて来てるから、明日にでも可能よ。施せ術じゆつ自体はそれほどでもないけれど、事前事後の検査で少し時間がかかるでしょうね。まあそれでも一日もあれば終わるわ」

『本当ですか？』

　パッと美希達の表情が明るくなる。気ままなクローン体生活だが、それでも人間の姿には戻もどりたいのだ。

「アイリ様。鷲羽様の話だと、もしかしたら美希さん達の施術をきっかけに、福も人型になるかもって」

「そうねぇ……可能性は高いわね。人型になるとすると、魎ちゃんのように四歳児位の年ねん齢れいから始めるでしょうね」

「それでそうなったら、福も学校に行かせようって話になったんです」

「なるほどね。まあアチャよりは楽でしょうから、その時に対処しましょう。それからキルシェとＤは私の管理下でいろいろと考えているけど……キルシェは芸能界に戻りたいって気はあるの？」

『いえ、私はもともと芸能界に入りたかった訳ではありません。その……父が応おう募ぼした関係で……』

　まあ友達や家族が勝手に応募した、というパターンだ。キルシェの父としては世間に自慢したかったのだろう。

『失しつ踪そうしていろいろと各方面に迷めい惑わくをかけましたから、やはりけじめを付けなければならないと思っています。それに父の問題もありますので、出来れば表に出るのは避さけたいのですが……』

「場合によっては容姿を変えるって手もあるわよ？」

『それは……』

　キルシェはチラッと西南を見て、

『出来ればこのまま、西南さんのお手伝いでもと……』

「分かったわ。外出は簡単な変装でも結構、誤ご魔ま化かせるし、それこそ動物型になれるのが幸いね。さて……一番の問題は美希さんの生存公表ね」

『私の希望としては表に出たくはありません。見せ物になる趣しゆ味みも無いですし、何と言っても面めん倒どうです』

「じゃあ、容姿を変える？」

『それはお断りします！』

「ハッキリしてて気持ちいいわねぇ」

「でも美希先せん輩ぱい。せめてミランダ先輩とカリーチ先輩には教えたあげたらどうです？」

『ああ！……そうね。そう考えたら、知らぬ存ぜぬは、出来ないか……』

　美希は大きく溜ため息いきを吐ついた。さすがにチームメイトには知らせておきたい。見せ物にされる面倒臭くささより、ミランダ達への不義理に対する嫌けん悪おが勝ったのだ。

「その娘こ達はＧＰ隊員なんでしょう？　だったら任務扱あつかいにして思考ブロックをかければ外には漏もれないわ」

　任務上の秘密についてであれば、思考に強制的ブロックをかけ、情報漏ろう洩えいをさせない事が許される。もちろん時効が過ぎればブロックは解除される。

『そうなると、やはり人の姿で会いたいですね』

「じゃあ施術が済んだ後で、スケジュールを調整しましょう」

『よろしくお願いします……？』

　と、その時、美希はアチャがあくびをかみ殺したのに気付いた。

「いろいろと疲つかれたのね。少し早いけれど、そろそろお休みする？」

「ま、まだ大だい丈じよう夫ぶです」

　この席が楽しいのであろう、アチャは必死で身体からだに活を入れ、眠ねむ気けを追い出す。

「分かったわ、じゃあ、辛つらくなったら言ってね」

「はい」

　コクリと肯うなずく姿に全員の頰ほおが緩ゆるんだ。

「ねえ、部屋割りはどうしよっか？　しばらくは西南の部屋を仕切ればいいけれど、美希さん達が人の身体になった後は、そうも行かないわよね？」

「そうなると雨音さんの家では少し手て狭ぜまですよね」

「雨音さんの家は広さは申し分ありませんが、もともと大家族用ではないですからね」

　雨音の家は一つ一つの部屋が広く天てん井じようも高い、贅ぜい沢たくな造りだ。リビングや食堂も広く、基本は両親と子供夫ふう婦ふ、その子供が二人か三人、そして使用人が数名の造りの家である。もちろん最初から大家族用に設計できるくらいの十分な床ゆか面積はあるが、今の部屋を細かく仕切るとすれば、無む駄だも多いしバランスも悪い。

「霧恋さん、俺の部屋を使って下さい。俺は寮りように戻らなくちゃなりませんし」

「ああ、そうだったわね。長期の研修旅行が入って、先延ばしになっていたのよね」

　守蛇怪の任務はもともと実務研修扱いだ。ダイ・ダ・ルマー捕ほ縛ばく以後、その後始末や今後の守蛇怪の所属扱いについては、検討が必要だった。もしかするとその為ための大規模な配置換がえとかも行われる可能性もあるので、西南はＧＰアカデミーに戻り、後期学習の授業を受ける事になっていたのだ。当然、寮に戻らなければならない。

「ミャア！」

　途と端たんに福が西南の所に飛んで行って、不安そうに見上げた。アチャもつられて西南の袖そでを握にぎる。

「アチャも、アチャもお連れ下さい」

「ごめんね。さすがに寮には福やアチャは連れて行けないんだ。でも週末には帰って来るし、あと半年の辛しん抱ぼうだよ」

「ミャウ」

　クローン達が福とアチャに近付いて慰なぐさめるよう頰ずりした。

「クッ！」

　アイリ達があまりの愛らしさにのたうち回っている。下手をすれば理事長権限、あらゆる伝つ手てを駆く使しして入寮をＯＫさせかねない勢いだ。霧恋はキッとアイリに釘くぎを刺さすよう睨にらみ付け、アチャと福を撫なでた。

「福ちゃん、アチャ。みんなで待ってましょうね」

　霧恋の言葉に福とアチャは小さく肯いた。

「霧恋様……実は私達も火煉を残して、一度、原隊復帰するよう命令されています」

「そうなの？　でも火煉は……ああ、なるほど。助かるわ」

　火煉はメイドとして家の保守役に残るのだ。

『霧恋さん。私なら、そんなに場所が必要では無いわ』

　そう言い出したのは美希クローンだ。

『私もです』

『そうですね。西南さんのお部屋を仕切れば、十分だと思います。芸能界へ戻る訳でもありませんから外出は『着た切り雀すずめ』で、家に居る時などは、この身体のままであればスペースは取りませんし』

　クローン達は顔を見合わせながらそう結論した。

「そうね実際には、半年後に西南ちゃんが卒業するまでは、守蛇怪の出動は無いと考えれば、ここと守蛇怪をゲートで繫つなげば、家の問題は無いものね」

　そう霧恋達の間で結論が出ようとしたその時、

「ダメダメ！　貴女あなた達はそれでいいかもしれないけれど、立場というものがあるわ」

　アイリが断固、それに異を唱えたのだ。

「しかし……」

「霧恋ちゃんは樹雷皇おう族ぞくとして、雨音ちゃんだってカウナックのお嬢じよう様さま。ネージュちゃんは元メルマスの巫女みこ、リョーコさんはバルタの姫ひめ様よ。それだけでもちゃんとした公的活動の為の私設事務所が必要よ」

「私設の事務所か……確かにそうだよな」

　雨音が肯く。彼女の実家は資産家であり、モデルとしても活かつ躍やくしていたので、アイリの言葉の意味を直すぐさま理解した。

「霧恋ちゃんなら、樹雷国家が維い持じしているアカデミーの省庁。皇族柾木家の公務を管理する柾木家私設事務局を窓口にするとしても、皇族個々が持つ私的活動の為の事務所が必要となるわ。職員も補ほ佐さ官かんが、数十人、時には数百人単位で必要よ。どちらにしろ、領地管理となると私設政府だって必要だわ」

「樹雷皇族は皇家の船自体を拠きよ点てんにしていますが？」

「それでもアカデミー、外周リングでもいいけれど固定の事務所は必要でしょ？　陳ちん情じよう、取引する相手によって会う場所を変えたりしなければならない事もあるから、複数必要な場合もあるわ。そして事務所とプライベートの家を同じ場所にする場合もあるけれど、小規模な個人経営ならいざ知らず、霧恋ちゃんレベルになると、やはり分けた方が体てい裁さいとしてはいいわね。格という問題もあるし、そういう演出が必要な場合もあるわ。それを考えたら、仕事でお招きするお客様を、ここには連れて来られないでしょう？」

「確かに、そうですが……」

「例外があるとしたら、家族、結けつ婚こん、とかね」

「!?」

　全員の視線が一気にアイリに集まった。

「夫婦や家族なら一いつ緒しよに暮らすのが普ふ通つうだし、どちらかのお客様だとしても、家に招いた時点で共通のお客様でもあるからね。まあ家に関しては早さつ急きゆうに必要では無いけれど、各自よく考えておいてちょうだい。それとみんなの公的活動のバックアップをする私設事務所に関しては、一本化する事は難しくないと思うの」

「守蛇怪のチームとして活動するからですね？」

「ええ。それはほぼ決定事じ項こうだと思ってちょうだい。各方面の調整等は私が受け持つけれど、事前に貴女達にも相談するから、そのつもりでね」

「あ～あ……気楽な立場も終わりか……」

「何を言ってるのよ。そんな事を言うのは五百年は早いわよ。これからドンドン面倒な立場になって行くんだから」

　アイリは意味あり気に西南の顔をジッと見つめた。

「お、俺ですか？」

「フッフッフ。さぁ[image: ～][image: ～]てね」

　アイリははぐらかすように視線を逸そらし、お酒を飲み始めた。








２「皇おう家けの樹きと鏡」









「やれやれ、ようやくこのバカ騒さわぎも終わったね」

　大人の姿をした鷲羽わしゆうは、ホッとしたように九く羅ら密みつ美み雲くもの墓ぼ碑ひを見つめていた。

　不ふ世せい出しゆつの偉い人じんと呼ばれた男の墓としては小さく、質素な物ではあるが、周囲に並ぶ雪ゆき霞がすみの巨きよ木ぼくと美しい森、小さいが島まるまる一つが、美雲を慰い霊れいする場となり自然公園とされているのだから、規模の大小など視点の違ちがいというものだろう。

　もともと正式な葬そう儀ぎは済んでいるので、各国の特に親しかった者達のみで、もっともそれでもかなりの人数の来客者達によって美雲は埋まい葬そうされた。鷲羽がここを訪おとずれたのは泰たい馬まとの約束通り、埋葬が終わった一ヶ月後だった。

「色々とご迷めい惑わくをおかけいたしました。もっとも世せ二に我わ長老会の引き継つぎや、ＧＰ軍の再編制はまだまだゴタゴタするでしょうけど……」

　後ろに控ひかえる美み守かみは苦く笑しよう顔だ。面倒事の本番はこれからなのだ。

「それでも世二我内の政治は九羅密本家が主導となったんだ。時間はかかるが、さほど難しい問題は無いだろう？　本家内で貧びん乏ぼうくじを引いたのは、吟鍛なきた殿どのだけか」

「あれには気の毒な事をしたと思いますが、本人の立場からすると仕方の無い部分はあります。それでも本家や世二我を守ろうと、汚よごれ役を買って出てくれたのですから、ありがたい話です」

　吟鍛は九羅密外と様ざまの婿むこ養よう子しだ。政治的な基き盤ばんは殆ほとんど無い。そして彼が本家の婿養子に入って以後、数々の不ふ祥しよう事じで本家自体の政治的発言権は弱体化した。だから吟鍛は事態を打開する為の時間稼かせぎとして、泰馬達と与くみしたのだ。

「それでもバカ正直に、あの連中と運命を共にしなくても良かったのにねぇ」

「泰馬達の企たくらみは、世二我を昔のような強大国として、樹じゆ雷らいに肩かたを並べられる国にするという意味では、一つの有効な方法でしたから。吟鍛がその蔭の立役者ともなれば、政治的な地盤も出来、本家当主にもなれます。ひいてはそれが本家を守る事にもなります。それ以上に、自身と同じような境きよう遇ぐうに感じるものがあったのでしょう」

「まあ、そういうのも嫌きらいじゃないけれどね」

　少なくとも信念を持ち、それに準じようとする姿は嫌いではない。賢かしこく立ち回ろうとする小こ賢ざかしさよりは遥はるかにマシだと、鷲羽は思っている。天てん地ちもそうだから尚なお更さらである。

「本人は面倒な公務から解放されてのんびりしていますよ。たっぷり時間が出来ましたから、美み兎と跳とと新婚気分で仲良くやっています。近い内に美み星ほし達に新しい兄妹きようだいが出来るかもしれませんわね、ホホホホホ」

「そりゃ何よりだ。そう思わないかい、ねえ美雲？」

　鷲羽は近付いて来たカップルにそう声をかけた。女性の方は美雲の看護師だ。

「今は星せい雲うんですよ。鷲羽様」

　そうシレッと鷲羽に気き後おくれする事無く話しかけているのは、まだ若い青年だった。

「何言ってるんだ。母親に面めん倒どう事ごとおっ付けて、若い娘むすめとイチャ付いてるんだから困ったもんだよ、この親不孝者。だいたい、あん時、私からあんたを搔かっ攫さらったチビちゃんに悪いとは思わないのかい？」

　鷲羽が膨ふくれっ面つらでそう言った相手は、姿形こそ違うが、鷲羽の息子むすこの美雲であった。

「美み雪ゆきが逝いって、もう一万年ですよ。そろそろいいじゃありませんか。母上だって地球で何やらラブコメ状態だって聞いてますよ」

「私の場合は独り身になって二万年だっ！」

「九羅密美雲としては、もう十分でしょう？　僕だってまさかこんなに長生きするなんて思ってませんでしたよ。このままいつまでも僕が当主をしていてはまずいでしょう？　それでなくても結構支障が出て、今回のような騒ぎになっちゃったんですから。そろそろ面倒事からは解放して下さい」

　星雲は看護師の女性にしがみつく。女性はあの白はく眉び鷲羽を前に、というより義理の母親を前に、少し居い心地ごこちが悪そうだが、それでも毅き然ぜんとした態度で星雲を庇かばう。

「やれやれ。ようやくそのしがらみから解放されて、母子水入らずが出来ると思ったのにさ、また別の娘ッ子にあんたを搔っ攫われるなんてねぇ……」

「ホホホホホ」

　美守がシレッと笑う。

「凪な耶じやの代わりをありがとう、ねっ」

　二万年前、美雲を連れ去りに来て美雪に追い返された時、凪耶に軽く突つっ込まれた事を思い出したのだ。もっとも今ここに凪耶が居れば転げ回って大爆ばく笑しようだっただろう。この事は絶対、瀬せ戸とに知られぬよう軽く睨にらんで口止めとする。美守も小さく肯うなずいた。

「でも……そうだね。せめてあの時は出来なかった事をしようかねぇ」

　鷲羽は星雲達に近付くと、二人をしっかりと抱だき締しめ、

「幸せにおなり」

　そう囁ささやいたのである。







「久しぶりだなぁ」

「久しぶりですねぇ」

　ＧＰアカデミーの寮りように戻もどった西せい南なは、久しぶりにケネスとラジャウと自室ですごしていた。

「この間は、ここに帰る前に研修旅行でしたからねぇ」

「久しぶり喰くった臭くさいメシの感想は？」

「落ち着く……って言いたいけれど、大食堂の異様な雰ふん囲い気きはちょっと……」

　先さき程ほど、夕食を食べた大食堂で、西南は多くの生徒から注目された。良い感情悪い感情、様々な感情がそこにあり、一人の勇気ある下級生が、西南にサインを求めたのをきっかけに、凄すさまじい列が出来てしまったのだ。

「下級生からすれば、お前は憧あこがれのヒーローなんだから当然だ」

　同級生からは運の悪さや、霧きり恋こ達、女性関係問題でのやっかみがあるのでそれほどでも無いのだが、下級生から見ればそれすらも憧れの対象なのだ。

「そうです！　学生にして守かみ蛇だ怪け艦かん長ちよう。そして超ちよう美女クルーをはべらせ、数多あまたの海かい賊ぞく、犯罪者、そして海賊最大ギルド、ダ・ルマーを壊かい滅めつさせた男なんですから」

「……並んでる下級生からお金を取ってたろ？」

「お布ふ施せだよ、お布施。一人一人は大した額じゃないんだから良いだろ？」

「そうそう。ジュース一本買う程度ですから」

　だがそれが百人を超こえればそれなりの額だ。二人のニヤニヤした嬉うれしそうな顔が、その事を証明している。

「せめて大食堂が男女共有なら、この倍は行けるんですけどねぇ」

「今年の新入生、可愛かわいい子が多いんだよなぁ。お前を見たら黄色い悲鳴の嵐あらしだぞ。失神する子も出るかもな」

「…………」

　以前だって黄色い悲鳴はいっぱい聞いた。『キャー』では無く『ギャー』だが。

「でも……いつの間にか上級生になったんだなぁ……」

　本来なら二年に進級し、一年の入学式などを経て実務研修課程に進むが、西南の場合は一年の後半で早々に実務研修名目で囮おとり課へ出向し、そのまま二年生の半ばまで実際の隊員顔負けの実務を行っていたので、進級した実感が無い。

「久しぶりに我らチームが揃そろったところで、だ」

「久しぶりに夜の町にくりだそうじゃありませんか！」

「……えっ!?　脱だつ走そうするのぉ？」

　西南はうんざりとした顔で尋たずねた。

「ＧＰの英えい雄ゆう、山やま田だ西南さんが居れば、ナンパ成功率百パー間違いなしっ！」

「明日は足あし腰こしガクガクかもしれませんねぇ、ククククッ！」

「止やめた方がいいんじゃない？　今回はＮＢも居ないし……」

「だが俺達にはあの時には無かった経験もある！」

「頼たのもしい仲間も居ます」

「また集団脱走？　俺は遠えん慮りよしておくよ。嫌いやな予感しかしない」

　このやり取りも考えてみれば久しぶりだ。その学生的なイベントに少し気分が高こう揚ようするが、そこはグッと我が慢まんだ。どちらにしろロクな事にならない自信があるからだ。

「何を言う西南！　お前はもっと困難な任務をこなしてきた英雄なんだぞ！」

「そうですっ！　みんな君には期待してるんですよ！」

「もしかしてナンパ成功率百パーをか？　さては下級生に飽あき足らず、同期からまでお金を取ったんじゃ……」

　西南はジッと二人の顔を睨にらんだ。

「何を言うんだ西南！　俺達がそんな人間に見えるのか？」

「そうです！　当然、成功報ほう酬しゆうですっ！」

「……あ、そうデスか」

　ケネスとラジャウのキラキラした眼まな差ざしに、説得を諦あきらめかけたその時、

『山田西南。ゲートにて、すぐにアイリ理事長の所へ出頭せよ』

　通信モニターが起動し、手短に命令が伝えられたのだった。

「ええっ!?　噓うそッ？　マジッ？」

「これからだというのに……」

「悪いね。今日は大人しく休んだ方がいいよ」

　西南はホッとしたようにそう言うと、急いで上着を着込んで部屋の外に飛び出した。改修された寮の造りは以前よりも配置が単純で、中央の通路から放射状に各部屋が延びている。その中央通路に出ればゲートまでは一本道だ。ゲート前に立っている警備職員の前まで駆かけ足で近付く。

　立ち止まって敬礼すると警備職員は、ＩＤスキャンで身元を確かく認にんし、ゲートの一つを起動させる。

「ご苦労。急げ！」

　再び警備職員に敬礼をしてゲートへと入る。一いつ瞬しゆんの後、転送されたのは理事長室だ。そのまま早足でアイリの前へ歩み寄り敬礼をする。

「山田西南、参りました！」

「んじゃ、行きましょ」

　軽い口調でそう言うと、アイリは西南の手を摑つかんで、理事長室奥にある長距きよ離り転送ゲートへと向かった。

　　　　×　×　×

　アイリに連れてこられた場所は、水み鏡かがみのブリッジ奥、瀬戸の東あずま屋やだ。

「ご苦労だったな」

　そこには阿あ主ず沙さと船ふな穂ほ、美み砂さ樹きと瀬戸が座って、西南を見ている。

「あの……俺は何故なぜここに呼ばれたのでしょうか？」

　さすがにこの四名が揃うと迫はく力りよくがある。何しろ樹雷最高評議会と呼ばれる、真の意味で樹雷を動かす者達の集まりだ。瀬戸の副官である水みな穂ほですら、この場に参加が許される事は滅めつ多たに無い。ましてや西南のような一学生が、この場に立ち会う事自体、異例中の異例だ。もちろん阿主沙には家族認定された西南だが、それでも瀬戸の東屋でこの四人と会う事自体が、奇き跡せきとも言える事なのである。

「なんだアイリ、事情説明をしていないのか？」

　阿主沙と瀬戸が呆あきれた表情でアイリを見、アイリはぺこぺこと頭を下げる。もちろん反省した感は無い。

「あらあら、じゃあ驚おどろいたでしょう？　いきなりごめんなさいね」

　船穂が優やさしく微笑ほほえみ、西南の緊きん張ちようは少し和やわらいだ。美砂樹が大人しいのが、ちょっと不思議だが、よく見ると阿主沙と瀬戸の間に挟はさまれて両方から肩かたを押さえられていた。

「今回、西南君を呼んだのは、貴方あなたが見つけたＺＩＮＶジンブについての調査結果が出たからなの。だからそのマスターでもある君に同席して貰もらった訳」

「そうでしたか」

「ん、では始めてくれ」

「はい、お父様」

　それまで弛し緩かんしていた空気が一気に引き締まり、起動した数々のモニターにはＺＩＮＶや遺跡の映像が映し出されている。

「ＺＩＮＶは映像資料からもお分かりのように、完全に機体を再生している為ため、正確な年代測定は出来ませんでした。そこでＺＩＮＶが安置されていた遺跡を、積層重粒りゆう子し痕こん層調査をした結果、約十億年程前の物と判明しました」

「十億年前とは……また途と方ほうもない話だな。ではＺＩＮＶも、その頃ころの物と考えて間ま違ちがいないのだな？」

「それが技術系から見ると、少し違うようです。ただ今回に関してはＺＩＮＶとそれと共に見つかったＤと呼ばれる、その時代の人物のパーソナルデータという、まさに生きた証人が居ましたので、我々の調査はその証言の裏付けに過ぎません。そのＤの証言によりますと、遺跡に埋うもれていたのは宇宙船で、我々が大先史文明と呼んでいる時代のものに間違いないそうです。しかしＺＩＮＶ自体が造られたのは、それ以前の文明だそうです」

「それ以前？　でも大先史文明自体がかなり長期に亘わたった文明だし、どこからがそれ以前なんかは曖あい昧まいなのよね」

「Ｄの証言は私達にとって驚くべきもので、これから追跡調査を長期に亘って行わなければなりません。現段階で分かっている事は、ＺＩＮＶは当初、人型では無く、樹雷と似たような船の形状だったようです。それがその文明圏けんから追われた者達が持ち出し、移り住んだ星で、そこに住んでいた原住民を使し役えき出来るよう、信しん仰こうの対象とする為に人型としたらしいのです」

「神とは自身の現うつし身で人を創つくる、というのが、多くの宗教に共通するモノだからな。神の象しよう徴ちようを巨きよ大だいな人型とするのは有り得る話だ」

　阿主沙は納なつ得とくしたように肯いた。

「そこで移住民の間で戦争が起こり、両者共にほぼ共とも倒だおれ、全滅状態となったそうです。その後に、原住民達によって起こった文明が、眠ねむっていた移住民の遺跡を発見。そしてそのテクノロジーを利用し、初期文明レベルだった原住民族は宇宙へ進出……」

「それが後に大先史文明へと繫つながったのね？」

「かいつまんで言うと、そういう事です。そして西南君がＺＩＮＶを発見した惑わく星せいこそが大先史文明、発はつ祥しようの地だったのです」

「こんなところで、そんな話を聞けるなんて……まさに歴史的大発見だわ」

　瀬戸は感動したように大きな溜ため息いきを吐ついた。

「事があまりに重大なので、アカデミーでも大おお騒さわぎです。研究者には最高位の箝かん口こう令れいが出ています」

「公表されれば、西南殿どのは間違いなく歴史に名前が残るわね」

　地球の歴史で言えば、アメリカ大陸を発見し、地球が丸いと証明したコロンブス、といったレベルだ。

「ええっ!?」

「それだけの大発見という事よ。そしてそれは樹雷にとっても同じだわ」

「大先史文明の成り立ちは考古学者と歴史学者に任せるとして、結論はどうなのだ？」

「これが機体の内部構造です」

　モニター画像が内部透とう視し図に変わり、アイリはその場所を拡大して行く。

「この胸部、コクピット部分に小型のユニットがあります。西南君はこれが何か知っているでしょう？」

「え？　ええ、ＺＩＮＶがやられそうになって、いきなりこれが脱出シークエンスに入った時は驚きました」

「脱出シークエンス？」

「ＺＩＮＶ内部にはエネルギージェネレーターらしきものは存在しません。コンピューターユニットはありましたが、それはＺＩＮＶをコントロールするものでは無く、いわばサブ的存在です。神経系と動力伝達系システムからすると、このユニットがそれらを兼かねている事になります」

「それの脱出用か……ではもう間違いないな」

「はい。このユニットの中にあるのは皇おう家けの樹き、それもどうやら幼生固定されているようです」

「皇家の樹!?　やっぱり……」

「光こう鷹おう翼よくを発生させ、守蛇怪とリンクして凄すさまじい力を発揮した……西南殿は薄うす々うすそう思っていたようね？」

「まさかとは……思いましたが……」

「でも、ＺＩＮＶは十億年以上前のものなんでしょう？　樹雷にはそこまで古い歴史は無いわよ」

　美砂樹が西南の疑問を代弁する。

「そうね……んで、こちらもＤ同様、手っ取り早く砂さ沙さ……津つ名な魅み殿に聞いたのだけれど、十億年程ほど昔に、我々と同じように樹雷に偶ぐう然ぜんやって来た人間に、種を二つあげた事があるそうよ。あのユニットに入っていたのは、その内の一つみたいね」

「お母様、じゃあＺＩＮＶは第一世代ってコト？」

「現場に居合わせた水鏡も霧恋ちゃんの瑞みず輝きも、かなり戸と惑まどっていた様だけれどね。霧きり封と様はどう言っているの？」

「ふむ……確証は無いが、恐おそらく自分達の姉し妹まいだろうと」

　阿主沙の言葉には少し戸惑いがあった。

「確証は無い、というのが気になるわね。幼生固定されているせいかしら？」

「詳くわしく調べようにも、ユニット内部はかなり高レベルのブラックボックス化されていますので、迂う闊かつに分解が出来ないんです。非破壊検査が出来たのもほんの一部分です。それと外がい殻かく部分の経年劣れつ化かが酷ひどかったので、慎しん重ちように剝はく離りさせて行ったのですが、外殻が何層かに分かれ、しかもそれぞれの年代にかなりの差がありました」

「古い外殻の上にコーティングをしたのね。つまり大先史文明時代でも中はいじれなかったという事か……」

「私達もそれに倣ならうしかありませんでした。でもブラックボックスの中も当然劣化している筈はずですからそれがどう影えい響きようするかです。Ｄが言うには、ＺＩＮＶはあえてそうしているようだと」

「戦せん闘とうに支障は無いの？　もし危険であれば、本体から切り離はなしておくべきだけれど」

「問題無い、と」

「そう？　ならいいけれど」

　瀬戸は少し腑ふに落ちないようだったが、直すぐさま気分を切り替かえ西南の方を向いた。

「西南殿」

「は、はい」

「聞いた通り、ＺＩＮＶは第一世代の皇家の樹と見て間違いないでしょう。それで今後の事なのだけれど、西南殿はどう考えているのかしら？」

「えっ？……どう、考えている、ですか??」

「……ん？」

　西南の戸惑うような反応に、阿主沙達は違い和わ感かんを覚える。

「もしかして西南ちゃん、意味がよく分かってないのでは？」

「ああ、そういう事……」

　美砂樹にそう言われ、瀬戸は辻つじ褄つまが合ったのか、小さく肯うなずいた。

「あのね、西南殿。ＺＩＮＶは貴方をマスターと認めたのよね？」

「Ｄもそう言ってましたから、そうなんだと……」

「樹雷皇族は樹選びの儀ぎ式しきによって皇家の樹とマスター契けい約やくを交かわすわ。そして樹選びの儀式を行えるのは樹雷皇族のみ。いくつかの例外があったものの、皇族以外が皇家の樹を所有する事は出来ないの」

「ＺＩＮＶを手放せという事ですか」

　西南は不安げにそう言った。ＺＩＮＶが惜おしい訳では無い。ＺＩＮＶと心通わせた仲となったからだ。自身の半身を引き裂さかれるようなものだ。

「ごめんなさい、言い方が悪かったわね。マスター契約は皇族ではなく、皇家の樹の意志が優先されるの。ＺＩＮＶが貴方をマスターとして認めた以上、それは絶対よ。樹雷皇ですら、その事に異議は挟めない。樹雷においては皇家の樹の意志は絶対なの。逆を言えば西南殿はＺＩＮＶに選ばれた以上、樹雷の皇族となる権利を持つの」

「おっ俺が、樹雷の皇族に、ですか？」

「それどころか、お前は樹雷皇位継けい承しよう権けんの第三位にいるのだぞ」

「は？」

　西南はキョトンとしたまま固まった。

「…………………………………ええええええええええええええええええっ!?　なっ、何故なぜ、どうしてそんな事になるんですかぁ??」

　西南が事の内容を理解したのは数分後だ。

「うんまあ、そりゃ驚くだろうな。もちろんそれはお前が望めばだがな」

「望めばって……皇族の方は他ほかにも大勢いらっしゃるじゃありませんか？」

「皇家の樹は始祖津名魅を除けば、第一世代が最上位なの。皇家の樹はマスターの命が危険に晒さらされない以上、上位の樹の命令は聞かなければならないわ。どんな秘密であろうとも請こわれれば教えなければならないとしたらどう？　国家機密も何も、殆ど筒つつ抜ぬけになるわ。だから第一世代のマスターになった者は、樹雷最高権力者となる資格を有するの。もちろん皇家の樹の方も、間違いのない人間を選ぶしね。私達は皇家の樹には絶対の信しん頼らいをおいているの」
















「外の人間が第一世代のマスターになった前例は無い。しかもお前の場合は、守蛇怪も持っておるからな。ならば、樹雷に新たな皇族を創立させる事も可能かもしれん」

「新たな皇族？」

「四皇家が五皇家となるのだ。樹雷皇族、山田家という訳だ」

　阿主沙は何やら楽しげに、顔を綻ほころばせながら言った。

「…………」

　樹雷皇族になるというだけで驚きよう天てん動どう地ちの大事なのに、皇位継承権だの、皇族山田家だのと話がでかすぎて頭が回らない。西南はそのまま押し黙だまってしまった。

「アイリ、ご苦労だったな。後はこちらで話さなければならん事がある」

「分かりました」

「ああ、そうだ。遥よう照しようの奴やつには釘くぎを刺さしておいてくれよ」

「あの人も、これ幸いって、樹雷皇位を押し付けはしませんよ。だいたいそんな事をしたら、正まさ木きの婦人会が黙ってはいませんよ。西南君は村の大事な子なんですから」

「ああ、あっちでもそうなのか……」

　女性が強いのは本国も同じだ。天を仰あおぐ阿主沙に一礼し、アイリはその場から去って行く。それをすがるように見つめる西南に、船穂は安心させるよう、近付いた。

「西南殿にはこれから大事な話があるの。もう少し付き合ってちょうだいね」

「お前にこのような話をしたのは、皇家の樹の秘密を知って貰もらう必要があるからだ。それこそが第三世代以上の、皇家の樹のマスターとなる人間を、樹雷皇族と限る事としなければならない理由なのだ」

「皇家の樹の、秘密……」

　西南は意を決した。もうここまで来たら後あと戻もどりは出来ない。そこに居るのは自分を家族と言ってくれた人達と瀬戸だ。どんな事実も状じよう況きようも受け入れよう、そう思ったのだ。阿主沙もそれを感じ取ったのか、軽く微笑ほほえんだ。

「お前はＺＩＮＶに乗った時、何かを感じたか？　特に戦いの時にだ」

「そう、ですね……。敵の、特にタラントの悪意のようなものや、その流れのようなものが、凄すごく鮮せん明めいで嫌いやな感じで、臭くさかったのを覚えています。断だん末まつ魔まのようなものも少しですが感じて……」

「なるほど」

「それから、ちょっと自分でもビックリする程ほど暴力的な気分になっちゃって、アチャって子に助けて貰ったというか、彼女を見て心を落ち着けていました」

「ふむ……瀬戸、どう思う？」

「もしかしてこのために幼生固定させているのかもしれないわね。ブラックボックスの機能も気になるけれど……でも、間ま違ちがいなく皇家の樹の特性が出ているわ」

「あれが皇家の樹の特性なんですか？」

「ええ、人の負の感情に敏びん感かんで、特に死の叫きよう喚かんに影響を受け易やすいの。自ら手を下した時などは特にね。もともとあの子達は戦いが嫌きらいよ。自身とマスターの身を守る時以外には戦いはしないわ。でも私達が望めば意に沿わない戦いもしてくれる。その代わりにあの子達の心は敵の断末魔に傷付き、病やんでしまうの。ましてや同じ皇家の樹同士が戦うなんて事になれば……」

「そんな……」

「マスターはその負ふ荷かを和やわらげ、癒いやす存在でもあるの。でも許容量をオーバーすればマスター共々廃はい人じんとなる事もあるわ。私のＺＺＺも今でこそ、その警告を無視して戦う者はいないけれど、最初にやった時は酷ひどかったわ」

　瀬戸はそう言うと、東あずま屋やから見える水鏡を見上げた。

「千隻せき近い艦かん隊たいをほぼ全ぜん滅めつ状態にしてしまったから、水鏡の葉の一部が壊え死しして、神経光が出なくなり船のコントロールが出来なくなってしまったの。私も一年程精神障害で寝ね込こんじゃったわ。今でも時々、体調が悪い時なんかは悪夢を見るの。それでも水鏡は耐たい性せいが高い方なのだけれどね」

「では耐性が高くないと……」

「そのまま樹きは枯かれ、マスターはショックで死ぬ可能性もあるわ。若い樹になる程、耐性が高く、マスター次し第だいでもかなり差が有るけれどね」

「霧恋さんと瑞輝は、ダイ・ダ・ルマー戦の時は大だい丈じよう夫ぶだったんですか？」

「あの時は死者が殆ほとんど出なかったでしょう？　だから問題は無いわ。それに瑞輝ちゃんは幼木というのも幸いしたわね。人間の子供でも、大人から見ると凄く残ざん酷こくな事をして平気な事があるでしょう？」

　小さな虫を殺したり植物を千切る、物を壊こわし、他者を傷付けても平気だ。というよりそれに対する理解力が低いのだ。

「でも大人の樹だったら……」

　瑞輝は枯れ、霧恋は精神を病んでいたかもしれない。それと知りつつ瀬戸は戦いを仕し掛かけたのだ。

「精神的な幼さが耐性の高い理由の一つ。でもそれだけで戦わせた訳じゃないのよ」

　西南が非難めいた目で見ているのに気付いた瀬戸はそう言った。

「その防護対策の為ために、守蛇怪とのリンク実験をしたのよ。魎りよう皇おう鬼きは皇おう家けの樹と似た性質を持つけれど、皇家の樹のような断末魔に対する精神被ひ害がいは殆ど無いわ。七百年前に樹雷を襲おそい、多くの樹と戦った時も、それに対する心理的な揺ゆらぎは殆ど無かったの。だからその利点を生かして、守蛇怪を攻こう撃げき、瑞輝を防ぼう御ぎよに役割分担をさせてみたの。それと念の為に運の良さそうなの、と言って大勢連れて来たでしょう？」

「……えっ？」

「まっ、ハッキリ言って人柱だな」

　西南が口にしなかった言葉を、阿主沙はキッパリハッキリと言い放った。

「もちろん危険そうだったら、すぐに実験は中止するつもりだったわよ。そもそもダイ・ダ・ルマーと遭遇戦闘する事自体が想定外だもの」

「問題はどこで危険と判断するか、だがな」

「でもおかげで貴重なデータが採れたわ。それに守蛇怪とＺＩＮＶのリンクデータとの差違も、西南殿どのの証言も大きな進展をもたらしてくれそうよ」

「ほお？　何か分かったのか？」

「詳くわしくはこれからの検証が必要だけれど、いくつかの興味深い共通点があるの。それは西南殿の証言にある、暴力的になる、という事。守蛇怪と瑞輝の時にも似たような現象があったし、魎皇鬼に関しても、そのパートナーである魎りよう呼こさんにもその傾向があるわ」

「暴力的、闘争本能が関係していると？」

「或あるいはその時に脳から分ぶん泌ぴつされる脳内物質か？　それはまだ分からないけれど、それが問題を解決する鍵かぎになるかもしれないわ」

「……でも！」

　西南は思わず、声を上げた。全員の視線が集中する。

「いえ、あの……それで問題が解決したとしても、福ふくや皇家の樹達に、あまり戦いはさせたくありません」

「!?」

　西南の言葉にその場の高こう揚ようが一気に醒さめた。というより冷静になった感じだ。喧けん嘩かをしていた夫ふう婦ふが子供に泣かれた時のような気分だ。と、その時、それまで瀬戸と阿主沙に挟はさまれて大人しくしていた美砂樹が泣きながら西南に飛び付いて来た。

「ごめんねっ！　そうよねっ！　西南ちゃんの言う通りだわ！　あの子達にそんな事をさせちゃいけないわよね！」

　美砂樹は西南に抱だき付き揉もみくちゃにしながらそう言うと、西南を苛いじめる悪者とばかりにキッと瀬戸達を睨にらんだ。

「ほらほら、美砂樹ちゃん。落ち着いて」

　船穂の取り成しで落ち着いた美砂樹は、それでも子犬を守る母犬のように西南に抱き付いたままだ。

「確かに西南殿の言う通り、戦いに支障が無くなったとしても、戦い自体は極力避さけるべきね。特に皇家の船は戦せん闘とう力が高過ぎるもの」

「心しておこう。話はずいぶん逸それてしまったが、これが皇家の樹を樹雷皇族で独どく占せんする大きな理由だ。もちろんそれが他国をリードする力である事も事実だ」

　国が割れ、或いはそれが他国に持ち出され、皇家の樹同士が戦う事にでもなれば大変だ。皇家の樹はもちろん、強大な力は周りを破は滅めつさせるに十分な力を持っている。

「と、いう事は……」

　西南が皇族とならなければ、下手をすると国家間の争いが起きるきっかけとなる場合もあるという事だ。だが……、

「だが、お前はそれに従う必要は無い」

「えっ!?………でも」

「お前の先程の言葉。それと以前、儂わしはお前を家族だと言ったな？　今はそれで十分だ。お前はまだ若い。その可能性を捨てるのにはまだ早いぞ」

　西南の強い自制心を信じ、自由に生きろと言ってくれている阿主沙の言葉に、西南は泣き出しそうになった。

「だいたい遥照の奴も地球で遊んどるのだからな、まあ千年二千年はいろいろと経験をするのも悪くはないだろう。ただくれぐれも自分がどういう力を持ったかは忘れぬ事だ」

「は、はい！　ありがとうございます」

（どうせ宅のクソババア共がヒモ付きにしようと、いろいろ悪だくむだろうしな）

　阿主沙はチラッと、ニンマリと笑えみを浮うかべている瀬戸を見てそう思った。

「ではこれで終しまいとするか？」

「私から、少し西南殿にお話がありますので」

「！……そうか。では後は任せる」

　阿主沙は一いつ瞬しゆん、表情を緩ゆるませ、

「さあ、行くぞ」

「えっ？　えっ？　だって！」

「さあ、行きましょう」

　船穂と共に美砂樹を西南から引き剝はがし、その場を後にした。阿主沙が最後に少し西南を見た目に、哀あわれみのようなものが混じっていたのに西南は気付かなかった。

「それでお話というのは何でしょうか？」

　阿主沙達の気配が消えたのを見計らい、西南は瀬戸に話しかけた。

「少し待ってて、すぐに来ると思うから」

　瀬戸がそう言ったすぐ後、

「お待たせぇ。お話は終わったんですかぁ？」

　気楽な口調で現れたのは、クイス・パンタだ。

「もう飲んでるの？」

「だって、とてもおめでたい事なんですから、待ちきれなくてぇ」

　クイスはお酒の匂においをさせてフラフラッと近付くと、西南の隣となりにどっしりと腰こしを下ろした。クイスが着ているのは漆しつ黒こくに樹雷の意い匠しようが刺し繡しゆうされたナイトドレスで、そのまま夜会に出席出来そうな物だ。スレンダーな肢し体たいは鍛きたえられ、女性らしい柔やわらかさは少々乏とぼしいものの、その印象的な瞳ひとみが有り余る色いろ香かを感じさせている。しかも彼女からは覚えのある爽さわやかな果実の香かおりが、極ごく上じようの香こう水すいのように漂ただよって来ている。西南は慌あわててクイスから視線を逸らしたが、そこに彼女が手に持った酒さか瓶びんのラベルが目に入った。

「あっ」

　と、西南は思わず声を上げた。何しろ酒瓶のラベルは以前、西南が瀬戸にご馳ち走そうになった、皇家の樹の実を使ったジュースのラベルとよく似ていたからだ。酒瓶は殆ど空でグラスなどは見当たらない。つまりクイスはあの神樹の酒をラッパ飲みしていたという事なのだ。

「ねえぇ、西南殿もいかが？　もう殆ど無いけれどこの量だって、外で飲もうと思えば島の一つが買えるわよぉ。グラスは無いから間接キッスになるけれど、直接キスした事もあるんだから良いわよねぇ……って、あら？」

　西南の肩かたを抱き寄せようとしたクイスの間に、強ごう引いんに割って入って来たのは瀬戸だ。そのままクイスを引き剝がすと、代わりに自分が西南の隣に座り、クイスをシッシと手で追いやる。と、同時に西南の肩を摑つかんで抱き寄せた。

「ちょっとくらい良いじゃありませんかぁ。減るモンじゃないんですからぁ」

　クイスは不満げに瀬戸達と相対する位置へと移動して、崩くずれ落ちるように座った。

「減るのよ！」

「あ、あの……それでお話というのは……何で……えっ？」

　と、いきなり西南の眼前でクイスが瀬戸の姿へと変わった。慌てて西南の隣に居る瀬戸を見たが、そこには変わらず瀬戸が居る。だが西南はすぐにクイスが変身出来る事を思い出した。

「……クイスさん、そういう冗じよう談だんは止やめて下さい」

「全く困った方ですよね」

　と、クイスの声は、今度は西南のすぐ隣から聞こえて来た。

「えっ？」

　サッと隣を見ると、そこには瀬戸ではなくクイス・パンタが居た。服装は瀬戸が着ていたものだ。まるでそのまま入れ替かわった、そんな感じだ。二人を交こう互ごに見て西南が出した結論は、

「クイスさんが……二人？」

　であった。目の前の瀬戸も隣に居るクイスも明らかに変身をした。ならばクイスが二人いると考えるのは自然だ。

「「残念。答えは瀬戸が二人よ」」

　二人の瀬戸は同時に、全くズレる事無く言った。

「ええっ!?…………もしかして双ふた子ご、なんですか？　それとも……影かげ武む者しや!?」

「半分正解。影武者は姿を模した偽にせ者ものでしょう？　でも私は同じ記き憶おくと同じ能力を有しているわ」

「私達は鏡武者と呼んでいるわ。たとえオリジナルが死んでも、鏡武者はオリジナルとして全すべてを引き継つぐ能力を持っているの」

　そう、西南の隣に居る瀬戸は言った。つまりそちらが偽、いや鏡だ。

「私達はクイスと瀬戸を使い分け、表となり裏となって樹雷を支えているの。そのきっかけとなった事件が、最初のジェノサイドダンスを踊おどった時……」

　水鏡のトラウマを受け、半年精神障害で入院した時だ。

「……その頃ころは銀河連盟の情勢もまだまだ安定しているとは言えなかった。樹雷もシャンクギルドとの抗こう争そうが激化し出した頃で、阿主沙殿も生まれていなかった。だから数多くの海かい賊ぞくと周辺国家からの防衛で手て一いつ杯ぱい、私の聖衛艦かん隊たいが遊ゆう撃げき隊として樹雷の情報収集とオフェンス面を担になっていたの」

　そんな時に聖衛艦隊の長おさたる瀬戸が倒たおれたのでは大問題だ。

「それで鏡武者ですか」

「クイス・パンタは実に有効だわ」

「何しろ戦略面だけでなく、気分転てん換かんにもなったしね。今の西南殿だったら分かるんじゃないかしら？　誰だれも知らない他人になって気軽に外を歩けるのよ」

「それは、そうかもしれません」

　ついさっき寮りようでのサイン大会など、不特定多数の目が常時、向けられるのは煩わずらわしい。というより恥はずかしくて堪たまらない。地球では悪運持ちという事で悪目立ちし、避けられていたのが、宇宙に出て、その評価が逆転したのは嬉うれしいが、あまりに度が過ぎると居たたまれない気持ちになってしまう。こんな時、静せい竜りようの図太さが羨うらやましくなる。

「そしてどちらかが倒れても、残ったもう一人が居ると思えば精神的に楽だし、思い切った行動を取る事が出来たわ。しかも西南殿のおかげで後二千年はかかると思っていた段階まで一気に来られたわ」

「夢物語が夢で無くなりつつあるの……しかも、まさかねえ……」

　目の前の瀬戸は最後に残った神樹の酒を一気に飲み干した。

「こいつを開けるに十分な出来事でしょう？　鏡？」

「私は全然飲めてないんだけれど」

「大だい丈じよう夫ぶ！　もう一本確保してあるから」

　神樹の酒はその価値ゆえ、全すべてにナンバーが振ふられ、厳密に管理使用目的が決められている。プライベートで勝手に飲む事は難しいのだ。

「それならいいわ」

　鏡は満足げに肯うなずいた。

「でも、そんな重大な秘密を、俺に話して良いんですか？　もしかして俺、口くち封ふうじされちゃうとか……？」

「口封じ？　あはぁ、良いわねぇ。今度は私が口封じしてあげましょうかぁ？」

　そう言うと瀬戸は艶なまめかしい目で投げキッスをした。と、鏡瀬戸はその投げキッスを阻そ止しするかのように、西南の口に手を当てた。

「安心して。私達が西南殿にこの事を話したのは、貴方あなたが第一世代のマスターになったからよ」

「第一世代のマスターというと、阿主沙様も知っているのですか？」

「後は遥照殿どのね。もっとも現段階では、あの子には話してはないけれど……」

「たった三人……」

「将来的には分からないけれど、そういう事ね。西南殿は第一世代の樹きを介かいすれば、私の秘密は殆ほとんど知る事が出来るわ。もちろん私が二人いる事もね」

「でも、あえて話さないという選せん択たく肢しも有ったと思いますが……。俺も人のプライベートを覗のぞく趣しゆ味みはありませんし、そもそもそんな想像が出来ませんよ」

「あら？　西南殿は鏡を傷物にしたのよ。ちゃんとその事実を知って、責任は取るべきじゃなぁい？」

「きっ！　傷物ぉ!?　俺、何をしたんです？」

　西南は顔面蒼そう白はくになって鏡瀬戸を見た。

「酔よっぱらいの戯たわ言ごとだから気にしなくて良いのよ。でも貴方には知っておいて欲しいのは事実なのよ。私を私として認にん識しきして欲しかったの」

「私を私として……ですか？」

「実はね……」

「ああっ！　分かったわよ！　もう馬ば鹿かな絡からみ方はしないから、私を除のけ者にして話を進めるのは止めてちょうだい」

　懇こん願がんする瀬戸に、鏡瀬戸は『どうぞ』と手を差し伸のべた。

「私達は同一の記憶を共有しているわ。瀬戸で活動している時のものも、クイスの姿で活動した時のものも然しかり。でもつい最近、そこにちょっとした差さ違いが生じたの。私の知らない記憶を、鏡は持ってしまったわ」

「差違？」

　西南は瀬戸と鏡を見比べた。当然、そこに差違などは見つからなかった。

「私ね。小さな頃に一度君に会っているのよ」

「そう、なんですか？」

「私自身すっかり忘れていたのだけれど、その時の記憶は瀬戸との間で共有はされなかったの……いえ、しなかったのかもしれないわ」

「何故なぜそんな事が起こってしまったのか？　もしかして西南殿の確率の偏かたよりのせいかもしれない。でもその記憶は鏡の心に生まれた自我となったわ」

「私を瀬戸ではなく、私たらしめるもの、それが貴方なの。それが嬉しくて……悲しかった。記憶を奥底に沈しずめてしまったのはそのせいかもしれない」

「……悲しい？」

「鏡は私、神かみ木き・瀬戸・樹雷としてしか生きられないわ。そして鏡を見つけるには鍵かぎが必要よ。皇おう族ぞくでなければチャンスが与あたえられず、樹雷皇家の長い歴史において、たった四例しかない奇き跡せき。それは絶対に見つけられない鍵。奇跡でも起きない限り手に入れる事は出来ない鍵。鏡にとってそれは無いも同然の可能性。考える事すら無意味な未来だもの」

「それでも私は、貴方の記憶で私という自我が生まれた事を知っている。貴方が私を見つけられなくても、私は貴方を見つけたわ。だからそれ以上は望まない。それだけでも私は幸せだったの。このままで十分だと思ったわ」

「でも問題は私と鏡に起きた差違よ。西南殿が地球に居たままなら、それが問題になる事は無かったわ。でも貴方は奇跡とも言える確率で宇宙への切きつ符ぷを手に入れ、それとは知らない私が切符を切ってしまった。そして貴方は樹雷にとってもドンドンと大きな存在となり、鏡の自我を大きくし、同時に私との差違をも大きくして行った。今はまだ大丈夫だけれど、いつかは私をよく知る誰かが、或あるいは情報収集と分ぶん析せきに長たけた他国もそれに気付くでしょうね。そうなれば二人の瀬戸というアドバンテージが失われる」

「俺の、せいで……」

「フフッ。でも西南殿はそれを帳消しにする二つの資格を手に入れた。私がこれを飲んでいたのは、その為ためよ。あっ、ちょっと残っているわね」

　瀬戸は神樹の酒さか瓶びんを振り、そこに残った僅わずかな滴しずくに気付くと酒瓶を口に当てて持ち上げた。ちょっとみっともない姿だが、その一いつ滴てきが小さな都市を一つ買える額になるかもしれないとすれば、それも当然の行こう為いだ。

「資格って、第一世代のマスターになった事ですか？」

「それと……海賊の脅きよう威いを劇的に減らした事。私達が背負う重圧を軽くしてくれた事」

「だから私は鏡の自我を認める事が出来るわ。後は西南殿に責任を取って貰もらうだけ」

「せ、責任……ですか？」

「それはそうでしょう？　私であった鏡に自我を与えて、一つの個としてしまったんですもの。傷物にしたようなものよ。傷物」

　瀬戸は机を回って西南に近付くと、鏡の反対側にドンッと腰こしを下ろした。先さき程ほどのクイス・パンタとは違ちがい、豊満なヴィーナスの如ごとき肢し体たいが、薄うすいナイトドレスから浮うかび上がっている。そうでなくても隣の鏡西南の肩を抱だいたままなのだ。

「あああああ、あの……どのような責任を取れば……」

「あっちへ行っててちょうだい」

　鏡瀬戸はムッとした顔で瀬戸を手で突つき放す。瀬戸はヨロヨロと立ち上がると、不ふ機き嫌げんそうに先程の位置に戻もどって視線を逸そらすように、プイッと横を向いた。

「ねえ西南殿……」

　鏡瀬戸は囁ささやくように言いながら西南に身体からだを預けて来た。

「私に名前を付けて下さいませんか？」

「な、名前？」

「私が鏡では無く、私として在る為に必要な名前。個を意味する名……直すぐでなくとも構いません。貴方が良き名を思い付き、それが相応ふさわしいと感じたなら……またここに来て下さいまし」

「それが責任、なんでしょうか？」

「はい」

　鏡瀬戸の表情はまさに至福といった感じだった。そこにはいつもの瀬戸の威い圧あつも威厳も無く、ただの優やさしげな女性の姿があった。

「分かりました。考えてみます」

　　　　×　×　×

「分かりました、なんて気軽に言って……いつになったら来られるかしらねぇ？　ここでの会話の意味を知ったら、怖おじ気け付いちゃうんじゃない？」

「いつまでも待つわ。千年でも万年でも。もう西南殿は鍵を手に入れたんだから、いつかきっと来てくれるわ」

　うっとりとした表情で鏡瀬戸は言った。

「クックック。勘かん弁べんしてよぉ……そんな可愛かわいらしい顔されちゃ、妬やけちゃうわぁ。ちょっと邪じや魔ましたくなっちゃうでしょう？」

「自我が出来たとは言え、私はまだ鏡よ。貴女あなたが何をしようとしているかは知っているわよ。そしてそれが西南殿に必要な事もね」

「それは嫌いやじゃないの？」

「ラスボスクラスのモンスターに、旅に出たばかりの勇者様が敵かなう訳無いでしょう？」

「それもそうね。では勇者様にはもっと沢たく山さん経験を積んでいただくとしましょう」

「その前に、まだもう一本、キープしているって言ってたわよね？」

　鏡瀬戸が見ているのは神樹の酒の空ボトルだ。

「フッフッフ。しかも当たり年、ってされている時に仕込んだ最高級品よ」

「わぉ！　いいの？」

「今こ宵よいの奇跡にはそれ位でなくちゃね」

　こうして女二人の酒盛りが始まったのである。








３「それぞれの将来設計？」









　雨あま音ねのペントハウスの朝は普ふ段だんにも増して賑にぎやかだ。新たな住人が四人も増え、食堂もテーブルを大きくした。もっともその内の三匹ひきは占しめる面積は小さいので、だいたい大人で二人分増えた感じだ。それでもこの喧けん噪そうを全員が気に入っている。多少の諍いさかいはあるものの、ちょっとした言い合い程度だ。

『ちょっとＤ！　朝っぱらからカレーだけは止めてよ！　匂においがきついのよ』

　美み希きクローンは眉み間けんに皺しわを寄せて怒ど鳴なった。

『私は平気です』

『他の人がきついって言ってるの！　和食にカレーの匂いはマジ勘弁！』

『了りよう解かい。では』

　Ｄクローンはそう言うとシークレットウォールを張った。これは匂い分子も遮しや断だんしてくれるので、一気にカレーの匂いは消えた。

『ちょっ！　ちょっと……』

　朝の爽さわやかな朝食。賑やかで楽しい全員での食事に、一人だけ籠こもられるのも何やら景色が悪い。

「良いじゃないの、カレーの匂い位」

『私が悪いというのですか、雨音先生？』

「気にならないという人ぉ？」

　雨音の問いに、美希クローン以外の全員が手と前足を上げた。

『クッ！』

「雨音、ちょっと意地悪よ。エチケットガードがあるか守かみ蛇だ怪けのリストでチェックしましょう。無ければ今日にでも買って来るわ」

　エチケットガードとは空気の流れをコントロールし、匂いの分子を吸着、あるいは他の人間の所に届かないようにする機器だ。普通であれば家の標準装備としてある物だが、雨音の家は超ちよう高級アパートなので、あえて付けていないのだ。

『すみません。お手数をおかけします』

「今日は美希さん達の施せ術じゆつの日でしょう？　人間体になるのだから、どちらにしろ、いろいろと必要な物がいっぱいあるわ。一応リストアップしたから、その中から選んでちょうだい。もし気に入ったのが無いのなら、買いに行くから遠えん慮りよしないでね」

「まあ守蛇怪の在庫なら、それなりに気に入る物があるんじゃない？　日用雑貨とか下着なんかはどうか知らないけれど、それでも凄すごいのがあるからねぇ……」

『ネージュ様、守蛇怪の在庫ってなんなんです？』

「鷲羽わしゆう様が関かかわったお仕事やパテント類の製品見本をね、凄い量を下さったの」

　そう言うネージュや霧きり恋こ達の顔には微び妙みような笑えみが浮かんでいる。その顔を美希クローンは訝いぶかしげに見ている。

「暇ひまがあったら見てみな、大規模モールなんか目じゃない量と種類があっから。見本品だから売ばい却きやくは出来ないけれど、博物館行きかカウナック・オークションに出品出来そうなもんもゴロゴロしてるわよ」

　カウナック・オークションは雨音の祖父が財ざい閥ばつ系の友人達と運営している、銀河連盟内でも最高クラスのオークションだ。神樹の酒もここで競せりが行われたのだ。

「西せい南なちゃんが、必要な物があれば、自由に使っていいって言ってたから、何かあったら声をかけてね。メインリストのデータアドレスはここだから」

『ありがとうございます……？』

　アドレスを受け取った美希は、少し視線を逸らしぎみのキルシェに気付いた。

『何かあるの？　何か変な事でもあるの？』

『えっ？　あの……変な事とかはありません。ちょっとビックリしちゃう位凄い価値のある物だらけなものですから……しかも……』

『しかも？』

『あまりに多すぎて見るのが本当に嫌になります』

『……え？』

　そこに居た事情を知る全員の苦く笑しよう顔に、美希クローンはだいたいの事情を察した。試ためしにアドレスにアクセスし、物品リストを表示する。そしてそれを高速でスクロールさせているのに横のバーカウンターはビクとも動かない。

『ああ、なるほど』

　リストのみでこれだけの量があるのなら、その内容を確かく認にんして行くのは苦行以外の何ものでもない。ある程度、絞しぼり込まなければ見ているだけで嫌になるだろう。下手をすれば買った方がマシ、なんて気分にもなりかねない。

「アチャはそろそろ準備をしましょう。火か煉れん、お願いね」

「はい」

　火煉はアチャを連れてリビングを出て行く。

「今日、アイリ様と児童福ふく祉し課の説明面接だっけ？」

「ええ、美希さん達と理事長室に行く予定よ。そこから別行動ね」

「美希さん達の施術が終わるのが夕方……当面は西南の部屋を仕切るんだよな？」

　と、雨音は美希達が見ているリストを覗のぞき込んだ。パーティションやベッド、机やちょっとした家具類のリストが、それだけでも凄い数だ。

「何かこれだけでも頭が痛くなりそうだな」

『最終的には全員、独立した家を持つのなら、ここで贅ぜい沢たくなんか言うだけ無む駄だね。適当に普通の物を選んで、家が決まったらそれに合わせて選び直せばいいのよ。だからキルシェさんが選んでおいて』

　美希クローンはさっさと選せん択たくを放ほう棄きし、キルシェに押し付けた。

『わっ、私が、ですか？』

『福ふくちゃんは西南君のスペース。私は何でもいいし、Ｄもそうでしょ？』

『はい。寝ねる場所さえあれば気にしません。クッション一つでも構いません』

『それはそれでどうかと思うけれど、そんな訳で任せた！』

　美希は面めん倒どう事ごとが無くなったとばかりにニコニコ顔だ。

『分かりました……しかしアチャちゃんの家具との兼かね合いもありますか、あまり適当というのも……』

　霧恋達が買い込んで来たアチャの荷物は、既すでに西南の部屋に展開中だ。もっとも西南の部屋は広いので、後三人分のスペースも十分にある。

「でも……私達も家探しはあまりノンビリとは出来ませんよ。何しろ全員、結構条件が厳しいですからね」

「上で全部決めてくれればいいんだろうけどな。まあ、私はこの家で決まりだから楽だけどな」

　雨音は既に合格が決まった受験生のように、霧恋達を見てニヤニヤしている。

「家探しもそうだけれど、各家のメンテナンスに、ちゃんとした使用人が必要になるわよ。その当てはあるの？」

　霧恋達の邸てい宅たくとなれば雨音のペントハウス同様の、超高級な住宅となる筈はずだ。急ぎならば自律機能を持つハウスメイドロボットを使うのが手っ取り早い。が、実際、ハウスメイドロボはこのレベルの住宅にはそぐわない物なのだ。高級料りよう亭ていでカップ麵めんを出すようなものなのである。

「何なら守蛇怪の居住区にあった、例のバイオメイドロイドでも使う？　あれならたとえ皇おう宮きゆうだろうと使えるモノでしょ？」

　バイオメイドロイドは人間と何ら変わらない、鷲羽の造り上げた最高級品だ。ここまでの物ならば、人間のメイド以上の評価がされるし、何よりも鷲羽が造ったという付加価値もある。

「あれは西南ちゃん専用にマスター登録されててね、私達の言う事なんて聞かないように出来ているのよ。それと十八禁」

　つまり肉体的なご奉仕も可能という事だ。霧恋はうんざりとした顔でそう言った。

「そう……じゃあ止やめておこっか」

　霧恋の表情を見るに、人には言えないような、ロクでもない教育を受けたバイオメイドなのは間ま違ちがいないだろう。

「掃そう除じや保守は美み兎と跳と様の清掃部が派は遣けんしてくれる事になっているし、樹じゆ雷らいからも私の部下の選せん抜ばつが行われているわ。リョーコのバルタ国からも派遣されて来るし、もともと彼女の海かい賊ぞく時代の部下も正式に雇やとう事になっているしね。ネージュ様も以前宮きゆう殿でんでお世話係をしていた者達が出向という形で来るし、雨音の所もそうでしょう？」

「……祖父じい様からと母様から使用人が派遣されて来るってさ。それを断りたいから聞いてみたんだけれどね」

　雨音はうんざり顔だ。まあ確実に口うるさいお目付役が来るのだろう。もちろんそれは霧恋達も同じだ。

「私設事務所の要員も同じよ。それぞれの国から専門職が来る事になっているし、アイリ様と美み守かみ様の所からも派遣されて来る事になってるわ。美希さん、貴女あなた達にもよ」

『私は自分の面倒くらい、自分で出来るのですけどね』

『私も、そこまでしていただく訳には……』

　何やら大事になってきたようで、美希とキルシェはあまり気が乗らないようだ。

「西南ちゃんと守蛇怪の機密に関わった以上、しかたないわね。美希さんのお父様だって現在はアイリ様の工こう房ぼう職員なんだから、条件は同じよ」

『分かってはいるんですけれどねぇ……』

　今まで普通に生きてきた人間が、いきなり使用人に取り囲まれて過ごすなどと、戸と惑まどうなと言う方が無理だ。

「すぐという訳ではないわ。西南ちゃんが卒業して、その後の体制が決定してからよ。それまでは、とりあえずここで生活する事になるでしょうから、今まで通りよ」

　霧恋の言葉に、美希クローンは諦あきらめたように肩かたを竦すくめた。と、その時、

「霧恋様、用意が出来ました」

　火煉がおめかしをしたアチャを連れてリビングへとやって来た。

「あら、可愛かわいらしいわ」

　みんなに見つめられて、アチャはちょっと恥はずかしそうだ。だがアチャの登場はその場の重い雰ふん囲い気きを一気にリセットしてくれたのである。

「じゃあ、火煉、玉ぎよく蓮れん。引いん率そつの方をお願いね」




　食事の喧けん噪そうも収まった雨音のペントハウスでは、残ったそれぞれがアイリの投下した爆ばく弾だんのような言葉に想おもいを馳はせていた。

「結けつ婚こんか……」

　朝食の後片付けを終えた霧恋は、台所でイスに座って食器棚だなの茶ちや碗わんを見つめていた。彼女の視線には隣となり同士に置いている西南と霧恋のお茶碗が、まるで夫婦めおと茶碗のように見えていた。

（私は……もう、そういう事を考えてもいいのかしら？　その資格が出来たの？）

　一度、西南を見捨てて宇宙に逃にげた事が、未いまだに霧恋の心にトゲのように刺ささっているのだ。月つき湖こに諭さとされ、許すと言われた事で、かなりその傷は癒いえたが、それでも尚なお、彼女は自信が持てない──そう自身の右手を見つめ問いかける。

　思えばこの行こう為いもずいぶん久しぶりのような気がする。それだけ迷う事が少なくなった証しよう拠こだが、今日はちょっと特別だ。
















（……でも）

　福を追い、西南が一人で居なくなった焦しよう燥そう感かんは筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたいものがあった。そして彼が無事であった時の安あん堵ど感。雨音達が居なければ泣き出しそうだった。

「そうね。もう許す許さないじゃないわね」

　──西南ちゃんと一いつ緒しよに居たい。何処どこまでも、何があろうとも。

　右手をグッと握にぎりしめる。

「でも……結婚は無理よね」

　霧恋の目には西南の茶碗と霧恋や雨音、リョーコにネージュ。珀はく蓮れん達四人に福やら何やかんやと、凄い数の茶碗が見えていた。そしてそれが決して嫌いやではない事も……。

　　　　×　×　×

　雨音は自室でベッドに寝っ転がり、霧恋と同じように思案の真っ最中だ。

「結婚ねぇ……。西南と？」

　雨音が思い出すのはやはり最初に出会った、地球の柾まさ木き家での事だ。自然と雨音の手は自分の唇くちびるへと伸のびる。

（霧恋達には、ちょっとからかうつもりでファーストキスだとか言ったけど……）

　雨音の顔が耳まで真っ赤になった。

（ダメだ！　タイムマシンがあったらその時の自分を殴なぐりたい！）

　せめてその時の記き憶おくを消してしまおうかとも思う。現代の医い療りよう技術なら簡単だ。だが雨音にとっては西南との出会いの記憶は聖域だ。人生において一番誇ほこれる、自分を褒ほめられる事があるとすれば間違いなく、西南が宇宙に出るきっかけを作った事だ。

　西南が素す晴ばらしい活かつ躍やくをしている事はもちろんだが、西南という存在が近くに居る事がより重要だ。それを考えると堪たまらなく嬉うれしい。目の前の海岸を走り出したくなる位だ。

「ダメだ。何とかしないと落ち着かない」

　心臓の鼓こ動どうが速く大きくなり、破は裂れつするかと思える程ほどだ。

「おお！　ここは一つ、誰だれかに話して発散しよう！」

　わざと口に出して少しでもガス抜ぬきをする。

「そう考えると、相手はライレーザよね。ついでに美希さんの親父おやじさんとの話を聞けば、好こう奇き心しんも満足出来て一石二鳥！」

　羞しゆう恥ちを野次馬根こん性じようにすり替かえ、雨音はライレーザに連れん絡らくをとる。

『……ちょっと忙いそがしいから、また今度かけておくれ』

　さすがにライレーザは雨音との付き合いが長い。彼女の顔を見た途と端たん、ロクでもない用事だと察してさっさと通信を切ろうとした。

「美希ちゃんの事、聞きたくないの？」

『……やれやれ、もうバレちまったのかえ？』

　ライレーザは観念したように溜ため息いきを吐ついた。

「こっちも相談……じゃないわね。少し愚ぐ痴ちを聞いて欲しいの」

『ふむ……では雨音嬢じようちゃんの中では結論が出ていると考えていいのだね？』

「まあ、そうね。そうなるのかな？　ちょっとまだ早いかな？　って思うんだけど、参っちゃったなぁ……」

　顔はだだ崩くずれ、見ている方は馬ば鹿からしくなる程だ。この上、惚のろ気けなど聞かされたら、たまったものではない。もっともリア充じゆうの権ごん化げのような雨音だが、男運だけは悪く、面倒な父親と静せい竜りように付き纏まとわれ、恋れん愛あい面ではポッチであった。

『嬢ちゃんが西南君の事で、最初に私の所へ連絡して来た時から、そんな予感はあったんだけれどね』

「そ、そうなの？　マジ？」

『あの時、友達をからかうネタにするのはいいけれど、自分がはまらないように気をつけるんだよ、って言ったと思うけどねえ？』

「あっ！……そう言われれば、聞いた覚えが、ある」

　雨音はがっくりと肩を落とした。ライレーザは勝ち誇ったように微笑ほほえんだ。

『で、その通りになっちまった訳だ』

「……まあね。それでそっちはどうなの？　美希ちゃんにはバレッバレだったけど？」

『その娘むすめさんの様子次し第だいで、付き合ってる事を話すかどうかって段階だよ。それにしても勘かんの良い娘だねえ……』

「だらしなかった親父が小こ綺ぎ麗れいになった時点で、気が付くわよ。……でも、彼女に起こった事件を考えると、確かに可愛くないわよね」

　あまりに気き丈じようが過ぎる。鋼はがねの神経だ。

『フフッ。博ひろ司し君が娘さんを怖こわがる気持ちが分かるよ』

「その怖い娘さんが何を考えているか、気になるでしょ？」

『気にならないと言えば噓うそだけどさ。カンニングするみたいで気が引けるよ』

「美希ちゃんにとっては、ライレーザの存在云うん々ぬんより、どれだけ本気かが気になるみたいよ。何しろ親父さんには無茶無茶、辛から口くちな娘だからさ。飼うなら最後までちゃんと面倒を見て欲しい、って」

『やれやれ、犬いぬ猫ねこの子を拾うみたいだねえ』

「う[image: ～][image: ～][image: ～]ん。それいいかも」

　雨音は西南の事を思いつつ、そう呟つぶやいた。

『私より嬢ちゃんの方が、よほど大変そうだ』

「ハハッ。でも私はさ、西南の為ために西南の側そばに居られりゃあ、それでいいかなってね。結構、今の状じよう況きようも心地ここち良いし……何より退たい屈くつしない！」

『ふむ。では私はここらで退散しよう。これ以上愚痴ならぬ惚気を聞かされては堪らないからねぇ』

　ライレーザはさっさと通信を切ると、通信をブロック状態にした。

　　　　×　×　×

「結婚か……」

　リョーコは不思議とそれについての憧あこがれは無い。『リョーコ』は彼女にとっての外面、装そう飾しよくと言ってもいい。それが自身の立場的に必要ならばするし、無ければしないだけだ。それは彼女にとってただの義務であり、甘い恋愛とは無む縁えんのものなのである。

　彼女はごく普ふ通つうの少女だった。だが自身それとは知らずに、総そう帥すいバルタの血を継つぐ者として厳しく育てられて来た結果、それを望んだ者達の理想の人間として成長した。

　変身能力を得て、『エルマ』としてアカデミーにスパイとして潜せん入にゆうした時点では、もちろんそれは虚きよ飾しよく、ただの仮面でしかなかった。だが山やま田だ西南と出会った事で『エルマ』は完全に別の存在として自我をもってしまい、『リョーコ』の強い使命感との間で、精神は引き裂さかれ、分ぶん裂れつしてしまったのである。

　もちろん当初こそ『リョーコ』が彼女の本心『エルマ』は虚飾だったが、『リョーコ』には重い使命と立場があり重責があった。そしてそこには本心が存在出来る場所は無かったのである。結局、使命感と重責に追いやられ、山田西南に引き寄せられる形で、本心と虚飾は立場を逆転させるに至ったのだ。

　リョーコが捕とらえられ、全すべての重圧から解放された時、二つの精神は統合される筈はずだった。だがバルタの姫ひめとなった事で、二つの精神は統合されなかったのだ。ただ双そう方ほうがお互たがいの存在を認にん識しきし、かつ価値観を共有している点、そして変身という具体的な行為が切り替かわるきっかけとなる事が、精神そのものを安定させているのだ。

　リョーコはエルマに変身して再び結婚について考える。

「!!」

　一気に顔が真っ赤になって動どう悸きも激しくなって来る。その事を考えるだけで、恥ずかしくて嬉しくて、そこら辺をのたうち回りたくなる。

「んんんんんんんんんっ！」

　幸せで幸せで、ついに我が慢まん出来なくなったエルマは、そこら中を転げ回り始めた。

「エルマお姉ちゃん」

「！！！？？」

　いきなり声をかけられたエルマは、猫ジャンプ！　驚おどろいて飛び上がってしまった。

「あ……アチャ？」

　アチャは不思議そうな顔でドアの所からエルマを見ている。エルマの行為をどう判断したものか迷っている。

「お、お帰りなさい」

　サッと正座をしたエルマはニッコリと笑えみを浮うかべた。

「ただいま帰りました」

　アチャも安心したのか、愛らしい笑みを浮かべたのだ。誤ご魔ま化かしついでもあり、堪らずエルマはアチャに突とつ進しんして行き彼女を抱だき締しめた。

「早かったのね。もう終わったの？」

「はい」

　ふと時間を確認すると既すでにお昼近くになっていた。そしてアチャが出かける時に着ていた余所よそ行きの洋服のままだという事に気付き、アチャを離はなしてシワになった洋服を必死に整えた。

「ありがとうございます」

　お礼を言うアチャを抱き締めたい気持ちを堪えつつ、エルマは親愛の情を示す頰ほお擦ずりをすると、

「じゃあ、着替えてらっしゃい」

　そう言って、アチャを見送った。廊ろう下かで待っていた火煉がエルマに一礼し、アチャと共に自室に向かう後ろ姿を見たエルマは、先さき程ほどとは違ちがう幸福感に包まれていた。

「これもいいわよね」

　僅わずかに聞こえて来る霧恋達の生活音と気配。もうそこがエルマの居場所。心底安心出来る空間となっていたのである。

　　　　×　×　×

「ネージュお姉ちゃん。ただいま帰りました」

　普段着に着替えたアチャはネージュの部屋にやって来た。

「お帰りなさい。お話はどうだった？」

「はい。アチャには難しくて分からない事がいっぱいありましたけれど、明日から毎日、担当の方がお迎むかえに来て教えて下さるそうです」

「そう。良かったわね」

　楽しそうなアチャの笑顔に、ネージュは安あん堵どした。もともとアチャは社交的で人見知りをしない。福ふく祉し課の担当もアイリが指名した相手なので問題は無い筈だが、それでもアチャの顔を見るまでは心配だったのだ。

「ネージュお姉ちゃん。福ちゃんはまだ帰って来てないのですか？」

「まだかかるわね。でもお夕飯までには戻もどって来ると思うわよ」

「……あの、福ちゃん達、病気なのですか？」

　アチャは不安げにネージュを見上げた。以前からの話で、美希達が身体からだの調整を行う事は知っていたが、施せ術じゆつの意味が今一つ理解出来ないのだ。ただ身体を治しに行くとだけしか認識していないのである。

「ううん、病気じゃないわ。美希お姉ちゃんはね、もともと人間だったんだけれど、身体を無くしちゃったの」

「無くしちゃった？　では今の身体は……」

「あの身体はね、福ちゃんの一部から造られたの」

「ええっ！　それは神様にでしょうか？」

　アチャにとって肉体創造は神の領域だ。

「海かい賊ぞくの所にいた……そうね、悪い魔ま法ほう使つかいによ」

「悪い魔法使い！」

「その悪い魔法使いにかけられた……魔法を解いて、元の人間に戻すの。お話しする時にモニターに人の映像が映っているでしょう？　あれが本来の姿なのよ」

「そうだったんだ……。あっ、でも福ちゃんには、そういうのを見た事がありませんけれど、どうしてなんですか？」

「福ちゃんは生まれて一年程だから、まだ赤ちゃんなの。でももう少ししたらきっと人の姿になれるわ」

「そうだったんですね。楽しみ……あっ！」

　と、アチャの目の前に大人の女性が現れた。正確には立体映像だ。

「驚かないで。ただの映像だから」

「……あれ？　この女の人、ちょっとネージュお姉ちゃんに似ています」

「正解。これはね、私の大人になった姿よ」

「綺き麗れいです。天てん女によ様みたい……」

「ありがとう」

　アチャに褒ほめられて悪い気はしない。ここには雨音と珀蓮は別格として、それでも皇おう宮きゆうでも通用する美女が揃そろっている。彼女達を見ているアチャがそう言うのなら、少しは自信が持てるというものだ。

「これも魔法なのですか？」

　アチャから見ればここは神の世界。そして科学は魔法だ。まあ意味合いとしては間違ってはいないし、それでアチャが理解し易やすいのなら、あえて訂てい正せいする必要など無い。

「そうよ。アチャのも出来るわよ」

　アチャのパーソナルも調査済みだ。アイリの組んだプログラムにかければ、未来予測は簡単に出来る。と、ネージュの映像の横に、アチャの大人の姿が浮かび上がった。

「うわっ！」

　いきなりでちょっとビックリしたのか、アチャはネージュにしがみついた。

「……アチャも、凄すごいわね。ちょっとビックリ」

　輝かがやくような金毛は今以上に色のメリハリが付き、それこそ目鼻立ちをくっきりと際きわだたせる化け粧しようをしたようだ。これはあくまでそのままのシミュレートであり、化粧等の加工はしていない。しなやかで流りゆう麗れいな肉体はまさに自然の造形美、流水のようである。

　エルマも白毛の珍めずらしいワウだが、金毛のアチャは更さらに希少種だ。

「フフッ」

　悪戯いたずら心を起こしたネージュは、アチャが持って来た巫女みこの正装データを二人の映像に着せた。それはなかなかに艶なまめかしい姿だ。衣い装しようの黒さが、ネージュの白い肌はだやアチャの金毛に映はえる。

（これで踊おどられたら、男性は堪たまらないわね）

　ネージュは巫女として、長く国政に関かかわって来た。ＶＩＰを歓かん待たいする催もよおしやパーティーにも出席する事は多い。トップクラスの美しさを持った踊り子が場を盛り上げるのも馴な染じみの光景だ。その経験からしても、二人の姿はなかなか拝めないレベルである。

（我ながら、ちょっと身み贔屓びいきが過ぎるかな？）

　だがネージュとて不ふ世せい出しゆつの巫女だ。それにアチャとの相乗効果も大きい。ここに霧恋達も並べば、さぞかし壮そう絶ぜつな光景となるだろう。

「ネージュお姉ちゃんも大きくなったら、西南様にお輿こし入いれされるのですね」

「えっ？　お輿入れ？」

「これは巫女が神像の勇者様に、お輿入れする時の衣装なんですよ」

「あら？　そうだったの…………クスッ！」

　アチャから出て来た結けつ婚こんという言葉に少し戸と惑まどい、それでもその未来を想像した。だがそれ以上に興味を惹ひかれたのは、霧恋達にもこの衣装を着せ、ズラッと並ばせた光景だ。そしてそれを見た西南の反応を想像すると笑いが込こみ上げて来る。

「クックック……さぞかし壮観でしょうねぇ。やってみたいなぁ」

　アチャが不思議そうに見つめているが、ネージュの笑いはなかなか止まらなかった。

　　　　×　×　×

　鷲羽、瀬せ戸と、アイリ、美守は久しぶりに雨音のペントハウス地下の秘密工こう房ぼうに集まっていた。薄うす暗ぐらい中で集まる姿は魔女の、いや、魔王の集会だ。

「まあ、そういう訳で、西南殿の確率の偏かたよりのベクトルを反転させている四人と、その根本原因が分かった訳だ」

「まさかＺＩＮＶジンブが関わっていたなんてねぇ……。しかも美希さん、キルシェさん、Ｄさんに、福ちゃんがオリジナルの四人とアストラル形状がほぼ同じだとは」

「根幹要因まで遡さかのぼれるなんて奇き跡せき的です。直すぐにでも情報開示が出来ないのが残念なくらいですよ。後で知ったらみんな怒おこるだろうなぁ……」

　哲てつ学がく士しには秘ひ匿とくしている技術情報が多いものだが、今回の事に関しては、その情報に関わる学部、研究者が多た岐きに渡わたり、下手をすればその情報が公開されない事が、その後の科学の発展を千年単位で遅おくらせた可能性もあるのだ。

「特にアイリ様はアカデミーの理事長ですからね。そんな立場の人が、アカデミー科学の発展を阻そ害がいするようなマネをするのですから、バッシングも凄いでしょうね、ホホホ」

「その前に理事長職なんか誰かに押っ付けて逃にげるわよ！　それにしても頭の痛い話ですよ。ＺＩＮＶに関しては、非公式に簾れん座ざから複数ルートで、情報の提示要求だの、中には引き渡し要求をして来ている所まであるんですよ。あれが個人の持ち物で、マスターが西南君だって知られたら……また面めん倒どうな事になりますよ」

「非公式な要求に関しては、何にも知らない連盟のお偉えらいさんに対応させればいいさ。問題は非合法な連中だよ」

　鷲羽はチラッと瀬戸を見た。

「とりあえずこちらからも人員を出す予定よ。軍も再編中とはいえ、いろいろと使える手て駒ごまが増えたのでしょう？」

　今度は瀬戸が美守を見る。

「吟鍛なきたの子飼いが、まるまる使えるようになったのが大きいですね。美兎跳の清せい掃そう部門と合わせれば……」

　美守はニンマリと笑った。それ程までにその組み合わせに自信があるのだ。何しろ美兎跳の清掃部門は『第二の情報部』とも呼ばれ、下手をすればその情報収集能力は本家を凌しのぐ。そして吟鍛の実働部隊はＧＰ軍最強という評判だ。雨音のペントハウスエントランスの秘密警護にスパイを送り込めるのだから、瀬戸のそれと匹ひつ敵てきする力を有しているのは間違いない。それを考えれば、美守の自信も当然だ。

「実働稼か働どうが出来るのはいつ頃ごろかしら？」

「フル活動が出来るのは来期早々でしょう」

「了りよう解かい。まあ西南殿どののカリキュラムは、もう最終段階。アカデミーから出るような研修旅行なんかは無いのだから、警護は現状維い持じでも十分だわね」

「あっ！　だとしたら、ちょっと余計な事を言っちゃったわ」

「余計な事？」

「あのですね……」

　アイリは霧恋達の私設事務所とか家の事、結婚の事など、将来についての話をした事を告げた。

「確かに住む場所が分散されるのも、面倒よねぇ……。何だかんだ言っても、この上に集まっててくれるのはありがたいわ」

「でしたらここのリゾートをまるまる使えばいいじゃありませんか。もともとここは鷲羽様の工房があった所ですし、今は私の企き業ぎようの持ち物です。住んでる人達も護衛やＧＰ関係者、あるいは協力企業の保養施し設せつ名目のダミーなんですから」

　海岸線から道路で繫つながった島の形状を考えれば、警備もし易い。小島といっても、周囲十キロ近くある規模を全すべて使うのであれば、施設としての広さは十分だ。

「鷲羽様の許可があれば私の方は……」

「いいんじゃないの？　私ゃ構わないよ。クックック。何だったら、要よう塞さいにでも造り変えるかい？」

　元鷲羽の工房である以上、既すでに地下部分はちょっとした要塞状態だ。あくまで鷲羽が言うのは、それを更に島全体に広げるという意味である。

「工房も設置しましょう。場合によってはＺＩＮＶや守蛇怪のメンテナンスも必要となるかもしれないしね。後はその後の状じよう況きよう次し第だいかしら……現段階でも樹雷皇族、バルタ王女、メルマス巫女、カウナック……本宅で使うにも十分な広さと、格を持った家ばかりだから、当面はこのままでも十分だわ」

「島全体を施設として直せば、大使館や迎げい賓ひん館かんとしても使えるようになりますよ。周囲の環かん境きようとしては申し分有りませんから、ホホホ」

「ほっほぉ……それは将来に向けての布石、かな？」

「あら、私も四人のチームに入れそうなのですか？」

　美守はニンマリと笑えみを浮うかべた。

「あのアチャって娘も条件次第、組み合わせ次第で行けそうだ。どちらにしろ霧恋殿達の一チームで済ますつもりは無いんだろ？」

「もちろんよ。それだけじゃ足りないもの。いろいろな状況を考えれば、最低でも三チームは欲ほしいわね。福ちゃんズの事を考えると四チームかな？」

「クックック。チームだ何だって聞くと、それが結婚とかの話とは違うみたいだねぇ」

「仕方ないわよ。西南殿はもう、そういう影えい響きよう力のある子なんですもの」

　もう西南のような立場になると、単純な好き嫌きらいでは将来の相手を選べないのだ。

「んでもって、クソババア予備軍に仕立てるってかい？　阿あ主ず沙さ殿がさぞかし嫌いやな顔をしそうだねぇ」

「その時は彼が傾けい向こうと対策をアドバイスすればいい話よ」

「クソババア被ひ害がい者しやの会、名めい誉よ会員ってとこだね」

「そちらはそちら。こちらはこちらで、あの娘こ達の意識調査はしなければならないわ。とりあえず、結果報告は早い内にお願いね」

「何だか私が悪役ばかりじゃありません？」

「適材適所よ。貴女あなたのちょっと緩ゆる[image: ～][image: ～][image: ～]い立場がいいのよ」

　瀬戸や鷲羽に言われるのでは、霧恋達にとって強制的な意味合いが強くなり過ぎる。美守もやはり同じだ。事実をありのままに伝えるのであれば、やはりアイリが適任だ。しかもさすがのアイリも、ここでのヒエラルキーは最低辺のパシリなのだ。

「それに霧恋ちゃん達も薄々は感じている事だから、いきなりの死し刑けい宣告にはならないから行ってらっしゃい」

「はいはい。分かりました」

　アイリは気の乗らないふうに立ち上がった。








４「将来の指針」









「私達四人の存在が、西せい南なちゃんの確率の偏りを変動させているのですか!?」

　理事長室に呼び出された霧きり恋こ達四人は、アイリから鷲羽わしゆうの報告を聞かされていた。

「もともとこれはエルマが仮定として報告した事だから、ある程度は分かっていたんじゃない？」

「それはそうですが……」

　普ふ通つうに聞けばオカルトの類たぐいだ。西南の確率の偏りという現象を間近で見て来ていなければ信じられないところだ。

「鷲羽様の出した結論よ。こちらでも確かく認にんしたので間ま違ちがいないわ」

「でも、私達四人が一緒だった時にも海かい賊ぞくに襲おそわれた事はありましたけど？」

「けど、昔みたいに西南君が怪け我がするという事は無くなったでしょう？」

　アイリが視線を送ったのは霧恋だ。何と言っても昔の西南を知る一番の経験者だ。

「私もそれは薄々と感じてはいましたが……」

「確率の偏りが無くなっている訳じゃないのよ。それに対する西南君が被こうむる被害。その確率が変動しているの。歪ゆがみはあるけれどそのベクトル方向が変わっているのね」

「四人、という事は、もしかして珀はく蓮れん達も……でしょうか？」

　霧恋は鷲羽が以前、珀蓮達のパーソナルも収集していた事を思い出した。

「そう確認されているわ。後は福ふくちゃんとクローン達もそうよ」

「やっぱり……」

「四人って、数字が何か関係あるんですか？」

「興味があるなら暇ひまな時にでも教えてあげるけど、今は、貴女達がそういう存在だという事だけ頭に入れておいてちょうだい」

「了解しました」

　霧恋達は話を締しめるように肯うなずいた。

「さて……それでこの事実を検討した結果、西南君がアカデミーを卒業した後も、実務研修の時の状態を維持継けい続ぞくして貰もらう事が正式に決定したわ。もちろんその事は樹じゆ雷らいもバルタも了承している事だから、それぞれの公務については、心配しなくてもいいわ。ただ珀蓮達は瀬せ戸と様の部下だから、正式派は遣けんの前に一度、原隊復帰をして貰う事になるわ。まあ西南君が卒業までは任務は無いから霧恋ちゃん達だけでも大だい丈じよう夫ぶでしょう。福ちゃん達のチームは、単独での任務参加はまだ無理だけれど、将来的には可能な方向へ持って行きたいわね」

「しかし福ちゃんは守かみ蛇だ怪けのコントロールがありますが？」

「だからチームとしては霧恋ちゃん達とは違う形となるわね。美み希きさん達は福ちゃんのバックアップ要員として考えれば、交代要員の厚みになるわね」

「そうなると、私達がメインのクルーという事ですね」

「ええ、期待しているわよ。まあ守蛇怪に関しては継続だからいいのだけれど……」

　アイリは少し言葉を濁にごしている。霧恋達は訝いぶかしげな表情ではあったが、アイリの言葉を待った。

「……それから次の報告事じ項こうだけれど、ＺＩＮＶジンブは調査の結果、第一世代の皇おう家けの樹きと判明。樹雷もほぼ間違いはないだろうという結論よ」

「なっ!?」

　全員が引き攣つったような表情となった。アイリが言葉を濁したのも当然だ。

「予想はしていたが……まさか第一世代？　間違いではないのですか？」

　霧恋は縋すがるような目でアイリに尋たずねた。

「間違いないわ」

「じゃあ、西南は樹雷皇族になるんッスか？　まあもともとが遠い親しん戚せきみたいな感じだけれど……」

「ＺＩＮＶの件に関しては、現段階では非公開になるから、皇族に関しても保留よ。西南君がそれこそ、ＧＰを辞やめて皇族になる決断でもすれば状況は変わるでしょうけどね」

「西南ちゃんがＧＰを辞めるなんて事……ある訳無いわ」

「まあ、ＧＰとしてはそうなる事を願っているわ。ＺＩＮＶに関してはシークレットブロックがかかるから承知しておいてちょうだい。以上、何か質問は？」

「…………」

　全員無言で応こたえる。

「よろしい。では退室」




「西南君、こっちよ」

　霧恋達と入れ替かわりに呼び出された西南は、アイリに先導され、理事長室の奥にある階段から下層へ降りて行った。ちょっとしたエントランスがあり、小さなベンチに観葉植物、そこはまるで玄げん関かんだ。ドアが開くとエレベーターとなり、さらに下に向かっている。エレベーターの外がい壁へきは斜ななめ格こう子し状の樹雷風の装そう飾しよくで、下に着くと今度は入って来たのとは逆方向のドアが開き、そこは二つの棟むねを繫つなぐ廊ろう下かだ。その先には庭園と門、奥に続く小道が見え、さらに奥には理事長室からも見える職員のマンションが見えていた。

「あの……ここは？」

　上を見ると数本の柱で支えられた理事長室の床ゆかになっている巨きよ大だいな黒曜石がうっすらと光を透とう過かして茶色がかった緑色に見えている。

「私の家よ。昔は遥よう照しよう君と水みな穂ほ、清きよ音ねと一いつ緒しよに住んでいた事もあるの」

「ここでですか？」

「家族四人なら十分よ。ここからだとよく見えないけれど、その生け垣がきの外は池になっていてね、向こうの柱には飛び込み台を造って、清音が良く遊んでいたわ」

　確かに職員マンションからこちらが住居であるのなら、ちょっとした大きな邸てい宅たくだ。現在の西南の実家よりも広い。

　アイリが向かったのは左の棟だ。そこは広いリビングになっている。

「適当に座っていて。今、お茶淹いれて来るから」

「いえ、お構いなく……」

　西南の言葉を背にアイリは奥にある台所へ入って行った。そしてほんの数分も経たたない内に大きな湯飲みと小さなポットを持って戻もどって来た。

「どうぞ」

「あ、ありがとうございます」

「そう警けい戒かいしないで。襲おそったりしないから」

「……いや、別に……そんな心配はしていません」

「何だったら襲ってもいいのよ。ここに男の人を入れるのは百五十年ぶり位だしぃ」

　こういうボケを言わずにはいられないのがアイリだ。それが無ければ、才さい色しよく兼けん備びの麗れい人じんと言ってもいい女性なのだが……。

「帰っていいですか？」

「西南君にその気が無ければ無理にとは言わないわよぉ。ここに来てもらったのは、西南君の今後の重要な話をしたかったからなの」

　なら余計なボケをしなければいいのに、と思いつつ、

「……分かりました」

　帰ろうと立ち上がった西南は、再びソファーに腰こしを下ろした。

「西南君も後数ヶ月で卒業でしょう？　だから今一度、今後の君の意向を確かめておきたいの。それ次し第だいで本当にＧＰとアカデミーの動向が違って来るから、よく考えて答えてちょうだいね」

「はい。分かりました」

「簾れん座ざ連盟にＺＩＮＶによく似た人型兵器がある事は聞いているわよね？」

「ＺＩＮＶがもしかしたら、その始祖であるかもしれないとも聞きました」

「ええ、それで非公式に簾座から何件か、ＺＩＮＶの調査やこちらのデータ開示、中にはＺＩＮＶそのものを引き渡わたすよう要求して来た件もあったの」

「引き渡し？　まさか!?」

　西南の表情が険しくなり、アイリはサッと手を上げてそれを制した。

「もちろん拒きよ否ひよ。あれの第一発見者は君だし、そのマスターも君。ましてやＺＩＮＶには意志もある。勝手な言い草に応じる必要は無いし、そのつもりも無いわ」

「そうですか、よかった」

「それに現段階ではＺＩＮＶが皇家の樹である事も、簾座の人型の始祖である事も公表はされていないわ。つまり、そんな事実は無い事になっているの。表向きは樹雷の実験兵器よ。でも真実を知ろうとする強きよう硬こうな連中は、非合法な形でＺＩＮＶの秘密や、ＺＩＮＶそのものを奪うばいに来る可能性はあるわ。当然、関係者が狙ねらわれる可能性もね。まあ普通に考えれば、第一世代の樹に守蛇怪……これを害する事が出来る者が居るとは思えないけど、西南君は違うわ。いつもＺＩＮＶなり守蛇怪に籠こもっている訳にも行かないでしょう？」

「……そうですね。守蛇怪も福も一度は奪われましたから」

「君が世界と接する限り、個人で守れるモノには限界がある。普通の人だったら、そこまで心配する事なんか無いのだけれど、君の場合は敵が国家単位のレベルで、しかも確率の偏かたよりもあるでしょう？　結局、君の意向を聞くとか言ったけれど、私が……いえ、銀河連盟が君に提示出来る選せん択たく肢しは多くはないわ」

　アイリは大きく深呼吸をし、心を落ち着け、お茶を飲んで渇かわいた喉のどを潤うるおした。

「西南君。ＧＰでなら君を守れるしバックアップも出来る。そして樹雷でも同じ。戦力的に言えば、地球でも可能だけれど、あくまで地球から出ない事が条件ね。どの組織にも誰だれにも束そく縛ばくされたくないのであれば、それはそれで君の選択を尊重はするけれど、我々としては承しよう諾だくは出来ないわね」

　今度こそ守蛇怪とＺＩＮＶは取り上げられ、それに抵てい抗こうするのなら銀河連盟を敵に回す事となる。

「フフッ。いろいろと脅おどすような言い方だけれど、かなり極論だから。実際、君が拒否すれば、こちらが力で君に言う事を聞かせられる訳も無し。連盟を巻き込んだ殲せん滅めつ戦なんてやりたくないもの」

「さすがにそれは……」

「君はＶＩＰとして扱あつかわれるから、いろいろと不満があるのなら、条件面ではかなり優ゆう遇ぐうしてくれるわよ」

「今のところ不満とかは、別にありませんけど……」

「気に入った娘こがいたら、いくらでも斡あつ旋せんを……」

「必要有りません！」

「まっ、年毎ごとの条件更こう新しんにでもすれば、今は思い付かなくてもその時に相談が出来るわ。霧恋ちゃんや林りん檎ごちゃん辺りに代理人になって貰えば、かなり搾しぼり取れるわよぉ、クックック」

「…………」

　ちょっと恐こわ過すぎる提案だ。

　極論、守蛇怪に籠もれば衣食住は満たされる。守蛇怪を使って商売をすれば経済的には問題は無い。だいたいそれ以前に西南には林檎とハイエナ部隊が搾り取って来た凄すさまじい資産がある。これ以上、資産が増えても西南には使いようが無い。余よ剰じようでしかも莫ばく大だいなお金を貯ため込んだまま死蔵させるのは、それこそ無む駄だ以外の何ものでもない。

「それと今回あえて君の意志を再確認するのは、今後、君に依い頼らいされるであろう任務の危険度と、それにも拘かかわらず君がまだ未成年で、ＧＰアカデミー卒業予定者というアンバランスさが原因なの。さすがに労働基準法やら未成年の保護法とか無視しまくりだから、ＧＰと銀河連盟としては、ちゃんとした本人と保護者、つまりこの場合は私だけれど、その誓せい約やく書が欲ほしいのよ」

「ああ、なるほど。確かにそうですね。何かいろいろ有り過ぎて麻ま痺ひしてました」

「そうなのよぉ……私を含ふくめて関係者一同、すっかり麻痺してて、アチャの事をお願いしに行った、児童福ふく祉し課の人に『お宅の西南君、任務内容が少々、異常ではありません？』って言われて『……あっ』って……」

　そう指し摘てきされて、ようやく西南の立場の異常性に気付いた次第だ。ちなみに他ほかにも経理やら税務庁の方から、年ねん齢れいや学生の割に収入が異常に多過ぎるとか、守蛇怪の個人所有の問題とかで、いろいろと同時に多方面から問い合わせを受けたのも理由だ。

「それでその担当の人に思いっ切り叱しかられちゃってね。とにかくそういう訳だから、一度ちゃんと考えておいてちょうだい」

「分かりました」







「おう、西南。理事長の話って何だったんだ？」

「前の時も何も話してくれませんでしたが、もしかして今回もトップシークレットなんですか？」

　寮りようの自室に戻った西南に、ケネスとラジャウが近付いて来た。

「いや、そういう訳じゃないけど……」

　西南は少し言い淀よどんだ。それ程ほど深刻な悩なやみではないが、確かに一度整理すべき事こと柄がらだとも思うのだ。

「西南悩みが有るのなら相談に乗るぜ」

「そうですよ。僕達はチームメイトじゃありませんか」

「ケネス、ラジャウ……ありがとう」

「よし！　こういう時は酒と女だ」

「しかし残念ながらここにはそんな物もありませんし、僕達は未成年です」

「では旨うまい料理とジュース！　今夜はパーッと行こうぜ！」

「もちろん西南君のおごりで」

「感動が台無しだ……。でももう金欠なの？　給料出てまだ一週間だよ」

　西南達上級生は実務研修が終われば、食事は自由に外からデリバリーが可能だ。もちろん違い法ほう性のある物は論外だが、許される嗜し好こう品も増える。給きゆう与よも実務研修の賞与が加わるので、中には結構、高給となる者も居る。ケネス達は辺境の派出所勤務という、人気の低い業務を行ったポイントが結構高く、かなり給与が上がった方だが、いかんせんそれ以上に出て行く分が多い。

「あああああああ！　あの女がっ！　あの女が俺に向かってニッコリと微笑ほほえんだんだ。だから俺はっ！」

　ケネスは相変わらずエロ系グッズをラジャウ経由で購こう入にゆうしている。休日にはちょっとした悪所通いだ。表向きは、アカデミーの学生がテストデータの収集の為ためと称しようして行っている実験の被ひ験けん者しやだが、本当の目的は研究資金集めだ。商品は、新素材、新機能、新型ＡＩ等を搭とう載さいした実験用アンドロイド（一部生体培ばい養よう部品）娼しよう婦ふとか、パーソナルによるヴァーチャルセックスの類たぐいだ。

　もちろん学生の造る物なので、その性能はピンキリだ。大半が普ふ通つうの民間経営の合法慰い安あん所じよの方が遥はるかにレベルが上だが、稀まれに、後に哲てつ学がく士しになるような逸いつ材ざいの作も有る。逆に学生の造る未熟さが良い、という者達も居るし、ありとあらゆるマイナーな趣しゆ味みの巣そう窟くつとなっていて、そこにしかない不思議な魅み力りよくがたまらない、というファンもかなりの数が居るのである。しかも大量生産品では無い、プロトタイプなので単価も高く、そんな所にはまれば金などあっと言う間だ。

　ラジャウの方は多趣味なので、気が付いたらお金が足りないというパターンだ。とにかくエロ系はケネス、それ以外の同じ趣味部分をラジャウが受け持つ感じだ。だから西南の持つ潤じゆん沢たくな懐ふところを狙うのだが、そこは霧恋が許さない。有能な番犬が居る西南の財さい布ふは鉄てつ壁ぺきのガードで守られている。

　ただ西南にはそれとは別の財布がある。結構な額の小こ遣づかいは、西南の自由に出来るお金として月々渡される。数少ない趣味を満足させ、チームメイトにたまの食事をおごる位なら何でもない額だ。もっとも西南の場合、その中からでも貯ちよ蓄ちくをしているので、それだけでもそこそこの貯金がある。しかも入学当時に得た、珍めずらしい鳥の食肉売ばい却きやく金きんは全くの手付かずだ。そういう意味では霧恋程ではないにしろ、西南のガードも結構高いのだ。

「じゃあ、今日の予算はこれくらいで」

　西南は支し払はらい用簡易口座に予算分を移動させた。こうしておけば必要以上のお金を使う事はない。

「ありがとう友よ！」

　ケネスとラジャウは早さつ速そく、その予算内で最大限、楽しもうとデリバリーメニューとにらめっこを始めた。

　　　　×　×　×
















「ねえ、ケネスとラジャウは卒業したらどうするの？」

　西南はたらふく食事を楽しみ、満腹の身体からだを横たえて食後の満足感を楽しんでいたケネス達に尋たずねた。元々は西南のお悩みを聞く為の食事会だった筈はずだが、すっかり忘れられているようだ。

「卒業したら？　もちろん俺は一級刑けい事じさ。悪を退治し、宇宙の平和を守るのさ、ハッハァ[image: ～][image: ～]ッ！　そしていつかは特級特務刑事になってぇ……ククククッ！」

　特級刑事は刑事の哲学士とも呼ばれている。どの事件の捜そう査さ情報も全すべて閲えつ覧らん出来、大規模範はん囲いでの事件を調査するのだ。事件が広範囲で繫つながっているのはよくある事だが、それぞれの所管という弊へい害がいで事件を見み逃のがしたり、解決を長期化して被害者を増やしてしまう事も多い。広範囲での視点が有ればこそ見えてくる犯罪もある。だから特級刑事は所管の縛しばりは無く、何処どこであろうと、どの国であろうと立ち入り捜査をする事が可能だ。当然、家宅捜査権も持ち、大使館であろうと例外では無い。権限は中央の総そう監かんに次ぐ位を持つので何処の管かん轄かつ組織であろうと捜査協力を求める事が可能だ。もちろん女にはモテモテだし、行く先々でラブロマンスが起こる、という内容の創作物は多い。ケネスの場合は当然、そのモテモテ部分を期待しての事だ。

「僕は特配ですかねぇ……あちこちの星々を巡めぐって荷物を届ける。ロマンです」

　特配、特別地域配達業務はその名の通り、定期便や配送支店の無い地域に物を運ぶ業務だ。銀河連盟宙域内ならば、どんな辺境であろうとたとえそれが戦場であろうとも、超ちよう高性能の小型艦かんでたった一人、迅じん速そくかつ確実に荷物を送り届ける、まさにスピードスターなのである。ちなみにこの業種も女にモテモテ以下同文、である。

「もっとも最終目標は、長距きよ離り輸送の大船団を率いる艦長ですね」

「おいおいラジャウ。どうせなら艦隊司令官とか言ったらどうだ？」

「僕には軍は性しように合いません。それに軍はもう完全にＧＰに吸収され、指揮系統が統一されるという話ですしね」

「ああ、美み守かみ校長が臨時の軍総司令をやってるもんなぁ。マジビックリだぜ」

「何だかんだ言っても、九く羅ら密みつ本家の人ですからね」

「そうか……二人共、将来の目標もちゃんとあるんだ」

「西南の場合は、もう現実になってるじゃないか？　何を今いま更さら」

「もしかして西南君。ＧＰに残ろうかどうかで迷っているんですか？」

　さすがラジャウは西南の表情を見て察したようだ。

「えっ！　マジ？」

「まあ実務研修が終わった段階が、一つの区切りになりますからね。卒業したら資格だけ持って他の道に進もうかという生徒は多いですよ」

　ＧＰアカデミーで取得できる資格は通常から特とく殊しゆ車両、大型宇宙船まで多た岐きにわたり、ＧＰで使用している物であれば免許資格受験を無料で受けられる。もちろんその為の訓練講習も無料だ。

「特に僕達の期は、例の事件がありましたからね」

「ああ、確かにきつかったな……カリーチ先せん輩ぱい達も、美希さんが亡なくなって、かなり悩んだって言ってたもんなぁ」

「ましてや西南君は自分が死ぬような目に遭あってますからねぇ」

「やっぱり、怖こわくなったのか？　それとも別の理由なのか？」

　ケネスは上半身を起こして西南を見た。

「怖いかどうかと言えば怖いよ。他の人を巻き込む事もね。ただ自分の気持ちを一度整理しようかと思ったんだ」

「そうですか……では簡単な質問をしますね。ちょっとしたカウンセリングです」

「うん。分かった」

「では……。まず確率の偏かたよりという、初期文明人からすればオカルトのようなものを抱かかえて、いろいろと大変な目に遭って来ましたよね？　ではその時の西南君は自分の置かれた環かん境きようと、将来について、それを客観的に表現すると、どんな感じだったんですか？」

　先まずは原点に返ろうという訳だ。

「そうだな……今考えれば、牢ろう獄ごく、だったんだと思う。その中でそれなりの楽しみもあったし、俺にとって大事なものもいっぱいあったけれど……小さな箱庭に閉じ込められたって感じだな。今になって分かるけれど、驚おどろく程ほど、狭せまい世界だったんだと思うよ」

　西南はその時の事を思い出し、そのあまりにも狭い世界に身み震ぶるいをした。そしてそれが恐おそろしく遠い過去の事のようにも思えた。

「パンフレットを見て、ＧＰに入ろうと思った訳は？」

「母親に無理矢理って部分が大きかったけど、中学を卒業すれば、まあ進学か就職か、だったからだね。あまり深い意味は無いよ。それが当たり前だし、何処を通ろうと、最終的に向かう先は決まっていたようなものだからね」

「宇宙に上がり、ＧＰに入った感想は？」

「驚いた。急に世界がいっぺんに広がった感じだったよ。ケネス達に確率の偏りの事を初めて聞いて、それが訳の分からない何かじゃなくて、明確にイメージ出来るようになったよ。もちろん厄やつ介かいなものには変わりはないけれど、それを必要とする人も居る事を知って……」

　その時、西南は一番大事な事を思い出した。

「どうしました？」

「……確率の偏りが俺の武器になったんだ。自分を傷付けて、人を傷付けて……でもこの武器で、大おお袈げ裟さに言えば俺の世界が変わったんだ」

「銀河連盟全体の運命はもっと大きく変わったけどな」

「今は無くてはならないものですよね」

「!!……ああ、そうだ。そうだった。これを最初に、才能だって、必要だって言ってくれた人が居たんだ」

　瀬戸の顔が浮うかんだ。彼女はその後会う、多くの個性的な人達の中でも異い彩さいを放っている。つい先日も世界の深しん淵えんとも言える秘密を知ったばかりだ。




　──私に名前を付けて欲しい。




　ゾクッと背筋に恐ろしい程のプレッシャーと恐きよう怖ふ、そしてそれを凌りよう駕がする快感。それは巨きよ大だいなムカデが背中を這はいずるような感覚だ。

　名を付ける事はその個を確立させる事だ。それが神か悪あく魔まなのかは分からないが、世界にとって、それに匹ひつ敵てきしそうな個を誕生させる事なのだ。だがその人は自分にとっての第二の母とも呼べる存在だ。山やま田だ西南という個を、自我を確立させてくれた人なのだ。

　その彼女の手を取り、個を確立させる事は、それこそ自身の対ついを誕生させる──

（やばいやばい！）

　その先を考えるのは危険だ。まだ自分がそれに相対する程、精神も肉体も強くはないのだと直感で分かる。それこそ確率の偏りで磨みがかれた、危険に対する本能がビンビンに反応している。

「西南君、どうしました？」

「えっ!?　ああ……ちょっと、考え込んじゃった」

「最初に君の確率の偏りを必要だと言ってくれた人というのが、大きなターニングポイントだったようですね」

「そう……だね」

　初めて霧恋に逆らい『ここに居たい』と我わが儘ままを言ったのもそれがあったからだ。

「確率の偏りは西南君にとって、自分を縛る牢獄でもあり、武器でもある……という事ですが、その事をどう思っているのです？」

「難しい質問だな……」

「そうですね……例えば、確率の偏り自体は君の個性であり、切り離はなす事は出来ませんよね？　でもそれを利用する気があるのか無いのか？　それだけでも、西南君の人生は大きく変わりますよ」

「そうだね。確かにそうだ」

　確率の偏りは西南から多くのものを奪うばって来た。と、同時に多くの『真実』をも手に入れるきっかけとなったのだ。霧恋達を始めとする正まさ木きの村の人達。瀬戸や樹雷の人達。今目の前に居るケネスとラジャウ、アイリ達、アカデミーの人達。敵である海かい賊ぞくにだってそんな人達は居る。昔であれば信じられない事だが、福やアチャのように西南が守るべき者達だって居る。

（そんな人達の居る世界を守る）

　もちろん一人で出来るなどと自うぬ惚ぼれてはいないし、悲しいかな迷めい惑わくをかける事の方が圧あつ倒とう的に多い。だが少ないながらも、その為ために手を貸してくれる人も居る。そしてこれは自惚れではなく、自分がその助けになる力も得た。守蛇怪、ＺＩＮＶ、そして……。

「やはり俺はこれを武器にして生きて行きたい。誰かを巻き込んじゃうのなら、それ以上に、これで誰かを助ける武器にするんだ」

　そう自覚すると、ＧＰやアカデミーという場所は、実に都合のいい所だという事に気付いた。

「ラジャウ……ここって俺の確率の偏りを、武器に使うにはいい所だよね」

「そうですね。君の力は結果的には天災レベルですから、影えい響きよう力りよくも大規模です。どこかの国が、とかいった狭い枠わく組ぐみよりは、もっと融ゆう通ずうの利きくアカデミーという場は絶好のフィールドです。最さい先せん端たんの科学は西南君をフォロー出来ますし、銀河連盟という大きな枠組みはその力を受け入れるリベラルさがあります。そしてＧＰは西南君の力を一番、効率的に解放出来る場所でしょうね」

　しかも西南から採取出来る各種の貴重なデータ類。それを最大限にフィードバック出来るのもＧＰとアカデミーだ。

「そうだな。確かにここは理想の場所だよな。西南にだって負けないような、変な連中も大勢集まって来るしな」

「ゴミを捨てるには宇宙、と言いますからね」

「……何、それ？」

「人類が知りうる、最大の空間が宇宙ですからね。そこに少々、ゴミを捨てても目立たないって事です」

「そ、そう……」

　結構いい話が台無しだ。もっともどんな事も深刻に受け止めない、それがここの良い所でもある。ちょっと怪け我がをしたら、全身改造して治してしまう、そんな無茶な強ごう引いんさと大おお雑ざつ把ぱさといい加減な繊せん細さいさがここの売りだ。あの実験暴走で出来たでかいクレーターを毛穴と呼ぶような場所なのだ。

「ありがとう、ケネス、ラジャウ」

　そしてどんな事でも大真ま面じ目めに楽しむのが、ここなのだ。西南は今、改めてＧＰで生きる決心を固めたのだ。

（でも……鏡かがみさんの所に行くのは、ずっと先だなぁ）

　さすがにそこまでの自信はすぐに持てそうには無かった。

（うん。無理無理）








５「新住居内覧と意識調査」









　雨あま音ねのペントハウスのある島には、大小合わせて百五十棟とうの家とそれらを維い持じ管理する為の施し設せつが点在している。家は日当たりや向きによりグレードは様々で、雨音のペントハウスはトップグレードの一つだ。

「へえ……なかなか良いわね」

　ネージュは広い寝しん室しつの窓から美しい海を見つめながら言った。内装は雨音の所とは一転して、古いエスニック風だ。ここもトップグレードの家の一つだ。

「一流のコーディネーターが、守かみ蛇だ怪けの在庫から選びに選んだ家具類です。もちろんこれは見本ですから、ネージュ様のお好みでいくらでも変へん更こうは出来ますよ。何しろ守蛇怪には在庫が腐くさる程ありますし、私の所にも、鷲羽わしゆう様の所にもまだまだ在庫が有り余ってます。ご不満が無ければ、日用品を補ほ充じゆうして、今日からでも住む事は可能です」

　内覧説明と案内はアイリだ。ちなみに二人っきりなので敬語となっている。

「これで十分よ。細かい所は実際に、住んでみてじゃないと……」

　ネージュはそう言いながら周りを見み渡わたした。

「……西せい南なさんに危険が無いかどうかは……分からないものね」

「西南さん、ですか？」

「からかう相手も居ないし、本当にお兄ちゃんって呼ぶべき娘こも居るもの。それに……卒業すればＧＰのエース艦かん、守蛇怪の艦長殿どのですからね」

「西南君はＧＰを辞やめないとお考えで？」

「当然でしょう。考えるまでもない事だわ」

　フッと微笑ほほえむと急に無表情となった。

「それにしても……独りで住むには、ここは広過ぎるかな？」

「西南君と、とは考えないので？」

「私は他の娘達程には、西南さんを想おもっている訳では無いし……ね」

　そう微笑む姿はどこか寂さびしげだ。

「…………」

　アイリもそれ以上何も言えないままネージュを見つめていた。







　リョーコが内覧しているのは雨音の所より広い、英国風の洋館だ。これもまた見事なクラシックな家具や調度類が並んでいる。外の南国風景とのマッチングに、ちょっと違い和わ感はあるものの、南国の英国領事館か、古い帆はん船せんの艦長室から見た景色と考えれば、それも有りだろう。

「守蛇怪の在庫って、何でも有り、ですね。でもちょっと一人では広いかな？」

　リョーコは辺りを見回してちょっと呆あきれたように溜ため息いきを吐ついた。

「バルタのお姫ひめ様になると考えれば、別にこれ位は普ふ通つうよ。それに自分の船を持ってた一国一城の主あるじ殿だったんだから、それ程驚おどろくものでも無いでしょう？」

「フフッ、そういう事もありましたね。たった一年程前なのに……まるで遠い過去の話のようです。それにしても人の出会いって不思議なものですね。最初は敵対する海賊で……西南様に助けられて……そうしたら、次はお姫様ですもの」

「フフ、私にも覚えがあるわ」

「でも……」

　リョーコはスッとエルマの姿に変わった。

「やはり守蛇怪のクルーである事が、一番しっくり来ます」

「西南君はＧＰを辞めないと？」

「それ以外の未来が予測出来ませんもの」

「貴女あなたの未来は？」

「それはやはり守蛇怪のクルーとして……」

「四人の縛しばりに囚とらわれる必要は無いのよ。特に貴女はバルタ国王の孫まご娘むすめだし、西南君にはいつか樹じゆ雷らい皇おう族ぞくという肩かた書がきも付くでしょう。ならば両国の関係を強めるために、という事もあるわよ」

「意地悪な言い方ですね。今の私はエルマですよ、アイリ様。それに私はお祖父じい様には跡あとは継つがないとハッキリ申し上げましたし、西南さんを……一クルーで構わないんです。支えてあげたいんです」

　エルマの表情はどこか晴れ晴れとしたものだった。

「それが、私の今の生き甲が斐いかな？　ってね」

「……そう」

「ああそれから、すっかりお忘れのようですが、私、エルマはアイリ様の秘書でもありますから、いろいろと振ふり回していただいたお礼に、これからも先せん輩ぱい諸しよ氏しと一いつ緒しよにアイリ様を全力でお支えいたしますわ」

「……あっ！」

　一度任命したアイリの秘書は、私設秘書であろうとアイリの都合で辞めさせる事は出来ない。だから現在でもエルマはアイリの秘書でもあるのだ。そして彼女達はアカデミーや銀河連盟がアイリに付けた『猫ねこの首輪』でもある。バルタの姫となり、西南のクルーとなったエルマは、大きな後ろ盾だてを持った事になる。つまりアイリの秘書としての任務を遂すい行こうする時に、その権力を使い、今まではアイリに遠えん慮りよして力を貸さなかった者達の協力を得る事が出来るようになったのだ。それはアイリの首輪が更さらに強力になった事を意味するのである。

「あ……あの、お手て柔やわらかに、ね？」







「ああ、アイリ様……どうしたんです、もう内覧は終わりッスか？」

　ペントハウスの玄げん関かんで、雨音は何やら少し気け怠だるそうにアイリを出で迎むかえた。

「元気ないわね。いつもは無む駄だに元気な貴女らしくもない」

「それじゃただの馬ば鹿かじゃないッスか……って、何かあったんですか？」

　雨音は少し不ふ機き嫌げんそうにしているアイリに気付いた。

「飼い犬がお尻しりに嚙かみついたの。昔は可愛かわいい子犬ちゃんだったのに……」

「はあ？……んまあ、立ち話も何ですから、どうぞ」

　　　　×　×　×

「ア・ハ・ハ・ハ・ハ。大笑い。そりゃ自じ業ごう自じ得とくッスね」

　エルマの反抗を聞いた雨音は抑よく揚ようの無い、乾かわいた笑いで答えた。

「フンッだっ！……それにしても、ここ、誰だれも居ないと本当に静かね」

　居間のソファーでアイリは辺りを見回す。静かで落ち着いた超ちよう高級住宅。ある意味これがこの家の本来のあるべき姿なのだ。もっとも今まで内覧した他の家も同じだ。

「一人で住むには広過ぎですよね。私もどこかもっと小さい所に移るかな？」

「貴女、元トップモデルのカウナックのお嬢じよう様さまでしょう？　シャキッとしなさいよ」

「こんな感じですか？」

　雨音の表情はキリッとして背筋も伸のび、一気に居間の広さを感じさせない位のオーラを発したのだ。それだけで一枚の画えになる姿だ。

「うわ、凄すんげっ！　それよそれっ！……って、どしたのよ、おい！」

　アイリはその美の威い光こうに圧されて仰のけ反ぞったが、雨音は直すぐに風船が萎しぼむように背中を丸めて肘ひじをついた。

「イクの早いわよ！　もっと頑がん張ばりなさいよ」

「アイリ様相手じゃ勃たちません」

　何だかんだ言いつつ、こういうオヤジギャグに反応するのが非常に残念なところだ。

「今の雨音ちゃんだって同じよ」

「別に良いんですよ。そんな相手も居ないんだし。それより守蛇怪の改修はまだ終わらないんッスか？」

「福ふくちゃんや美み希きさん達の調整もあるから、後二～三日かしら？」

「こっちもサブの調整やら、霧きり恋こ達や美希さん達との連れん携けいも試ためしたいんですけど？」

「西南君がＧＰに残る前提ね」

「それ以外の選せん択たく肢しなんか、無いっしょ？」

「……そういえば、西南君がＧＰアカデミーに入るきっかけを作ったのは雨音さんだったわね」

「アイリ様に叱しかられて一級刑けい事じになり損そこねましたけど」

　プクッと頰ほおを膨ふくらませ、恨うらめしそうな目でアイリを睨にらむ。

「なりたいなら推すい薦せん状出してあげるわよ。それだけの実績もあったし」

「別に、今更……。私は守蛇怪のクルーですよ。こちらの方が一級刑事よりやり甲斐がずっとありますしね。結果的には特級特務刑事のような事もしてますし」

「まあ、それもそうだわ」

　アイリはつまらなそうに肩を竦すくめた。

「……お腹なか空すいた。何か作って！」

「いきなりッスね？　まあ、ちょっと早いけれど、そろそろお夕飯だし……」

　雨音は面めん倒どう臭くさそうに身体からだを起こしてモニターを起動した。

「こらこら！　ナーシス店長の私にデリバリー物喰くわそうとは良い度胸ね。貴女が作りなさいよ！」

「逆じゃないですか？　デリバリーが嫌いやなら、出張シェフでも頼たのみます？」

「手料理位、出来なきゃ男に逃にげられるぞ！」

「……当分。……いや、一生その心配は要いらないかもしれませんけどね。まあ仕事に生きる人生も悪くはないですよ」

　雨音はキリッとポーズを取った。それはＧＰ隊員募ぼ集しゆうのポスターの定番ポーズだ。

「来年は私がやるってのはどうです？」

「考えておくわ。それよりお腹が空いたわ。教えて上げるから、一緒に作るわよ！」

「ええっ!?　ちょっと待って下さいぃ」

　アイリは一気に元気になると、雨音の腕うでを取り台所へ引き摺ずって行った。







「ケプッ」

　アイリはゲップが出そうになるのを慌あわてて堪こらえた。原因は雨音の所で失敗料理を大量にお腹の中へ処理する羽目になったからである。アイリが監かん督とくしていたので、極きよく端たんに酷ひどい物は無かったものの、高価な材料がダメになってゆく様を見るのは辛つらい。大量に出た失敗作を処理するのはもちろんだが、どちらかと言えば精神的ダメージの方が大きい。

「どうぞ」

　霧恋は見事な所作でアイリの前に緑茶と和わ菓が子しを置いた。

「ありがとう」

　もう食べ物を見るのも嫌だが、お茶と甘い物は別腹だ。アイリは和菓子を一つ摘つまむと無造作に口に放ほうり込んだ。

「雨音に料理をですか……それでどうなんです？　腕前の方は」

「細かい事は向いていない！　豪ごう快かい系の男の料理ね。勘かん所どころは良いから、焼き加減煮に加減とかは一度教えると絶対、失敗が無いけれど、高価な素材を無造作に適当に使うから、こっちの神経が参っちゃうわ」

「そういうところは雨音らしいですね」

「塩して焼く料理なら絶品よ」

「外でバーベキューをする時には任せます」

「それがいいわ……。ところで、この家の感想は？」

　アイリと霧恋が居るのは、この島でも一番大きいペントハウスだ。内装は和風モダン風に仕上げられ、調度品も華か美びでは無いシックで重厚感のある物ばかりで設しつらえてある。霧恋の服装もそれに合わせて樹雷風の和服だ。

「ええ。ここなら大たい抵ていのお客様をお呼びしても問題は無いと思います。人数が多ければ瑞みず輝きも使えますし、現段階であれば十分かと」

「そうじゃなくて、西南君と住むにはどう？　って聞いてるのよっ」

　アイリはニヤニヤと笑えみを浮うかべる。

「西南ちゃんにこの家は相応ふさわしくありません。柾まさ木き家末席の皇族と、樹雷皇位継けい承しよう権けん第三位では桁けた違ちがいですからね。それに守蛇怪の艦長として正式に活動を始めれば、艦隊司令官クラスの扱あつかいを受けますから、守蛇怪の居住区をちゃんと整備しなきゃなりません」

「それだけ？」

「そうそう！　西南ちゃんは……樹雷皇様並みの危険に晒さらされるのですから、護衛の方は特に人選をお願いしますね」

「今までの編成に、吟鍛なきた殿の部隊を配備しているわ。瀬せ戸と様の所からも人員が来る予定になっているから、今、再編中よ」

「吟鍛様の……なら安心です」

「貴女も西南君、ＧＰ残留説組か……」

「あの子が途と中ちゆうで何かを投げ出したところなんか見た事はありません。相手から断られる事はありますが……ですから当然、私も守蛇怪のクルーとして全力で西南ちゃんのサポートをします」

　霧恋は表情を変えず、あくまで樹雷皇族としての立場を崩くずさない。

「そういえば、最初は貴女が一番反対していたわよね。地球に帰るようにって」

「……そうでしたね。あの頃ころは本気でその方が良いと信じてましたから。でもそれが必ずしも間ま違ちがいだったとも言えないんですよね……」

　霧恋は大きく長い溜ため息いきを吐つき、昔話を始めた。

「西南ちゃんと弟の海かいが初めて会ったのは幼よう稚ち園えんの時で……西南ちゃん、小さな頃から運が悪くて、それが人を巻き込むからって他の子のお母さん方に敬遠されてて……。それで、いつも一人ぼっちで……」

「まあ、あの悪運はちっちゃい子には危険でしょうからね」

「うちは柾木一族だったので、そういう事には免めん疫えきがあったし、海も気楽な性格で……それに西南ちゃんと気が合ったんでしょうね。すぐに西南ちゃんを家に連れて来るようになって……」

「んで、弟さん同様に面倒をみるようになったと」

「ええ……西南ちゃんのお母様は、慣れもあったでしょうけど元気な方で、西南ちゃんがどんなに怪け我がをしても、仕方ないなって感じで、笑ってらして……でも一度だけ……最初にうちの両親にご挨あい拶さつに見えられたとき、西南ちゃんに初めて友達が出来た事を喜んで………泣いてらしたんです。私それを隣となりの部屋で聞いてて……」

「…………」

「宇宙に出て、もう地球に戻もどれないのを覚かく悟ごで瀬戸様の部下となった後も……でも西南ちゃんが気がかりで……」

「西南君の事が心配で、地球に帰るように言ったのも無理のない事ね」

「……でもそれは私の身勝手な思い込みだったんです。私が西南ちゃんの事、一番分かっている……一番心配しているんだって……でも……」

　それは霧恋の懺ざん悔げだった。これが瀬戸達がアイリにこの任を押し付けた理由でもある。霧恋の目には涙なみだが滲にじんでいる。

「自分の悪運を必要だって言ってくれたのは瀬戸様が初めてだった……その言葉を聞いた時……私、他の人と同じに西南ちゃんの悪運を厄やつ介かい物扱いしていたって……そこから逃げ出していたんです」

「だからいつも一歩引いてた感じだったのね」

「母には、さすがにバレてて……」

「尻しりを叩たたかれた、と？　でも私も、もう十分だと思うわよ」

　アイリは軽口を叩いて微笑ほほえんだ。

「それでもなかなか……難しいです」

　そのアイリの軽口で気分が楽になったのか、霧恋は滲んだ涙を拭ぬぐって苦く笑しようした。

「だいたいみんな忘れているようですけど、西南ちゃんはまだ未成年なんですよ。艦長業も結けつ婚こんだって……一体どうしろって仰おつしやるのですか？」

「まあ、そうなのよね。とんでもない偉い業ぎようを成し遂とげちゃったもんだから、みんな忘れがちなのよねぇ……。西南君も妙みように大人びてるから尚なお更さらね」

「あの確率の偏かたよりのせいで、そうならなければなりませんでしたもの。将来も希望も、何もかも諦あきらめなければなりませんでしたから……。それが宇宙に出て、ここに来て、やっと我わが儘ままが言えたんです。それはあの子が初めて手に入れた宝、なんだと思うんです。もうそれを……彼から奪うばいたくありません」

「四人組の縛しばりか……まるで呪のろいみたい」

「西南ちゃんにとっては、自由の鍵かぎです。それに……意外と嫌じゃないんですよ。珀はく蓮れん達が居て、福ちゃん達も居る。アチャだって可愛かわいらしいし。今の関係が、私は好きなんだと思うんです」

　もう彼女の目には悲しさは無い。まるで霧恋は解放されたかのように微笑んだ。

「そう……ならいいわ」

　瀬戸の思おも惑わく通りというのはちょっと癪しやくだが、それでもアイリは霧恋の顔を見たらどうでもよくなったのだ。

「……ねえ霧恋ちゃん」

「はい？」

「そこに私も入りたいなぁ[image: ～][image: ～][image: ～]って、思うんだけど……どうかな？」

「絶対嫌です。お断りします。ふざけるなっ！」

　そう霧恋は静かに、だがキッパリと拒きよ否ひした。

　　　　×　×　×

「グスッ、ううっ……という、グスッ、訳です……グスッ、グスッ」

　水み鏡かがみのブリッジ、奥の東あずま屋やでは、アイリが泣きながら霧恋達の意識調査結果を瀬戸に報告していた。

「……もう。涙と鼻をかみなさい。ばっちいわねぇ」

　瀬戸はうんざりした顔で、アイリにハンカチを渡わたし、アイリはそれで鼻を思いっきりかんで、ベトベトになったハンカチを瀬戸に返した。

「お約束よね」

　瀬戸はそれを小さな洗せん濯たく物もの行き転送ゲートに放り込む。

「まあ、予想した通り、全員が同じ答えか……。それはそれでつまんないわね」

「だったら次からはご自身で調査して下さいよぉ！」

「あらぁ、尖とがってるわねぇ。でも霧恋ちゃんが断るのは当然よ。独ひとり寝ねの夜が寂さびしいのなら、旦だん那な様の所へ行けばいいじゃない」

「だって宅の秘書っ娘こ達、休みくれないし、いろいろと面倒事ばかり増えて。なのに更に面倒な調査を押し付けられて……」

「分かった分かったわ。悪かったと思ってるのよ……でも私じゃ、あの娘達も言いにくい事があるでしょ？　こういうのは美み守かみ様にお願い出来れば良かったのだけれど……ほら、あの人、今お忙いそがしいから……」

　美守はそこら辺の機き微びに聡さといので、アイリのような無神経さは無い。だが彼女も四人枠わくの候補である事と、ＧＰの再編で大忙しなので避さけたのだ。

「私だって凄すっごく忙しいんですがっ！」

「まあ、そういう事なら何も問題は無いわね」

　瀬戸はアイリの言葉をあっさりと無視した。

「みんな酷ひどいぃぃぃぃぃ！」

「うるさいわねっ！　いつも言ってるでしょ、貴女あなたは絡からみ方のタイミングが悪くてかつ面めん倒どうだって！」

「だってえぇぇぇぇぇええっ！」

「まさかワザとやってるんじゃないでしょうね？　あるいは間の悪い天才？」

　すがって泣くアイリを瀬戸は心底面倒そうに見つめた。とはいえ鬱うつ陶とうしがられても、決して嫌きらわれないのがアイリの厄介な……もとい、いい所だ。何だかんだと瀬戸もアイリの頭をナデナデしていたのである。

「…………ったく」

　とりあえずしがみついて服に鼻水を付けている件は、後でぶん殴なぐろうと思う瀬戸であった。

















６「卒業前日の夜」









「明日はいよいよ卒業式かぁ……あっと言う間だったけれど、メチャメチャ濃こい二年だったよなぁ……」

　雨あま音ねは実家から持ち出した、ビンテージの古酒をグラスに注つぎ、琥こ珀はく色いろの液体をうっとり見つめながら言った。

　雨音のペントハウスでは、翌日の西せい南なの卒業式を祝ってパジャマパーティーが行われていた。何しろ明日の卒業式が終われば西南が帰って来るので、女性達だけの暮らしは今日で終わり、それの打ち上げも兼かねているのだ。

「そうですね。まるで十年程ほどあったんじゃないかと思う位です。起こった出来事だけを見れば、それどころじゃありませんが……」

「エルマ……リョーコなんかは特にそう思うのでしょうね」

「海かい賊ぞく関係なんて、下手をすれば数百年単位の変動……いえ、歴史的視点で見れば、数千から数万年単位かもしれないわよ。歴史の教科書で言えば、いきなり海賊が消しよう滅めつしたような感じになるでしょうからね」

「ここに集まった人間を見るだけでも壮そう観かんだものね」

　ネージュが居間を見回せば、霧きり恋こ達四人に、珀はく蓮れん達四人、福ふくを抱かかえたアチャに人の形をした美み希き達が居る。それぞれが夜着に着き替がえ、座っている。さすがにアチャや福が居る関係上、色っぽい関係はＮＧだ。みんなの取って置きは西南が帰って来た時に残し、逆に普ふ通つうのパジャマを、全員お揃そろいのデザインで着ようという事になったのだ。

　もっとも全員が存在感のある美女達だ。お酒が回り始めると、隠かくし切れない色いろ香かが満ち溢あふれだしている。玉ぎよく蓮れんなどは特に凄すさまじく、慌あわてた霧恋がアチャと福を抱だっこさせて中和した位だ。妖よう艶えんな妖気すら漂ただよわせ、女でもクラクラするような色香を発していた玉蓮が、あっと言う間に聖母へと変わったのだから、現段階の最強はアチャと福のペア攻こう撃げきかもしれない。

「ダ・ルマーギルドの滅亡も、全部、西南君が中心になっていたんだから、驚おどろきよね。タラント基地で、かなり詳くわしい情報が収集されていたわ。まあ暇ひまだったから、他ほかにもいろいろと読ませて貰もらったけれどね」

「美希さんが持って帰って来たデータは『Ｍレポート』って名前が付いて、専属の解かい析せきチームが編成された位だもの。さぞかし読み応ごたえがあったでしょうね」

「見ていて気持ちの良い物ばかりじゃなかったけれどね」

　当然、基地のデータにはタラントの遊びも映像として残されていた。その中には美希自身が解体されるシーンすら有ったのだ。

「それより……キルシェさんの方はよかったの？　ＮＢの記き憶おくはバックアップがあったのに、西南君の意識統合をしなかったんでしょう？」

「もともと西南さんの精神治ち療りようを目的としたものですから、それが果たされれば、それ以上は望みません。それにこうして身体からだも持てて、西南さんと直接触ふれ合う事も出来るようになりましたし、あそこでの思い出は私が知っていればいい事ですから」

「凄っごく可愛いわよねぇ、あの有名なアイドルさんが目の前でこんな事を言ってくれるんだから、西南君も幸せだわ」

　オヤジ爆ばく発はつ。雨音はそう言うとキルシェに抱き付いた。何しろ、人となったキルシェはデータの中とは比べものにならない位、実に艶なまめかしいのだ。もともとキルシェにあったパーソナルは外見データのみだ。ＮＢが変身した時も、その再現でしかない。だが今回は人と同じ機能を有した肉体を持っている。そこから醸かもし出される生々しさとタレントオーラは、ＮＢの変身の比ではない。ましてやその肉体設計は鷲羽わしゆうなのだ。時としてその存在感は雨音や玉蓮にも匹ひつ敵てきするものだったのである。

「そっ、そんな……」

「でも西南君を出で歯ば亀かめしてたデータは、私達と共有すべきよねぇ♡」

「!?」

　美希の言葉に、一いつ斉せいにその場にいた女性達が反応した。ちなみにアチャと福の耳は玉蓮と翠すい簾れんがしっかりと押さえてある。

「一応、検けん閲えつ済ずみの物が用意してありますが……」

「「「おいっ！」」」

「……ノーカットの物も、有ります」

　ジロッと全員から睨にらまれ、キルシェはその威い圧あつに屈くつしたのであった。

「そういや珀蓮達はどういう扱あつかいになるの？」

「私達は所属が移動となり、樹じゆ雷らい皇おう族ぞく、柾まさ木き家分家、山やま田だ西南様直属となりました。ただし西南様が成人なさるまでは、霧恋様が直接指揮権を持ちますが、緊きん急きゆう時じの命令優先権は西南様にあります。とにかく臨機応変に、との事です」

「柾木家分家？　なんか凄すごいんだか凄くないんだかって感じだな」

「苦肉の策よ。ＺＩＮＶジンブの素す性じようからすれば、正統皇族、あるいは新皇家だって創設出来るのだけれど、あくまでＧＰ所属になるから船ふな穂ほ様の一族としたの。将来はどうなるか分からないけれど、成人して、ここでの立場が固まったら……もしかして初の樹雷外の独立した分皇家となるかもしれないわ」

「そりゃ凄いな。まあ、まだまだ先の話なんだろうけどな」

「何しろ、ようやくＧＰアカデミー卒業ですものね」

「クックック。そういや霧恋、明日どれくらいがスタンプ付きだと思う？」

「そうね……私達の時は八割位だったと思うけれど……予想はつかないわね」

「ああ、例のあれね。私は参加出来なかったからなぁ……残念」

　美希もその話に乗って来た。

「何の話をしてるの？」

　ネージュの問いに、事情を知るＧＰアカデミー出身者達は笑え顔がおで応えるのみだ。

「まあそりゃ、明日のお楽しみだよ」

　雨音は空のグラスに古酒を注ごうとしたが、既すでに空の状態だ。

「ちぇっ……いっそ蔵の中身全部、持ち出しゃよかったな」

「こんなビンテージ物、みんなで一杯ぱいずつでも飲めれば十分だわ。砂さ沙さ美み様がお祝いに送ってきて下さった菰こも樽だるが三つも有るから、そちらを開けましょう」

　居間の隅すみには一メートル程もある菰樽が三つ、無造作に置かれていた。かなり古そうな木材の樽に真っ白な和紙が巻かれて墨すみで名前がひらがなで書かれている。

「……しんじゅ？　お酒が二つに果実ジュースが一つか……表装から見ると既き製せい品ひんでは無さそうだな、霧恋、知ってるか？」

「いいえ、聞いた事がないわ。もしかしたら自家製なのかもしれないわね。たぶん天てん地ち君の家で試作したのかも……ああ、メッセージがあるわ」

　菰樽に付属していた映像データを起動する。

『霧恋お姉ちゃん。ノイケお姉ちゃんから聞いたけれど、今晩、西南お兄ちゃん、ＧＰアカデミー卒業前夜祭なんだってね。きっとみんなで大おお騒さわぎするだろうからって、津つ名な魅みちゃんが造ったお酒とジュースを送るね。じゃあまたね、バイバイ[image: ～][image: ～]』

　にこやかな砂沙美と魎りよう皇おう鬼き。その後ろで、無言のまま満面の笑みを浮うかべるノイケが見える。メッセージが終わるとモニターはスッと消えた。

「へえ……津名魅様が造って下さった……………………」

　そこまで言って霧恋は固まった。彼女だけでなく、珀蓮達もだ。

「どうしたんです、霧恋さん？　珀蓮さん達も？」

「おかしな奴やっちゃなぁ」

「ねえ、津名魅って、皇家の樹きの始祖様の名よね？」

「そう聞いてるけど……………あっ」

　その時になってようやく、雨音とネージュ、エルマが気付いた。

「何よ、今度は雨音先生達も……」

　最後に残った者達は不思議そうに雨音達を見つめている。

「そ、そりゃ……驚きもするわよ。あんた達、『神樹の酒』って知ってるか？」

　辛かろうじて再起動した雨音は、それでも震ふるえが止まらないようだ。

「確か、皇家の樹の実で作られた果実酒だとか。以前一本だけ市場に流出した時は、オークションで星が一つ買える値段が付いたとか。ニュースで読んだ覚えがあります」

　キルシェは小首を傾かしげ、思い出すように言った。

「ええっ!?　ちょっとそれ本当の話？……ったく、お金って有る所には有る物よね…………って、まさか!?」

　この段階で美希とキルシェは気付いたようだ。

「冗じよう談だん、ですよね」

「だったらいいんだろうけどな……たぶん、あそこにあるのがそうみたい」

　雨音の言葉に美希とキルシェが固まった。何も分からずにキョトンとしているのはアチャと福、そしてＤだけであった。もちろんその後、再起動した霧恋達は、砂沙美の暴力的な心尽づくしをヤケクソで堪たん能のうしたのであった。

　　　　×　×　×

　さてこちらはＧＰアカデミーの寮りよう。そして現在、夜の定時に行われる点呼の真っ最中だった。

　いつものように直立不動の体勢でスキャンを受け、西南にはちょっとしたエラーが起こったが、逆にそれが西南である証明だ。

『これも今日限りだと思うと寂さびしいよ。おかげでエラーとセキュリティ対策にもなってシステム課からはたいそう喜ばれたしな』

　毎度の事に慣れた教官は、満足げに微笑ほほえんでいる。

『よし、全員、居るようだな。明日は卒業式だ。今日はゆっくり休んでおくように』

「はい！」

　西南達の元気な返事に、教官達はニヤニヤとした笑みを浮かべて消えた。

「いよいよ卒業ですかぁ……この点呼もこれで終わりとなると、ちょっと寂しいものがありますねぇ」

　直立不動の体勢から解き放たれたラジャウは大きく伸のびをした。

「明日で俺達も社会人、もう馬ば鹿かな事も出来なくなるな」

「ケネスには一番似合わないセリフ……」

「しか～し！　今日はまだ学生だ。そして、学生の夜はこれから始まるのさ！」

　ケネスの目がキラリと光る。

「行きますか？」

「行かいでか！」

「……本気で？」

　西南はケネス達が何を言わんとしているか気付いて、苦く笑しよう気味だ。まあ、以前から同期達の雰ふん囲い気きからある程度は予想はしていた。

「西南。今日は付き合うよな？」

「付き合ってくれますよね？」

「……仕方ないな」

　何しろ三人はチームだ。いつも行動を共にするべきなのである。








７「それぞれの卒業」









　晴天の空に大きな祝しゆく砲ほうの音が響ひびき、多くの中ちゆう継けい用プローブや報道アナウンスの乗ったフライングソーサーが浮いている。沿道には凄すさまじい数の人々が押し寄せ、大きなお祭りでもしているかのようだ。直接見物に来ている者達もそうだが、この中継を見ている視し聴ちよう者の数は過去のトップテンに入る勢いで上じよう昇しよう中だ。何しろ、今日はあの山やま田だ西せい南なの出席する卒業式なのである。

　外の喧けん噪そうと熱量は会場内も同じだ。西南の入学式で半はん壊かいした中央大講堂は修復と、ＧＰアカデミー入学者増大を見み越こして、増築もされて収容人員がかなり拡大されていた。だが今期の卒業生の規模から考えれば、半分のスペースが埋うまればいいところを、客席は満杯状態だ。これも外同様、西南効果だ。卒業者の家族関係者は普ふ段だんなら来ないであろう親兄弟親類縁えん者じやまでが詰つめかけ、西南との顔かお繫つなぎ目的でやって来た、各国のＶＩＰやら企き業ぎよう人が僅わずかな伝つ手てを頼たよりに押しかけ、立ち見が出る有様だ。

　だがそこに集つどっていたほぼ全員、必死の形相で笑いを堪こらえていた。まるで膨ふくらみきった風船のように、ちょっとしたきっかけで爆ばく発はつしそうな雰囲気である。

「やれやれ、雨あま音ねさん達が言っていたのはこういう事」

　観客席に座っているネージュは呆あきれ顔で辺りの様子を窺うかがっていた。両りよう隣どなりにはエルマやアチャ、珀はく蓮れん達、顔を見られたくないキルシェ達がビーストタイプとなり、他ほかにも天てん女によや月つき湖こも居る。この場に居ないのは美み希きと霧きり恋こ、それに雨音だ。

『卒業前日は、最後の夜と称しようして脱だつ走そうして騒ぐのが恒こう例れいなのよ。で、脱走に失敗したのがスタンプ付きになるのだけれど……』

　聞こえて来た通信は美希のものだ。だが音声のみで美希の姿は何処どこにも見当たらない。

　　　　×　×　×

「クックック！　まさかほぼ百パー、スタンプ付きとはね」

「仕方のない子達ね」

　呆れ顔の雨音と霧恋は教師席に居た。

「全く、この栄えい誉よ有るＧＰアカデミーの卒業式だというのに、嘆なげかわしい話だ！」

「偉えらそうに言うな！　だいたい何故なぜお前がここに居るっ！」

　雨音は腕うでを組みふんぞり返る静せい竜りようを睨み付けた。

「私はＧＰアカデミー筆頭教官なのだぞ、当然だろう」

「海かい賊ぞくに寝ね返がえってたくせによくもぬけぬけと……」

　グッと握にぎりしめた雨音の拳こぶしを、霧恋が無言で押さえる。

「あれはあくまで出向だ。私は己おのれの職務を果たしただけだ、ハッハッハッハ！」

「クッ、おのれっ!!」

「まあまあ、今日はおめでたい日なんだから。あの子達を見て機き嫌げんを直しなさい？」

　雨音達の目の前に整列している男子生徒は、全員が頭に紙かみ袋ぶくろを被かぶり、素す顔がおなのは西南だけだ。雨音は大きく気持ちを落ち着けるよう深呼吸をして拳の力を抜ぬいた。

「……まあ確かに、せっかくの門かど出でだもんな」

　そう言いつつも、雨音はニヤリと極ごく悪あくな笑みを浮かべた。




　卒業式のプログラムは卒業者一同の名前が読み上げられ、それに各自が返事をするというものだ。長々としたお偉えらいさんの挨あい拶さつなどは無い。あくまで生徒が主役だ。そして名前を読み上げられた生徒の関係者、あるいはその者の功績によって歓かん声せいが沸わき起こり、その卒業者を称たたえるのだ。

『卒業生、山田西南！』

「はい！」

　西南の名が読み上げられた瞬しゆん間かん、会場が割れんばかりの拍はく手しゆと喝かつ采さいに包まれた。それは長く続き、終わりが無いかと思われる位だった。当然この事を予想してか、西南の名は一番最後だ。

『みなさん静せい粛しゆくに！　では最後に、美み守かみ校長兼けんＧＰ軍総司令閣下の祝辞』

　さすがに拍手と声せい援えんが鳴り止やまないので、司会が止めに入る。そして美守の名を聞いた途と端たん、会場の喧噪はピタリと収まった。

　校長である美守はいつもの制服ではなく、ＧＰ軍総司令の制服を着て現れた。そこにはいつもの飄ひよう々ひようとした笑顔は無く、キリッとした精せい悍かんさを纏まとい、まるで別人を見ているようだ。美守の靴くつ音おとが会場に響く中、会場中の人間が姿勢を正し、彼女を注視していた。そして中央の演台に立った美守は、卒業生達や観客をゆっくりと見回し、そして重々しく話し始めた。

「皆みなさんは二年前、多くの仲間達と共に、このＧＰアカデミーの門を叩たたきました。そして今日までの間に、少なからぬ仲間達が袂たもとを分かち他の道へと進みました。特に前期と今期の方達は、希まれに見る大きな事件とも遭そう遇ぐうし、今まで以上の苦難と試練に晒さらされました。しかし皆さんはその試練を乗り越こえ、今日の日を迎むかえました。私はその事を大きな誇ほこりと考えています」

　美守は思い出を嚙かみ締しめるように目を閉じた。生徒達や観客も同じだ。

「……さて！　明日より皆さんは正式にＧＰの一員として迎え入れられます。皆さんの心にある、それぞれの正義の為ために戦って下さい……ただし！」

　と、にこやかな美守の表情が豹ひよう変へんする。

「下手打って、私達に恥はじをかかせるんじゃないわよ!!」

　その怒ど声せいはそこに居る者達全員を震しん撼かんさせた。

「以上、卒業式終わり!!　皆さん、ご卒業おめでとう」

　一転、美守はいつもの飄々とした笑顔で宣言したのであった。

「「「わーーっ！」」」

　大きな歓声と共に、卒業生達は制せい帽ぼうを天高く投げ上げた。そして全員が一いつ斉せいに後ろを向いた。

　教師達が後方の出口付近へと移動し、卒業生を見送る態勢へと移る。重厚なドアがゆっくりと開くと、漏もれた光がまるで道のように差し込む。ドアが完全に開いた事を教師達が確かく認にんし、手で美守に合図を送り、美守は肯うなずいた。

「全員！　用意はいい!?」

「「「おおおおおおおおおおおっ！」」」

　生徒の怒号のような声が応こたえる。

「全員！　出しゆつ撃げきっ！」

　美守の号令と共に卒業生達は一斉に出口に向かって走り出した。

「死ねっ！」

　卒業生を見送ろうと前列に位置していた静竜のお尻しりを、雨音は思いっきり蹴け飛とばす。トットットよ、静竜はそのまま卒業生達が通る道のど真ん中へと飛び出てしまった。

「こっ、こらっ！　ちょっと待て！　ストップだストップ！　緊きん急きゆう停止だっ！」

「おい静竜の奴やつだぞ」

「よし！　全員全速前進だ！」

「「「おおおおおおおおおおおおおおおおお!!」」」

　卒業生は静竜の姿を見た途端、それこそ赤い布を見た猛もう牛ぎゆうの如ごとく、猛然と静竜に突とつ進しんして行った。

「うんぎゃああああああああああああああああああああああああああっ！」

　静竜は卒業生の大波に飲み込まれ、叫さけび声も生徒達の足音と怒号にかき消された。

「やれやれ、仕方のない人達だこと。ホホホ」

　美守はそう言うと、卒業生や観客からは見えない位置にある、大きな装そう飾しよくされた衝つい立たての陰かげを見た。

「…………」

　そこに直立不動で立っているのは美希・シュタインベックだ。彼女も皆と同じ、卒業式に着用するマントを羽織り、微笑ほほえんでいる。そしてその後ろの暗がりに控ひかえているのはカリーチとミランダだ。

「美希・シュタインベック」

「はい！」

　美希はサッと敬礼をした。

「ご卒業、おめでとう」

「ありがとうございます」

　美希は自分の帽子を衝立に引っかけると、踵きびすを返してミランダとカリーチの方へと去って行き、美守はそれを敬礼で見送った。

　ここに誰だれにも知られない、一年遅おくれの小さな卒業式がひっそりと終しゆう了りようしたのだった。

　　　　×　×　×

「ねえねえ美希ぃ。早くあれになってぇ」

　ミランダは外へ出るドアの手前で、サッと美希にすり寄った。

「またぁ？　一体何回させれば気が済むのよ」

「外に出るには変わらなきゃいけないでしょ？　早く早くぅ！」

「んっ、もう！」

　美希は膨ふくれっ面つらのままビーストタイプへと変身した。

「あああああああああ、可愛かわいいぃ！」

　ミランダとカリーチは奪うばい合うように美希クローンを抱だっこすると、裏口から外へと出て行った。

　　　　×　×　×

「「「わーーっ！」」」

　大講堂から飛び出した卒業生達は、そのまま中央道を逸それ、駐ちゆう車しや場じようへと向かった。そこには小型のパトカーが置いてあり、三人一チームで一台に乗り込んで走り出す。

「急げっ！」

　運転席に飛び乗ったケネスはハンドルを握ると、後部席に乗り込んだ西南とラジャウを確認し、起動スイッチを押す。

『発進します』

　と、エアカーは自動運転で走り始めた。幹線道路へ出るまでは混雑しているので事故らないよう自動なのだ。

「でも何で卒業式の後がレースなんだよ!?」

「ハッハッハ！　卒業式が終わったら、次に来るのは卒業パーティー！」

「だから何でレースなんだ？」

「パーティー会場に一番に着いた卒業生には、ミスＧＰから祝福のキスがあるのだ！」

　もちろん女生徒用にミスターＧＰも居る。

「その後、デートも出来ます」

　ちなみにそれは噓うそだ。以前卒業生がその時のミスＧＰに告白をし、そのままカップルとなった事があり、その事が少し脚きやく色しよくされねじ曲がって伝えられているのである。

『間もなくオート解除ラインを通過します』

「おっしっ！　しっかり摑つかまってろよ！」

　ピッ、ピッと、ラインまでの距きよ離りを示した数字が下がって行く。そしてそれがゼロになった瞬間、ケネスは思いっきりアクセルを噴ふかした。

「うわぁぁぁぁ!!」

　と、パトカーは弾だん丸がんのように勢いよく飛び出し、次々とハイウェイへと合流して行く。と、西南達の隣を別のエアカーが併へい走そうを始め、いきなりその車体をぶつけ始めた。

「なっ、何を!?」

「来たな！　ラジャウ！」

「任せてください！」

　後部座席のラジャウは、どこからか大たい砲ほうのような物を取り出し、発射。隣のエアカーに直撃し、ガードレールを飛び越こえて海中へ落下した。

「ウソ……!?　ちょっといくら何でもやり過ぎじゃ？」

「死にはしませんよ。ちゃんと専門のレスキューが居ます！」

「ハッハッハ！　これは攻こう撃げき有りの障害物排はい除じよレースなのだ！」

「何しろ俺達はこれから犯罪者と戦うのですからね」

「……マジ？」

　辺りを見回すとあちこちで戦せん闘とうが始まっていた。と、後方を走るパトカーが変形してロボットになったのだ。

『ハッハッハ！　見たかっ！　これが俺達の魂たましいだぁ、もらったぁ！』

「させるかぁ！」

　ケネスが敵ロボットの攻撃を回かい避ひし、ラジャウはそれの足元に向けて攻撃。ロボットに直撃し、そいつは看板へと派手に突つっ込んだ。

「ちょっと待った！　何であんな物まであるんだ!?」

　何が魂なのかは置いておく。

「ＯＢの整備士とかに頼たのむんですよ。僕達は武器の購こう入にゆうを頼んだだけですけどね」

「クッソォ！　資金さえ潤じゆん沢たくなら、もっと凄すごい改造が出来たのにぃ」

「給料を貯ため込んで、それを全額つぎ込んだ連中も居るらしいですからね。どんなのが飛び出すやら」

「西南さえもっと早く帰って来てくれていたらっ！」

　二人は一斉に西南を恨うらめしそうに見つめた。もちろん西南の財さい布ふを当てにしてだ。

「ケネスっ！　前前、前見て！　だいたいそんなのにお金を使うの嫌いやだよ」

「フン！　お前は良いよな！　美人に囲まれてリアルが充じゆう実じつしてるんだからよ」

「そうです！　僕達はミスＧＰとのデートにかけているんです！」

「……ミランダ先せん輩ぱいとカリーチ先輩が居るだろ？」

「それはそれ、これはこれだ！」

「男の意地もあるんですっ！」

「だったら普ふ段だんから無む駄だ遣づかいは止めなよ」

「それが出来れば苦労はしない！　来るぞ！　後ろだっ！」

　ガキン、ガキン！　っと、後方から来た数台が変形の後、何と合体を始めたのだ。

「あんなのも有り!?　トップは一チームだけなんだろ？」

「他を全ぜん滅めつさせた後で、あらためて競走するか、別の条件で買収したかでしょう。ミスＧＰのデートよりランクが落ちても、確実に手に入る報ほう酬しゆうを選ぶ事もありますよ」

『ハッハッハ！　喰くらえ山田西南ぁ』

　巨きよ大だい化した合体パトカータンクは、せり出したハリネズミのような武装を西南達のパトカーに向けた。

「俺指名？」

「西南君はいろいろと妬ねたみを買っていますからねぇ、雨音先生とか柾まさ木き先生とかエルマさんとかネージュちゃんとか、その他いろいろと」

「やばっ！」

　発射された攻撃を見た西南は、その瞬間、ケネスでは回避が無理だと気付いた。

「おっ、おい」

　西南は咄とつ嗟さに前の座席に手を伸のばし、ハンドルを握にぎった。そして見事な回避でパトカータンクの一いつ斉せい掃射攻撃を躱かわしたのだ。

「マジデスカ？」

「凄いですね西南君！」

「逃にげるのは何とかね」

　何しろ西南は数多くの実戦を経験して来たベテランだ。こう言っては何だが、卒業生の操縦と攻撃レベルでは、脅きよう威いにはならないのだ。

『糞くそ糞くそ糞くそ糞くそ糞くそ糞くそ糞くそ糞くそ糞くそ糞くそ糞くそ糞くそぉ！』

　凄すさまじい乱射で、西南達以外のパトカーはドンドン爆ばく発はつに巻き込まれて海へと落下するが西南の操縦するパトカーは、平然と回避して行く。さすがにパトカータンクを脅威と見た他のチームは、西南達よりもパトカータンクへの攻撃を始めたのだった。

　　　　×　×　×

　卒業式会場のゴール地点では、関係者達が鈴すずなりで遠くのハイウェイでの大戦闘を眺ながめていた。その中には今年のミスター、ミスＧＰの一位から三位までの男女が、花束と花輪を持って立っていた。

「今年はやけに派手だな。まあ卒業式らしくて良いけれどね」

「山田西南君は別格として、今年は結構将来有望株が多いって話だよ」

「いいわね。可愛かわいい子がいたらデートもＯＫしちゃおうかしら？」

「西南君じゃなくて？」

　ミスターＧＰ三位は、不思議そうに尋たずねた。

「あの子の周りには雨音さんや霧恋さんも居るのよ。さすがにね……」

「君達だって凄い美人揃ぞろいじゃないか？　諦あきらめるのは早いと思うけれど」

「ありがとう。でもちょっと気き後おくれしちゃうわ」

「しかも卒業後は正式に艦かん長ちようでしょう？　私達じゃ、高たか嶺ねの花よ」

「それにしても……これはちょっとやり過ぎな感じも……」

　ミスターＧＰ一位が心配そうに言ったその時、遠くに見えるハイウェイが崩ほう落らくを始めたのである。

　　　　×　×　×

「…………やっぱりこうなったか」

　西南達のエアカーは最後まで無傷で残ったものの、崩落するハイウェイと共に海中へと没ぼつしていく。

「噓だぁああああああ！　せっかく生き残ったのにぃ」

「ミスＧＰが、水の泡あわとなってしまいますぅ[image: ～][image: ～][image: ～]」

「あっ、それちょっと上手ね」

　コントのようなやり取りをするケネスとラジャウと西南を乗せ、エアカーは海中に沈しずんで行った。

　　　　×　×　×

「派手だねぇ……さすがは山田西南のいる期だね」

　生徒達の様子を見ていたミスター、ミスＧＰは、にこやかな笑え顔がおで崩落して行くハイウェイを眺めていた。本来であれば大惨さん事じだが、西南が来て以来、大事件ばかりなのですっかり慣れっこになっているのだ。

「やれやれ……来年は、きっと武装禁止ね」

「パーティー自体を禁止されなきゃいいけどね」

　こうしてＧＰアカデミー卒業パーティーは勝者のないまま、全員がレスキューの船で会場へと到とう着ちやくしたのである。ミスター＆ミスＧＰのキスによる祝福は無くなったが、全員との握あく手しゆが行われ、公平にその分、小さな祝福を受ける結果となったのである。

　その後のパーティーは西南の運転技術、特に回避能力が絶賛され、周りを巻き込んだ合体エアカータンクを操縦していたデビッド・ドマ、エルロイ・エガス、フィング・フォックスの三人はさんざん同期から罵ば倒とうされ、会場壇だん上じようで隠かくし芸をやらされる羽目となったのである。まあそれでも、全員が楽しい卒業パーティーだと思える終わり方にはなったし、何よりその後、長く伝説として残る卒業パーティーとなったのであった。








８「地球にて」









　梅雨つゆが明け、それまでの鬱うつ蒼そうとした湿しつ気けを晴らすかのように、強きよう烈れつな太陽の光が辺りを照らし、逆に木々や建物は漆しつ黒こくのような影かげを落としていた。どこまでも高く青い空には、巨大な積乱雲が広がり、季節はすっかり初夏の様相だ。

　そこに銀色の車輪に陽ひの光をキラキラと輝かがやかせて、田舎いなか道を疾しつ走そうする自転車が一台。この暑い中、必死の形相で自転車を漕こいでいるのは十四、五歳の少年だった。

「──もっと早く教えてくれればいいのに」

　そう呟つぶやく、制服姿の少年の胸にある、ネームプレートは身体からだの影で暗く、時折、向こうの景色が反射し、そこに書いている筈はずの名前は見る事が出来ない。したたり落ちる汗あせは、滝たきのように流れ、少年の制服も通り雨にでも遭あったかのようにびしょ濡ぬれだ。と、その前方を歩く、少年よりも年上の青年らしき人影が、少し慌あわてるように横道に逸それ、まるで少年の自転車から逃げるように距離を取った。

「？」

　少年はその様子に少し違い和わ感を感じつつも、彼の入った横道をそのままのスピードで突っ切って行った。

「事故るなよ」

　自転車の少年を見送った青年は、そう小さく呟いた。

「……今すれ違ちがった人間が、宇宙から来たなんて思いもしないんだろうな……」

　まぶしい緑の木々。美しい遠くの山並み。木こ陰かげの一部が、田んぼの稲いねが、電柱の一部が人型に僅わずかに揺ゆらいだ。それと知って見ても見み逃のがしそうな、僅かな揺れだ。

「……宇宙に行って…他の星の人と会って……もう二年も経たっちゃったのか」

　フッと笑みを浮うかべ、再び元の道に出て歩き出した青年は山やま田だ西せい南なであった。先さき程ほどの少年は西南が宇宙に出る前位の体格だが、それと比べると二年の歳月は西南を逞たくましくしたのだと分かる。ただ西南は童顔なので、顔だけ見ると、それ程大人になった感じは無い。

　空を見上げる西南の視線の先には、うっすらと地球の衛星、月が白く見えていた。西南の居るここは地球、そして西南の故郷であった。

「でもまさか、こんな事で帰って来るなんてなぁ……ハァ」

　西南は大きな溜ため息いきを吐つくと、遠くに見える我が家へと歩を進めた。




　──数日前。

「…………え[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]と」

　西南が生まれてこの方、一番驚おどろいた事は、初めて宇宙に上がった時だった。そしてそれに匹ひつ敵てきする程の驚きが、ＧＰアカデミー理事長室のソファーに座っていた。

「あっ！　お兄ちゃ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ん」

　お茶菓が子しを片手に、にこやかな顔で手を振ふっているのは吉よし子こだ。そしてその隣となりに父、北ほく東と。更さらに隣は母、今日きよう子こも居る。まあそれがこちらを見て笑みを浮かべているのだから、驚くなと言う方が無理である。何度頰ほおをつねって周りを見み渡わたしても、間違いなく、ここはアカデミー理事長室で、目の前にいるのは地球に居る筈の両親＆妹だ。

「アイリさん。今度は何の冗じよう談だんですか！」

　ツカツカとアイリの側そばに近付くと、ちょっと語気を荒あらめに言ってみる。

「あっ、冗談じゃないから。本物本物」

　シレッとアイリはそう言い放つ。

「やっていい冗談と悪い冗談がありますよ！」

　誰だれがそんな言葉を信じるかってなもんで、更に睨にらみ付ける。

「西南君。本物ですよ、ホホホホ」

　後ろから聞こえたのは美み守かみ校長兼けん軍総司令の声だ。美守校長兼軍総司令閣下の言う事ならば間違いない。

「父さん、母さん、吉子まで……どうしてここに居るんだ？」

　西南は両親の方を見てそう尋ねた。

「ちょっと西南君！　どういう意味よ？　私の言葉は全然信じないくせに、なんで美守校長兼軍総司令の言う事ならあっさり信じるのよ！」

「長いですからいつものように校長だけで構いませんよ」

　絶ぜつ妙みようの間合いでサッと訂てい正せいを入れる。

「美守校長の言う事だけ信じるなんて酷ひどい！」

「ちょっと黙だまってて貰もらえます」

　ささっと無視する。もうアイリの扱あつかいは慣れたものだ。アイリは隅すみっこでシクシクと泣き出した。

「ちょといいのかい？　こちらであんたの身元保証をして下さっている方なんだろ？」

　今日子は困こん惑わく気味に西南とアイリを見比べる。

「構うと面めん倒どうだから。それより、ここに居る理由を教えてくれよ」

「そりゃあんたが結けつ婚こんするからだろ？」

「…………………………………え[image: ～][image: ～][image: ～]っと……今何と？」

　今日子の言葉に啞あ然ぜんとなった西南は、頭の中で何度も自問自答を繰くり返した結果、結論が出なかったので再度尋ねた。

「あんたが結婚」

「俺が、結婚？」

「そう」

「誰と？」

「酷い西南君！　私と将来を誓ちかい合ったじゃない！　忘れたの？」

「大事な話の途と中ちゆうなんですから黙ってて下さい！」

　いきなり縋すがり付いて来るアイリを西南は一いつ喝かつした。と、アイリは再び元の位置に戻もどって泣き始めた。

　父と吉子は啞然としていたが、母はもうケロッとしたものである。

「なるほど。ああいう人かい」

　だてに長年、西南の母はやっていない。あっさりとアイリの性格を把は握あくしたようだ。

「ホホホ、さすが西南君のお母様、ご理解が早い」

「それで、俺と誰が結婚するって？」

「霧きり恋こさんと雨あま音ねさんとリョーコさんとネージュちゃん」

「…………」

　さすがにこの答えには脳の処理限界値を超こえたようだ。全く理解が出来ない。

「なっ、なんで……四人？」

「その後も第二弾だん第三弾と続くらしいけどね」

「食しよ玩くがんのシリーズ物じゃあるまいし、なんだよそれ!?」

「ああ、もう！　分からない子だね！　先まずは今、言った四人と結婚する！　これがお前の初任務よ！」

「け、結婚が何で初任務なんだ!?」

「そりゃ政略結婚だからよ」

「えっ？」

　俺は再びフリーズした。

「いやあ、あんな綺き麗れいな嫁よめさんを四人も貰えるとはなぁ。羨うらやましいぞ、コイツぅ」

「嬉うれしいな。霧恋さん達がお姉ちゃんになるなんて」

「全くだよ。まさかあんたが結婚出来るなんてねぇ……思いもしなかったよ」

「しかし参ったなぁ……何年後かには、孫が出来て、お祖父じいちゃんって言われるのか」

「私は叔母おばさんかぁ……絶対、吉子お姉ちゃんって呼ばせてね、お兄ちゃん」

　当の本人を無視して、三人は談だん笑しようしている。ようやく再起動した西南が頼たよったのは、一番信しん頼らいのおける美守だ。

「ど、どういう事なんですか？　他ほかにも第二弾とか第三弾とか？」

「私としては第四弾辺りに入りたいのだけれどねぇ、ホホホ」

「…………何を仰おつしやってるんでしょうか？」

「とりあえず、時間も押している事だから……」

　パチンっと美守が指を鳴らすと、空間迷めい彩さいを解いた軍人達が西南の両りよう腕うでを拘こう束そくした。

「では、急いで地球へ」

「了りよう解かい！」

　こうして西南は屈くつ強きような男達と両親、吉子達と長距きよ離り転送ゲートを通って柾まさ木き家へ、にこやかに手を振る天てん地ち達に見送られ、小型バスで実家へ向かったのが二日前の事だった。







「ただいま」

　西南は鷲羽わしゆうに呼び出されたついでに、頭を整理し心を落ち着かせようと、散歩がてら天地の家から徒歩で帰宅したのだった。

「ミャウ！」

　と、鍵かぎを開けて中に入った瞬しゆん間かん、肩かたや頭に乗った福ふくと、三匹びきのクローン達が空間迷彩を解いて現れた。

『少しは落ち着いた？』

「ちょっとだけですが……」

　クローン達は西南の確率の偏かたよりを確変するべく一いつ緒しよに居るのだ。四匹が完全な確変を起こせるので、問題無く外出が出来るのはありがたい話だ。とはいえいつもの癖くせで誰かとすれ違うと距離を取ってしまうが、まあ念の為ためだ。

　確変が嬉しいのは、何と言っても実家でやっているスーパーに初めて行けた事だ。もちろん知り合いに会うと面倒なので、ちょっとした光学迷彩を応用した変装をした。

　霧恋や林りん檎ごが協力してくれた店は素す晴ばらしく繁はん盛じようし、たまにテレビや雑誌に取り上げられる事もあるらしく、西南が見ても店内の雰ふん囲い気きは明るくて活気が有った。吉子の話だと既すでに、近くに巨きよ大だいなデパートと駐ちゆう車しや場じようの建設用に土地も購こう入にゆうし、三年後には新規オープンの予定だとか。西南が居ないとこれ程繁盛するのかと、その具体的な現場を見て改めて驚いてしまう。

　西南は家に上がるとそのまま自室へと向かった。そこは去年一度帰省したそのままだ。居間やその他の部屋は、内装やら家具調度品がグレードアップしてるようだが、まあ家を出た人間の、使ってもいない部屋が昔のままなのは、どこの家庭でも同じだ。

「それにしても差があり過ぎじゃないか？」

　昭和と平成、ちょっとしたタイムスリップ感覚だ。まあいきなり家具を捨てられ、或あるいは倉庫にしまわれて、部屋が別の人間の物になっていないだけマシだ。それに今はそんな事などは些さ末まつな問題だ。

「明日は結婚式ね」

　人型となった美み希きは西南の机に近付き、イスに座る。次にキルシェが窓の近くへ座り、Ｄは入り口付近に正座だ。福はビーストタイプのまま西南に飛び付いて来て、撫なでて欲しそうにジッと西南を見上げる。

「あの衛星の裏側でやるんですってね」

　キルシェが空を見上げ、うっすらと見える月を眺ながめる。

　美希達が地球に居る不思議さ。だがそれよりも違和感のある画えは、西南の部屋に家族以外の女の子が居る風景だ。家族以外で西南の部屋に入ったのは霧恋だけだ。しかも美希はスーツ型制服、Ｄに至ってはセーラー服を着、キルシェはスーツ姿に眼鏡をかけ、髪かみを上げて女教師風だ。もちろんそのコーディネイトは今日子と吉子だ。二人曰いわく『青春の甘い一場面』だそうだ。

（海かいの隠かくし持ってるエロゲーじゃないんだから……）

「……はあ」

　いろいろな意味で溜ため息いきを吐つく。

「いい加減に覚かく悟ごを決めたら？　男でしょう？」

　美希は何やら凄すごくご機き嫌げんだ。

　彼女はこの机がお気に入りで、この部屋にいる時はずっとここに座っている。そして今は机に残る傷の一つ一つをゆっくり指で撫でていた。

「でも美希先せん輩ぱい、いきなり政略結婚だからって言われても……」

「聞いたでしょう？　私達がここに居る理由と同じ、君の確率の偏りを……」

「だからって、何で結婚に結び付くのか分からないんです」

「権力者の方々が、その方が都合が良いと判断したからでしょ」

「美希さん。西南さんが気にしているのは、霧恋さん達がどう考えているか、ですよ」

　キルシェの図星の言葉に西南は口くち籠ごもった。

「バッカみたい！　普ふ段だんのあの人達を見てたら分かるじゃない。次は私達の番なんだから、さっさと覚悟を決めてちょうだい！」

「でも……私達の時も、少し位は、こうやって悩なやんで欲しいですわ」

「三み月つきさんはツンデレですから」

　Ｄはこの部屋の雰囲気と光景を、少し離はなれた所から懐なつかしそうに見ている。どうやらこれが彼女の原風景らしい。

「だから三月じゃないっ！」

　Ｄは美希をよく三月と言い間ま違ちがえる。容姿も何もかもがそっくりなのでついそう呼んでしまうらしいが、美希をからかい、その反応を懐かしんでいるフシもある。

「美希先輩は……それで良いんですか？」

「私は現実主義的だから、そんなに気にしないわ。キルシェやＤはどう？」

「これも一つの縁えんですから。重要なのはこれからですもの」

「構わない。私にとっては元の状態に戻っただけ」

「元の状態って、十億年前もこんな感じだったの？」

「そう。一かず樹きさんが居て、三月さんが居て、みつきさんが居て、弥生やよいさんが居て、そして私のオリジナルが居た」

「ミャウ……」
















　福は西南に甘えるのに夢中だ。まあカケラも疑問に思ってないのは間違いない。

「じゃあ、話はこれまでっ！　そろそろお昼の準備を始めましょうか」

「では私もお手伝いします」

　これ以上話しても時間の無む駄だとばかりに、美希は立ち上がり、キルシェも続き、福はサッとキルシェの肩かたに乗った。

「美希さん、お昼は是ぜ非ひカレーを」

　Ｄは立ち上がると、真しん剣けんな眼まな差ざしを美希に送った。

「スパゲティーならＯＫ！」

「了解です」

　階下へ向かう美希達を見送り、西南は大きな溜息を吐き、ようやく一人っきりになれた解放感から、ゴロッと大の字に寝ね転ころんだのだった。







「これで明日の用意は完了だね」

　礼服一式を確かく認にんし、必要な物をすぐに持ち出せるよう、居間に纏まとめる。以前と違い、交友範はん囲いの広がった現在、冠かん婚こん葬そう祭さいに出る機会は多く、タンスの肥こやしとなっていた礼服を出してみたらカビやらほつれなどで大変、という事はもう無い。

「お母さん。お兄ちゃん、ご飯いらないって」

　と、二階から降りて来た吉子が肩を竦すくめる。

「まだぐちぐち悩んでるのかい？　結婚式は明日だってのにねぇ」

「まあ、そう言うな。男には女とは違うプレッシャーってのがあるもんだ」

　うんうん、と北東は何やら一人で納なつ得とくしているようだ。今日子は馬ば鹿からしいとばかりに吉子のマネをして肩を竦め、美希達の居る台所へと向かった。

　　　　×　×　×

「お母様、お味はどうでしょう？」

　エプロンをした美希が、少ししおらしく尋たずねた。美希とキルシェで夕食の準備をかって出ていたのだ。

「なかなかだよ。それにしても美希ちゃんは本当に月つき湖こさんの若い頃ころにそっくりだねぇ。もっとも、私も写真でしか見た事はないんだけれど、雰囲気とかなんか霧恋ちゃんより近いかもね」

「ははは。そういや月湖さんと初めて会ったのは、西南が幼よう稚ち園えんの時だったからねぇ。それにしても西南の奴やつは幸せもんだなぁ……霧恋さん達だけでなく、美希さん達まで」

　北東は夕刊を読みつつ、満面の笑えみだ。霧恋達より年下で、西南に年ねん齢れいが近い分、現実味があるのだろう。

「今までの不幸の反動かねぇ？」

「揺ゆれ戻もどしが怖こわそうだよね」

「アハハハハ！　そりゃいいねぇ」

「その方が、あいつらしいよな。ハハハハ」

　あっけらかんと笑う北東達を、キルシェと美希は複雑そうな笑みを浮うかべていた。

「……さすが西南さんのご家族ですね」

「まあね……」

　西南の近くで彼を見て来た美希達にとって、西南の家族達の笑う姿が、どれ程ほどの苦難を乗り越こえた結果であるかが、痛い程に分かるからだ。

　　　　×　×　×

「おい西南、入るぞ」

　西南の答えを聞かず、北東はドアを開けて西南の部屋に入って来た。手にはおにぎりの載のったお盆ぼんがある。

「いくら食欲が無いからって、少し位腹に入れとかなきゃ、保もたんぞ」

「……うん」

　西南は暗い部屋で外を眺めていた。開け放たれた窓からは美しい月が見えている。北東は西南の横にお盆を置き、それを挟はさんだ隣となりに座った。

「お前が去年帰ってきた時、最後の夜にもこうして一緒に月を眺めてたよな」

「えっ？　ああ、そうだったね」

「あの時お前が何を考えていたか、分かったよ。『明日はあそこへ帰って行くんだな』ってな」

「……そうだね。もう俺にとっては、あそこが普通に生活する場所なんだ。父さん達も、そうなったんだね」

「知ってるか？　今まで宇宙に行った人間なんて六百人足らず、月に到とう達たつしたのは十二人だったかな？　それなのに明日はあそこで結婚式なんだから、笑っちゃうよな」

「父さん達はそれより遠く、アカデミーまで行ったじゃないか。あそこまで行けた純じゆん粋すいな地球人は、父さん達で三例目なんだよ」

「う[image: ～][image: ～]ん……知り合いに自じ慢まん出来ないのが残念だよ。取引先とのいい話のネタになるんだけれどなぁ」

「宇宙の事を知って、父さん達はこれからどうするの？」

　父の言葉に苦く笑しようしつつ尋ねる。

「母さんや吉子とも相談したんだが、しばらくはこのままでいようって事になった。せっかく軌き道どうに乗った商売を放ほうり出して宇宙には行けないからな。まあ普通に地球人として人生全まつとうして、それから宇宙に出るつもりだ。特例なのは吉子までだから、それから下の世代はあいつの結婚相手次し第だいだろうな」

「じゃあもしかして、吉子はずっと地球に？」

「商売に一番熱心なのは吉子だからなぁ……」

「そっか。そりゃ吉子らしいな……昔っから家の手伝い、というより商売ってものが好きだったからね」

「本当に生き生きしているよ。それと同じに、お前の生き甲が斐いは宇宙にあるんだな」

「えっ？」

　西南は自分でも気付かなかった心情を突つかれ、驚おどろいたように父親を見た。

「瀬せ戸と様やアイリさんにいろいろとお前の活かつ躍やくを聞いたよ。みんなお前の事をべた褒ぼめだったぞ。確かにお前の顔には、以前と違う自信のようなものがあるよな」

「俺一人じゃ無理だったよ」

「そうだな。だがお前の周りには、お前を手助けしてくれる娘こ達が大勢居る」

　そう言うと北東は再び月を見上げた。

「そんな娘達が、あそこで待ってるんだな」

「父さん……俺……」

「本当に俺なんかで良いのか？　って感じか？」

「…………」

　西南は無言のままで応こたえる。

「男は多かれ少なかれ、そんな気持ちを持つものだよ。嫁さんを喰くわせて家族を守る。相手を思えば思う程、プレッシャーを感じるのは当然だ」

「父さんも？」

「逃にげだそうかとも考えたよ。そして悩んだなぁ……何で俺なんかをって……」

「でも、俺は霧恋さん達に何も言っていないし、聞いてもいない……政略結婚に巻き込んじゃっただけだから……」

「ああ、それが気になってたのか」

　西南が一番気にしているのは、今回も自身の悪運に巻き込んだのでは？　という、西南が一番恐おそれる、西南の根幹にあるトラウマだ。

（だけどなぁ、西南よ）

　去年、霧恋達が西南の帰省に付いて来た時、彼女達は全員が全員、西南に対して好意を持っていた事は北東ですらハッキリと分かるものだった。

　女性は好意と愛の境目が怖おそろしくシビアだとは聞く。むろん判断が難しい女性は何人か居たものの、ほぼ全すべてが愛情側に踏ふみ込んでいたようにしか思えなかった。そして『求愛ダンスを踊おどっているとしか思えない』と、同性である今日子と吉子が太たい鼓こ判ばんを押した以上は、北東の予想は確定に変わった。

　もちろん一夫一婦制度が当たり前として生きて来た西南達にとって、四人一いつ緒しよに、という状じよう況きようは異質だし、しかもその後も第二弾第三弾と続くとあれば、それは異常以外の何ものでも無い。だがそれを強要する瀬戸とアイリは自信満々だ。霧恋達からも異論が出ているとは聞いていないし、彼女達が了りよう承しようしたとも聞いている。だから西南が気にする必要などはないのだが、それまで人に拒きよ絶ぜつされ続けて来た人生を考えれば、西南がその手の事に臆おく病びようなのは仕方のない事だ。だが西南の一番強固なトラウマが邪じや魔まをしているのであれば、違うアプローチで攻せめてみるのも一つの手であろう。

「西南よ……昔は自由恋れん愛あいで結婚する方が珍めずらしかった事は知ってるな？　しかも結婚という制度が出来てから現代までの長い歴史から見れば、つい最近の事だ。それ以前の結婚は本人達以外の者達が決めるのが当然だった。それは家族とか一族、国、その環かん境きようを守る事が優先されたからだ。今回はまさにそれだな。俺はよく知らんが、宇宙の凄すごい強大国のお偉えらいさん達が、寄って集たかってお前達の結婚を決めたんだろう？」

「でも……」

「まあ最後まで聞け。袖そで摺すり合うも他生の縁えんというが、どういう形であれ、お前と四人の娘むすめさんの間に縁が出来た。どっちが拒こばもうと、どうしようもない最高権力が繫つなげた超ちよう強力な縁だ。それに反発し、意地を通して身を滅ほろぼすのも一つの選せん択たく肢しなら、お互たがいに歩み寄って幸せになるのもまた同じだ。どっちが前向きかは言うまでもないがな。お前の不運、確率の偏かたよりだっけ？　そいつに巻き込んだと思うなら、お前はその責任を取るべきじゃないか？」

「責任を……？」

「一発土下座でもして、必ず幸せにするから一緒になってくれ、って言ったらどうだ？　それで拒否されたら、その時考えればいい……だいたい、お前はどうなんだ？　彼女達と結婚するのが死ぬ程嫌いやなのか？」

「そんな訳無いじゃないか！……だけど相手の気持ちは……」

「お前が臆病になる気持ちは分かるけど。結局こういうのは実際に本人に聞いてみない事には話が進まんぞ」

「う……うん。でも……」

　と、その時、乱暴にドアが開かれ、凄い形相の今日子と吉子が入って来て西南を一発ずつ殴なぐった。

「本っ当に馬鹿だねあんたはっ！　片思いの相手に告白するんじゃないんだよ！　明日結けつ婚こんするって相手なんだから、考えるだけ無む駄だでしょうっ！」

　ぐうの音も出ない正論だ。

「そうよお兄ちゃんっ！　聞いてるこっちがイライラしちゃうわよっ！」

「えっ……えっと……」

　西南は強い既き視し感に襲おそわれた。何やら昔、ＧＰアカデミーに入るきっかけになった事件と似ているような似ていないような、そんな感じだ。ふと気付くとドアの陰かげから美希達が覗のぞいているのが見える。明らかに今日子達と同じような目をしていたので、西南の躊ちゆう躇ちよに呆あきれているのだろう。美希などは『さっさと決めろ！』と脅きよう迫はくする目だ。

「わ、分かりました。努力します」

　ここまで言われても、受け入れを確定ではなく、努力目標とするところが西南だ。

「やれやれ、まあ、明日は朝早いから今日はもう休みな」

　今日子達もこれ以上は時間の無駄とばかりに、ゾロゾロと部屋を出て行った。それと入れ替かわるように、ササッと入り込んで来たのは福とＤクローンだ。二匹ひきは西南と一緒に寝ねるつもりだろう。

「貴女あなたはこっち！」

　Ｄクローンは美希に首根っこを捕つかまえられ、部屋の外へと連れ出された。啞あ然ぜんと見送る西南の膝ひざに福が乗っかり腕うでに全身を擦こすり付けて甘える。卒業式前後はいろいろと行事が忙いそがしくて、あまり構ってやれなかったのを思い出し、

「じゃあ、一緒に寝よっか」

　そう言うと、西南は福をちょっと強めに撫なでながら押し入れへと向かった。








９「結けつ婚こん式しきとハプニング」









　翌日の朝は凄い土ど砂しや降ぶりの雨だった。

「……結婚式当日が土砂降りの雨か……さすが我が息子むすこ」

　北ほく東とはテレビと新聞を交こう互ごに見ながらおにぎりを頰ほお張ばっている。

　すでに西せい南なと福ふく以外はリビングに集まって朝食を食べていた。メニューは前日に店から持って来ていたお総菜の詰つめ合わせ、前日に残ったご飯で作ったおにぎりと、もちろん炊たきたてのご飯もある。そしてさっき手早く作ったわかめと豆とう腐ふ、油あぶら揚あげの味み噌そ汁しるだ。若じやつ干かん一名、レトルトのカレーを食べている強つわ者ものが居るが、ちゃんとパックのサラダ付きなので気にしてはいけない。匂においに関しては、さすがに美み希きももうあきらめ顔だ。

「困ったもんだねぇ。これじゃ足元が汚よごれちまうよ」

「お母さん、式場は月の裏側よ。雨なんか関係無いでしょ」

「……ああ、そうだったね。じゃあ問題は無いわね」

　ポンッと手を叩たたいて笑う。

「おはよう……」

　そこへ西南が寝ね惚ぼけ眼まなこを擦りながら、福を肩に乗せてリビングへ入って来た。

「時間が無いんだからね。さっさとご飯を食べな」

　今日きよう子こがそう言うと同時に、キルシェはサッと立ち上がって味噌汁をよそい、西南が座る席に置いた。

「ありがとうございます」

「おはよう西南君。少しは気持ちの切り替えは出来た？」

「……まあ、よくは眠ねむれはしました美希先せん輩ぱい」

　後は、霧きり恋こ達に会ってからだ。

　温かい味噌汁を一口飲んで心を落ち着ける。懐なつかしい味だが違い和わ感もある。それは霧恋の作る味に慣れたせいだ。まあ材料を厳選して手作りする具材に、これまた霧恋こだわりの自家製煮に干ぼしやカツオ節に味噌。それを良い水で最高の調理をするのだから、一流料りよう亭ていも真っ青な味噌汁となる。だが具材の組み合わせで、少々野や暮ぼったく、家庭的な感じにするのを忘れないところも霧恋のこだわりだ。全部、市し販はん品で作る山やま田だ家の味噌汁と比べるのは酷こくというものだろう。

（でもご飯とお総菜はかなり頑がん張ばってるな）

　経済的に余よ裕ゆうが出来たので、お米はそれなりの物を使い、総菜は霧恋＆柾まさ木き家プロデュースだ。お店で料理をするおばちゃん達のスキルも高くなり、田舎いなかにも拘かかわらず、自分の家で作らずに、これを夕飯のおかずにする家庭も多いと聞く。

　定番の種類も増え、日替わりや春夏秋冬の特別メニュー、お昼のお弁当等は結構遠くの会社や工場にまで大量にデリバリーしている。それはもう圧あつ倒とう的で、この近辺にはチェーンのお弁当屋が一軒けんも店を出せない、或あるいは出店してもすぐに潰つぶれてしまうのだ。コンビニですら弁当や総菜の扱あつかいは、他の地域に比べて仕入れる数が少ない。

　山田スーパーを潰せばそこら一帯を独どく占せん出来るとばかりに、下手にちょっかいをかけて来た企き業ぎようは、林りん檎ごが育てた地球版ハイエナ部隊が叩たたき潰す。正々堂々と内容で勝負する所には手を出さないが、悪質な手段を使う所には、林檎がその猛もう威いをいかんなくふるい、どんな大企業であろうとも土台から完かん膚ぷ無きまでに叩き潰すのである。もっとも去年の開店時の事件でかなり徹てつ底てい的にやったので、迂う闊かつに手を出す所は無いし、スーパー山田の経営方針としてチェーン展開はしないので、棲すみ分けが出来ている感じだ。

　西南が食事を終えると、全員が出発の準備を始める。

「じゃあ、そろそろ行こうかね」

　戸と締じまりも火の始末も確かく認にんした。必要な荷物は前日に居間に纏まとめて置いてあるので、それを持てばすぐにも出かけられる。

「靴くつを忘れないでね」

　玄げん関かんドアに設置された転送ゲートに次々に入って行く。転送先は守かみ蛇だ怪けだ。最さい後こう尾びはゲートを閉じる鍵かぎになっている西南だ。

「忘れ物は無い……よね」

　最後に後ろを見て、玄関の上がりに忘れ物が無いかを確認し、ゲートをくぐった。







　地球から見えない月の裏側には巨きよ大だいなドームが建っていた。これは大型の宇宙船で、あの遊興惑わく星せい『レセプシー』のレンタルイベント用の物だ。来客の宇宙船は太陽系外に設置された臨時の宇宙港に接せつ舷げんし、そこから月のイベント宇宙船に転送して来る。これはここが特別保護宙域である事とテロ対策だ。

　ゲートからは職員に案内された多くの列席者がひっきりなしにやって来ている。受付は宇宙港で行い、厳重なチェックの後、ここに入って来るのである。

　一階は待合場所となり、その東京ドームの数倍規模の室内は、レセプシー自じ慢まんの舞ぶ台たいや催もよおし物で、さながら縁日のような様相を呈ていしている。広大な会場内のあちこちに談だん笑しようの輪が出来ている中を、愛想を振ふりまきながら会え釈しやくして回っているのはアイリと美み守かみだ。アイリの胸には「実行委員長」の名札が見える。

「だいぶ賑にぎわってきたわね。しかも凄い顔ぶれだし」

「新しん郎ろう新しん婦ぷが山田西南に樹じゆ雷らい皇おう家け、カウナック家にバルタ家、メルマスの伝説的な巫女みこともなれば、当然でしょう」

「苦労したもんね、テーブルの順列とか祝辞を言ってもらう順番とか。まぁ、瀬せ戸と様には多少我慢してもらったけど」

「誰だれか言ってましたよ。連盟の最高会議でも開くのかって」

「しまった！　それプログラムに組み込んどくんだったわ」

「ホホホ、なんにしても、短い時間でよくぞここまで漕こぎ着けた、ってところですね」

「瀬戸様の奥様井い戸ど端ばた連れん絡らく網もうの力よね。後は美み兎と跳と様の清せい掃そう部門、レセプシーの力も大きいし、何よりも予算がね」

「これだけの規模と内容にも拘わらず、ずいぶん安上がりですよね。宅でやればこの五倍は掛かかりますよ、ホホホ」

「林檎ちゃんと経理部が西南君の為ためだって、張り切っちゃってねぇ……本当にあの娘こ達って、瀬戸様の無茶に付き合ってるから優ゆう秀しゆうだわ……！」

　と、アイリの耳に通信モニターが起動し、すぐに消えた。

「西南君達が間もなく到とう着ちやくするそうよ」

　地球と月の間であれば転送ゲートを開くのは簡単だ。だがあえて守蛇怪でやって来たのは一種の儀ぎ式しきだ。

「「「おおっ！」」」

　ドームの窓からは守蛇怪の偉い容ようが見え始め、来客達のどよめきの中、守蛇怪はゆっくりと着ちやく挺ていしたのである。

「主役の到着ね。じゃあ行きましょう」

　アイリと美守は急いで警護が立つ衝つい立たての陰かげへと向かった。




　下層階にある家族関係者用の待合室は広い庭園風の場所だ。ここは東京ドーム一個分はあろうかという広さで、半分水すい没ぼつしたギリシャの古代遺い跡せきといった風ふ情ぜいだ。周囲を取り囲むように大小様々なアクアリウムが浮うかび、その中に多種多様な水草や美しい魚が泳いでいる。庭園の草木を水すい棲せいの物に置き換かえた感じだ。

　既すでに着替えを終えた西南の両親、吉よし子こは、瀬戸とのんびりと中央の石造りの東あずま屋やでお茶を飲んでいた。

「本当に瀬戸様にはお世話になりっぱなしで……仲人なこうどまで引き受けていただいちゃって、本当に助かりましたわ」

「いえいえ、こちらから無理を言っている事でもありますし、銀河連盟中が注目する式ですもの。私も光栄ですわ」

「……そういえば、内海うつつみ様は？」

「クスッ」

　瀬戸の視線の先には、アクアリウムの陰で挨あい拶さつの練習をしている内海の姿がある。ブツブツと小さな声で暗記をしている様子から、かなり緊きん張ちようしているようだ。瀬戸の夫という立場柄がら、それなりに場数は踏ふんでいるが、連盟最高会議、と評される面子メンツの前ではさすがに冷静でいられない。各国の権益をかけ丁々発止、やり合うような場ならともかく、結けつ婚こん式しきのような和なごやかな席だと逆に緊張するのである。

「……いろいろとお手数をおかけします」

「良い経験ですよ」




　美希達は美守と広い庭園の一角に設しつらえられた東屋に居た。うまくアクアリウムや石などで目め隠かくしをされ、西南の両親達の姿は見えない。

「貴女あなた達、ご苦労様でしたね。おかげで何事も無く式の日を迎むかえられましたよ」

「いいえ、おかげ様で、西南君のご両親や妹さんにご挨拶が出来ましたから」

「西南君の実家はどうでした？」

「彼がどういう幼少期を送って来たか、よく分かりました」

「霧恋さんが神経質になるのも分かったような気がしますね」

　以前、ＮＢの時は地球に降りられなかったキルシェの言葉に、美希も深く肯うなずいた。

「私は凄すごく懐なつかしかった。初期文明のあの感じ、本やテレビや風景も……私のオリジナルが初めてあの人と出会った星と、本当によく似ています。それと……」

「それと？」

「レトルトのカレーの種類が多くて楽しかった。ルーもいっぱいあって楽しみ」

　いつもは無表情のＤがほんわかと頰を染め嬉うれしそうだ。

「この子、放ほうっておいたら三食カレーなんだもの。西南君のお母様もビックリなさってたわ。絶対一人暮らしさせちゃいけないタイプね」

「貴女達も今日は福ちゃんと一いつ緒しよに、守蛇怪のパイロットとして紹しよう介かいされるから、そのつもりでいてね。もっとも、人の姿での紹介ではありませんけれどね、ホホホ」

「了りよう解かいです」

　そう言うと美希達はビースト形態へと変化した。美守が合図をすると、控ひかえていた美容師達がそれぞれの場所に美希達を連れて分散し、先まずはクリーニングを始めた。




　西南が居る場所は庭園のもっと下層域だ。ホールの中央には上層の庭園から続く巨大なアクアリウムが、更さらに下まで延びている。その中をウナギの幼生に似た五メートルはあろうかという魚がゆっくりと泳ぎ、その水すい槽そうの前で西南とアイリは話をしていた。

「アイリさん。俺……本当に霧恋さん達と結婚していいのかずっと悩なやんでたんです」

「あら、どうして？」

「俺と霧恋さん達が必要だって事は分かるし、必要とされるのは嬉しいです。でも、だからといって政略結婚なんて事が、本当に必要なのかって……」

　そもそもの根本的な問題に関しては、両親に聞いても仕方無いし、聞けそうな相手とは話が出来なかったのだ。

「必要よ！」

　アイリは確固たる意志で断言した。

「そ、そうなんですか？」

「西南君の価値は銀河連盟にとって計り知れないものよ。君がそういう自覚も自信も無い事は分かっているわ。確かに君という人間単体では、十分な力を発揮出来ない。君と霧恋ちゃん達、守蛇怪という部品が揃そろって初めてシステムとして成り立つの。でもそのシステムの中で一番、替えの利きかない部品が君なのよ。君が居てこそのシステムなの」

「は、はあ……そうですか」

「前に言ったわよね？　君は国家レベルの組織に目を付けられているって。君が宇宙に上がって二年。君という重要性、希少性は万ばん人にんの認める処ところとなってしまったわ。いかなる手を使っても君を手に入れる価値を、他ほかならぬ君が証明してしまったの。確かに君の危機回かい避ひの能力は高いけれど、危険に巻き込まれる確率も高いから厄やつ介かいなのよ。しかもこれからの危険は偶ぐう発はつ的な事故とか自然に起こる事だけじゃなく、人じん為い的に君を狙ねらって大規模で組織的に計画されるモノも加わって来るのよ」

「それは大変そうですが……でもそれと政略結婚とどういう関係が？」

「ハニートラップとか聞いた事あるぅ？」

「は、はい……主にケネスとかから……」

　ぶっちゃけが色仕掛けだ。自分の好みの、普ふ通つうであれば手が届かない、超ちよう極ごく上じようの異性にせまられ尽つくされるのを拒きよ否ひ出来る人間は少ない。

「西南君はそういう事に免めん疫えき無さそうだし、何も大人の女性だけが仕掛けて来るとは限らないのよ。アチャみたいな幼児から美守様のようなおばあちゃんまでね。そしてそれは性的交こう渉しようだけを意味するものではないわ。まあ心理的同情ね」

「同情、ですか？」

「そうね……アチャなんか良い例よ。いろいろと言い含ふくめられて、結局面めん倒どうを見る事になったでしょう？」

「まさか、アチャが？」

「今回はそんな裏は無いけれど、次からは分からないわ。そしてそれは霧恋ちゃん達にも言えるの。もし他の男性と寿ことぶき退社、なんて事になって、急に次の人員がすぐに見つかるとは限らないでしょう？　だったら君の所に永久就職させちゃえば一石二鳥だわ。いつになるか分からない、永遠に来ないかもしれない西南君の決心なんて待ってる余よ裕ゆうは無いの。だいたいこの期ごに及およんでも迷ってる状態なんだから」

「はあ……まあ、確かに」

　ずいぶんな言われようだが、理り屈くつとしては納なつ得とくが出来る。告白出来ない、しない可能性が一番高い。瀬戸達が強権発動したのも無理からぬ話だ。

「でもそれなら尚なお更さらちゃんとしなきゃ……いけないと思うんです。だって俺は霧恋さん達に何も言ってないし、みんなの気持ちも聞いてもいないんです」

「……そうね。じゃあ、確かめに行きましょうか」

　　　　×　×　×

　少し暗めにしている通路を通り、西南はアイリに連れられ新婦の控え室の前に立っていた。不安げな表情は、これから意中の相手に告白でもするかのような様子だ。

「じゃあ行くわよ」

　アイリは軽くノックをするとドアが音も無く開いた。

「……!?」

　明るい室内に一いつ瞬しゆん目が眩くらむが、それは光では無く、別の物が原因だ。西南の目の前には誇こ張ちよう無しに、女め神がみ達が居た。最高級の樹雷正絹で作られたドレスは、積もったばかりの新雪のように白く、自らが光を放つ如ごとく陰いん影えいが殆ほとんど無い。それが四人分、西南の視界を埋うめ、目が眩んだかと錯さつ覚かくさせたのだ。

「!!」

　ウェディングドレスを着た霧恋、雨あま音ね、リョーコ、ネージュがこちらを向いて微笑ほほえんでいる姿を見た瞬間、西南の杞き憂ゆうは全すべて霧む散さんした。そこにある笑顔は真夏の太陽のように眩まぶしく、負の感情など微み塵じんも見えない。そのドレスの色と同じく、無む垢くな思いで満たされていた。

「どう、西南？」

　最初に声を掛かけて来たのは雨音だ。当然、その凄すさまじい美び貌ぼうと相まって、まさにビーナスの誕生もかくやといった絶景だ。陽の美貌を持つ雨音は、普通にしてさえいれば、これ程ほどウェディングドレスの似合う女性は居ないと断言出来る。これに関しては玉ぎよく蓮れんの及ぶところではない。

「ギリギリまで手直しをしていただいてて、さっき届いたばかりなんですよ」

　リョーコ・バルタの濃こい容よう貌ぼうは、洋装のウェディングに一番しっくり合う。漆しつ黒こくのウェーブのかかった短い髪かみもキリッとシャープな印象を与あたえている。

「ねえ似合う？」

　ネージュ・ナ・メルマスはまだ少女のままだが、長年、巫女みことして崇あがめ奉たてまつられて来る内に身についた立ち居振ふる舞まいが、神聖さを感じさせている。他の者達が、どこか気取った感じがあるのに対して、一番自然体なのである。

　そしてやはり西南にとっては、霧恋が一番目を引く存在だ。幼い頃ころからずっと憧あこがれて来た存在、まさに西南にとっては聖母のような、一番、近くで接して来た存在だからこその白い無垢なウェディングドレス姿は、憧れと奇き跡せきの結けつ晶しようだ。

「…………」
















　そして彼女達が、自分の為ためにウェディングドレスを着てくれた事を実感した途と端たん、思考が硬こう直ちよくしてしまった。その幸福という名の感情の奔ほん流りゆうに身動きが出来ないのだ。不幸という名の感情ならば、自じ慢まんではないが耐たい性せいは高い。だがその逆となると一気に免疫が無くなるのだ。宇宙に上がってから、多くの幸福な出来事があったが、それでもここまでの至福を感じた事が無い。

「もしかして……気に入らない？」

　無言の西南に霧恋が不意に不安顔になる。

「そ……そんな事、無い！……です。俺……」

　慌あわてて無理矢理に声を出す。質問しようと思ってた、知りたかった答えはもう十分に貰もらった。ならば言うべき事をちゃんと言うだけだ。

「みんなとっても綺き麗れいで……。俺なんかにはもったいない位で」

「良かった。西南ちゃんが気に入らないんだったら、どうしようかって、みんな不安だったのよ」

「そうそう。何と言っても、西南の為のウェディングドレスなんだからさ」

「ありがとうございます。俺ッ！　頑がん張ばってみんなを幸せにしますから」

「西南ちゃん!?」

　西南からのストレートな言葉に、霧恋達の顔が真っ赤になった。今度は霧恋達が思考を硬直させる番だった。

「ミャウミャウ！」

　と、衝つい立たての陰かげから可愛かわいらしくおめかしをした福が飛び出して来た。続いて美希クローン達も福と同様の装そう飾しよくをされ登場だ。その後ろにはこれまた愛らしくおめかしをしたアチャも居る。いいところで邪じや魔まが入った訳だが、知りたい事は知ったし、言いたい事は伝えた。このままではお互たがい、金かな縛しばり状態で見つめ合ったままになりそうだったので、丁度良いタイミングだったとも言える。

「福も綺麗にして貰ったんだね」

　西南は近付いて来た福を、装飾を崩くずさないよう気を付けながら抱だき上げた。

「ミャウ[image: ～][image: ～]ン」

「今日は結けつ婚こん式しき以外にも、守蛇怪が正式に西南君の船になった事を公表するの。福ちゃんをメインに美希さん達も、バックアップ端末という形で紹介されるわ。それから製作者が誰だれかもね」

　それまで黙だまって様子を見ていたアイリが近付いて来る。

「鷲羽わしゆう様の生存公表、という事ですか？」

「まあ既すでに知ってる人も多いから、大した混乱にはならないわ。アチャは西南君の家族席で見物ね。後で案内してあげるわ」

「アチャ、俺の父さんと母さん、妹が君に会いたがっていたから、相手をしてあげて」

「はい。勇者様！」

　アチャは西南に撫なでられ肯うなずいた。

「そういえばアイリ様……珀はく蓮れん達はどうなるんです？　私は瀬戸様からは何も聞いてはいないのですが？」

「彼女達は守蛇怪のクルーとして正式に派は遣けんが決まっているけれど、今回はクルーとしての発表はされないわ。一応、瀬戸様の女によ官かんとして会場には来ているわ。それから、みんな揃っているから、再度確かく認にんの意味で話をするけれど」

　アイリはそう言うと福を西南から受け取って抱っこした。

「ミャウ？」

「守蛇怪は本来、魎りよう皇おう鬼きの同型艦かんであり機密情報の塊かたまりである事など、情報公開をするには問題の多い船だった。でもダイ・ダ・ルマー戦でその存在と共に、異常な戦せん闘とう力の高さが知られてしまったせいで、皇おう家けの船と同様に、ある程度の情報公開をせざるを得なくなったわ」

「そうなると軍とタラントのように、情報を手に入れようとする者達が増えますね」

「福ちゃんは美希さん達のバックアップが可能となったから、危険度は減ったけれどね」

　たとえ福を誘ゆう拐かい、或あるいは排はい除じよしても守蛇怪は動く。福も名目は端末なので、さほど重要視はされない筈はずだ。あくまで機密として重要なのは守蛇怪なのだ。

「だけど、クルーの方は霧恋ちゃん達のみの公表となるわ」

「私達が囮おとりとなるのですね？」

「護衛の負担を減らす為に、他のチームはシークレットクルーとなる訳だ」

「どちらにしろ霧恋ちゃん達は、ＶＩＰ待たい遇ぐう者だから、それぞれの国やら組織の護衛が付くしね。船にしろクルーにしろ、有名になり過ぎて情報を隠かくす事はもう不可能だから、これからいろいろと以前とは違ちがって来るから肝きもに銘めいじてちょうだい」

「どちらにしろ、一番厄やつ介かいなのは西南だしな。ＺＩＮＶジンブも持っちゃったし」

　全員の視線が西南に集中する。

「状じよう況きようとしては、前とは変わらないけれど、敵はもっと多く巧こう妙みようになるでしょうね」

「こちらの警備態勢も以前よりも本格的になるんですよね？」

　西南は銀河連盟のＶＩＰであり、樹雷皇族でもある。警備態勢は最高ランクとなる。

「だからこそ、西南君自身の行動が重要となるのよ」

「そ、そうですね。気を付けます」

　途と轍てつもない確率の偏かたよりを持つ西南が好き勝手な行動をとれば、それを警護出来る者などは存在しない。地球に居た時と同様に気を付けていて初めて護衛も可能なのだ。まあつまるところ『気を付けろ、気を抜ぬくな』という事だ。

「失礼します」

　と、一人の職員が近付いて来る。

「山田西南様。そろそろ時間ですので、準備の方を」

「はい、分かりました」

　　　　×　×　×

　西南は人ひと気けの無い通路を、スタッフに先導されて歩いて行く。

『……よかった』

　西南は幸せそうな笑えみを浮うかべていた。もう何も不安は無い。そうして西南はスタッフの後に続いて転送ゲートに入った。

　──しまった。

　西南は咄とつ嗟さにそう感じた。以前の西南なら直前で気付いた筈だ。なのにあまりの幸せに気が緩ゆるんでいたのだ。

　転送された先は大型の格納庫だった。何かの部屋でもなければ通路でもない。それは明らかに来るべき所ではないと瞬時に悟った。そして転送ゲートが封ふう鎖さされているであろう事もである。と、次の瞬間、西南の頰ほおに打だ撃げきがヒットした。

「ぐはっ！」

　転送ゲートから遠く、跳はね飛ばされる。咄嗟に身を丸めて西南は一直線に走った。そこにあるのは大型シャッターの横にある通用口だ。

「無む駄だだ！」

　スタッフの言う通り、通用口にはロックがかかっている。逃にげられはしない。

「ぐっ！」

　スタッフの男は片手で西南のこめかみを摑つかみ、壁かべに叩たたき付けるように張り付けた。

「くかかカカカッ！」

　目ま深ぶかにかぶった帽ぼう子しが落ち、下から狂くるったようなスタッフの顔が見えた。

「……そんな……まさか!?」

　それは悪夢のような光景だった。スタッフの顔の穴という穴から血が流れ出し、ついには風船のように膨ふくらんだ。それは中から何かが出て来るような感じだ。そしてそれは西南を摑んでいる反対側の手も同じだった。

「!?」

　胃の腑ふからもどしそうになるのを必死に堪こらえる。

　──ああ、死亡フラグってあるんだな。

　意識を吐はき気から逸そらすように考える。幸せを感じた西南は僅わずかに心の緩み、隙すきを作ってしまったのだ。でなければあっさりとこんな場所には連れて来られなかった筈だ。

（気を付けろって、言われたのにな……）

「今度こソ、逃がさン」

　金属的な合成音声の響ひびきが混じった声が聞こえ、風船のように膨らんだ顔がついには破れた。

「タラント……」

「……死んだとでも思ってイタカ？」

　弾はじけた肉にく塊かいの下には悪あく魔まのような笑みを浮かべたタラントの顔があった。そして同じように弾けた腕うでの下からはタラントの機械の腕が血にまみれて鈍にぶく光っている。

　西南を摑んだ腕に力を込こめられ、西南は宙づりの状態となって行く。と、腹に鈍い痛みが走る。タラントが機械の腕で西南の腹を殴なぐったのだ。

「ごぶっ！」

　痛みで身体からだが硬直する。耐たえていた吐き気が解放され、盛せい大だいに口から胃の内容物が噴ふん出しゆつした。

「……クカカカカカ！」

「爆ばく発はつは偽ぎ装そうか？」

「オカゲデ、残った俺の身体ハ頭と腕ダケダがナぁ！　お前のセイデ、オレは全部ウシナッタ！」

「……自じ業ごう自じ得とくだ」

　そう言って西南はタラントを睨にらみ付けた。

「……クカカカ！　ソウ言えば、結婚のオ祝いを持ってクルノヲ忘れたなァ」

「そんなに気を遣つかわなくてもいいよ……」

「ソウダ！　貴様の死体を、箱はこ詰づめにシテ霧恋に送りツケテやろう……バラバラにシテ、顔はスグニ分かるよう、綺麗なママ箱詰めしてヤろう」

「くっ！」

　西南の表情が歪ゆがむ。

「どうだ？　最高のプレゼントだト思わないか？」

「……出来れば……遠えん慮りよしたいな」

「ハハッ！　オレとお前の仲じゃないか……」

　タラントは機械の腕を振り上げ手を手刀とした。

「遠慮は無用ダッ！」

　そしてそれを一気に西南に突つき刺さそうとした。




「西南君が帰って来ない!?」

　西南の着付けをする職員からの報告に、アイリと美守は不安そうな表情で顔を見合わせた。普ふ通つうであればこの厳重な監かん視しの中で、万が一など無い筈だが、何しろ姿が見えなくなっているのはあの西南だ。

「モニタールーム！」

『こちらの映像では、西南様なら化け粧しよう室にいらっしゃるのですが……』

　アイリの問いに、監視員は戸と惑まどいながらもそう言った。

「!?」

　アイリと美守は直すぐさま、あくまでも平静を装よそおいつつ、ホールからモニタールームへと急いだ。そして人目が無くなった瞬しゆん間かんにダッシュ。数秒後にはモニタールーム内に駆かけ込んだのだった。

　アイリ達と同時に飛び込んで来たのは瀬戸と珀蓮達だ。

　アイリと瀬戸、お互たがいに無言のまま、西南の居る部屋が映ったモニターを一いち瞥べつし、同時にほぼ一瞬の内にシステム内へと侵しん入にゆうする。

「チッ！」

　偽装映像が一瞬消え、困こん惑わく気味にこちらを見ている着付け職員が映る。そしてそこに西南は居ない。

「どこ……西南君！」

　そこにある全モニターがめまぐるしく点てん滅めつをくり返し、全域をスキャンしている。そしてあっと言う間に西南が入り込んだ転送ゲートを特定、その行き先を割り出した。

「お願い！」

　それは祈いのりにも似た呟つぶやきだ。

『あらら、アイリ様ぁ』

　そこに大写しで現れたのは、

「「えっ!?」」

　いつもとは少し大人しい感じだが、微笑ほほえみながら手を振ふっている美兎跳だった。

　　　　×　×　×

　格納庫に向かったアイリ達の目に飛び込んで来たものは、美兎跳と現場を保持監視している複数の清せい掃そう職員。そして少し衣服が破れ、口に軽く血を滲にじませ息を荒あららげている西南、そして少し離はなれた場所に転がる、消火修復用の弾だん性せい硬こう化かするジェルに完全に閉じ込められているタラントだった。

「そういう事……」

　瀬戸達はその光景から状況を瞬時に判断した。

「西南様」

　珀蓮達は直ぐさま西南に駆け寄ると傷の具合を確かく認にんし、瀬戸の方を向いて小さく肯うなずく。西南の具合はちょっとした擦すり傷と打だ撲ぼく程度で、珀蓮達は簡単な治ち療りように入る。

「私が来た時には事は終わっていました」

　美兎跳がいつになく真ま面じ目めに、短く報告をし、瀬戸達は肯く。

「アイリ様、お願い出来ますか？」

　アイリは美守の問いに小さく肯くと、ＧＰに報告書を提出する為、直ぐさま現場の状況をスキャンし始めた。

「転送ゲートから出たところで、ゲートに再度逃げ込まれないように奇き襲しゆうをかけ……」

　瀬戸と美守は現場の状況から詳しよう細さいを解かい析せきし始めた。

「そのままシャッター方向へと逃とう避ひ。そこから逃げようとして捕つかまった……か」

　散乱している肉塊を見れば、その時点でタラントが正体を現したのが分かる。

「ここでシステムにアクセスして、センサーを過反応させたのですね」

　その状況は、西南が初めての研修旅行でコマチに襲おそわれた時と同じだ。外部通路へのドア横にあるシステムへアクセスする端たん末まつのボックスパネルが開かれ、中のコンソールが見えている。

「この中でセンサーが過反応して狙ねらう相手は、タラントのサイボーグ体でしょうね」

　コマチの時は銃じゆうと静せい竜りようのエネルギーソードに反応していたが、今回はこの周りにある高エネルギー源はタラントの身体しかない。

「いきなり消火用のジェルを発射されて焦あせったでしょうね」

「硬化したジェルを剝はがそうと必死でね」

　瀬戸はジェルに覆おおわれたタラントを一瞥する。

「剝がそうとしてパワーを上げれば上げる程ほど、余計にセンサーは反応するでしょうからねぇ、ホホホ」

　弾性の高いジェルは衝しよう撃げきや引っ張り、刃は物ものでも勢いがあると硬化する。除去するにはゆっくりと切らなければならない。慌てて暴れれば正に底無しの泥どろ沼ぬま状態となる。

「それであのザマという訳ですね」

　スキャンを終えたアイリは瀬戸達の会話に合流し、美兎跳に合図を送った。

「ではみなさん、お願いね」

　アイリからの許可が出たのを見て、美兎跳は現場の保存監視を行っていた清掃職員達に指示を出した。直ぐさま彼等はバラバラに散った肉塊を丁てい寧ねいに小さな箱へと詰めて行く。その光景に瀬戸達は目を閉じて小さく頭を下げ、犠ぎ牲せい者の冥めい福ふくを祈る。

「……それにしても、無事で良かったわ」

　短く黙もく禱とうした瀬戸達は、西南の方へ近付いて行った。最後に疑問が残ったので、その確認を本人に行う為ためだ。

「西南殿どの、どうやってシステムにアクセスしたの？　そもそもコンソールはシールドされているし、鍵かぎなんか持っていなかったわよね？」

「昨日、鷲羽様に……『賢けん者じやの石』を貰もらったんです」

「ああっ、そういう事」

　瀬戸はその一言で納なつ得とくしたように肯き、横でアイリは小さく舌打ちをした。

「瀬戸様、賢者の石とは何ですか？」

　それが何かを知っているのは瀬戸とアイリだけだ。美守達は答えを待つように瀬戸を見つめている。

「体内にインストールするタイプのＮＢよ。西南殿が以前持っていたものよりも……」

「どうせ私のより高レベルですよ」

　アイリはプクッと頰ほおを膨ふくらませて拗すねた。

「クスッ、機能を特化させている分ね」

　性能的にはアイリのＮＢと鷲羽のそれとでは大差は無い。だがアイリのＮＢには変なキャラクター付けとか監視システムだとか余計な機能が満まん載さいだったせいで、トラブルとなる場合も多々あった。つまりそれを排はい除じよしたという意味での機能特化だ。

「それでも……」

「ええ、たとえ鷲羽ちゃんが造ったとしても、ただのＮＢに『賢者の石』なんて大層な名は付かないわ。そのＮＢが、鷲羽ちゃんのデータベースへのアクセスが出来るからこその名なの」

「鷲羽様の!?」

　美守達は『賢者の石』と呼ばれる理由を理解した。歴史上最高と呼ばれる哲てつ学がく士しである鷲羽の知に触ふれる事が出来るのなら、確かにそう呼ばれるに相応ふさわしい。

「もちろん西南殿がアクセス出来るのは、最下層域でしょうけれど、それでも普通の人間が触れられる最高の知識が得られるわ。それに高層域のデータは、たとえ思考特化の生体強化をした人間でも、長い訓練と才能が必要よ」

　例たとえるなら、何気なく見た風景、そこに見えた花一輪、虫一匹ぴきに対して、それに関係する膨ぼう大だいな知識が瞬時に流れ込んで来るのだ。ましてや景色全体となると如何いかほどのものかは想像が付くというものだ。それらを一瞬で理解し処理しなければならないのだから、普通の人間であれば確実にショック死するだろう。

　ちなみにアイリが舌打ちをしたのは、次に西南に渡わたすＮＢにも、悪あく辣らつな仕し掛かけをしようとしてたからだ。つまり鷲羽に先を越こされた、のである。

「賢者の石の力があれば、ここのシステムにアクセスして、暴走状態にするなんて、造作もない事でしょうね」

「まだ使い慣れないんで、直接そのものに触れないとダメですけど……」

　治療を終えた西南は、珀蓮達に助け起こされながら、言った。

「それでドア近くの端末にまで行かなければならなかったのですね」

「……とにかく西南殿に何事もなくてよかったわ。珀蓮達は西南殿を化粧室へ送って行ってあげて。それからこの事は霧恋ちゃん達には内密にね」

「承知いたしました」

　珀蓮達四人は西南を取り囲むように転送ゲートへと向かった。それを見送った瀬戸達は西南達が転送されたのを見て安あん堵どの溜ため息いきを吐ついた。

「誰だれが手引きしたか調べなくてはなりませんが……それにしても、たった一人でタラントを捕まえるなんて……」

「逞たくましくなったものだわね」

「西南君は実戦経験も豊富ですからね」

「不幸な形だったけれど……クスッ、それこそ西南殿らしいというべきかしらね？……さて、せっかく西南殿が捕まえてくれたのだから、丁重におもてなししなくてはね」

「そうですわね。ホホホ」

　瀬戸達はタラントの方を一いつ斉せいに見た。タラントは凄すさまじい形相で瀬戸達を睨にらみ付けていたが、その表情は直すぐさま、今まで彼が見せた事が無いであろう程に、狼狽うろたえたものとなったのだ。

　心しん胆たんを寒からしめるような笑えみを浮うかべる瀬戸、アイリ、美守。生け捕どりにされたタラントに待つ未来は、それまでの悪行に相応しい、おぞましい末路なのだから。








10「裏方の裏事情」









　水み鏡かがみの居住区の一つ。経理情報課のある巨きよ大だいなホールでは林りん檎ごの率いるハイエナ部隊が今日も数字と格かく闘とう中だった。

「ねえねえねえねえねえねえ、聞いた？」

　嬉うれしそうに林檎の後ろではしゃいでいるのは、紫むらさきの髪かみをした瀬せ戸との女によ官かんだった。だが他の女官達と違ちがい、フードを外しその素す顔がおを晒さらしている。

　瀬戸の女官でフードを外すのはプライベートの場か特とく殊しゆな立場にいる者達だ。しかも彼女は高い地位の者しか許されない髪型もしていて、心なしか水みな穂ほや阿あ重え霞かに面おも影かげがあるような感じだ。

「ほら、水みず子ね。林檎様の邪じや魔ましないの」

「痛い痛い！　音おと歌かぁ耳引っ張らないでぇ！」

　こめかみに血管を浮き上がらせながら、正まさ木き水子の耳を容よう赦しやなく引っ張っているのは少しボーイッシュな正木音歌である。

「貴女あなた達、林檎様達の邪魔はいけませんよ」

　そう注意するのは一番年上っぽい、落ち着いた感じの正木風ふう香かだった。

　この三人はその名字の通り、地球、正木の村の関係者だ。

「それにしても西せい南なちゃんがタラントを生け捕りにしてしまうとは」

「一対一の勝負になれば、タラントなど西南様の敵ではないでしょう」

　林檎は目の前の数字を見ながらそう答えた。林檎が今行っているのは、西南達の結けつ婚こん式しきの予算管理だ。怪あやしげな出費を管理し、適正な価格交こう渉しようを部下に指示しているのである。

「そもそもタラントという男は、組織と高レベルの武器を振ふり回しているだけの男ですからね。所しよ詮せん、動物的な鋭するどい勘かんといった才能にあぐらをかく、ただの怠なまけ者です」

　まさしく『ウサギとカメ』のウサギだ。そして西南は決してカメではなく、彼もウサギの部類である。しかも努力を怠おこたらないウサギだ。あくまでも確率の偏かたよりに足を引っ張られているだけなのだ。

「クスッ。これでまた少し忙いそがしくなります」

「そ、そうですね」

　林檎の笑みに風香は背筋に寒気を感じた。タラントが西南に捕らえられたという事は、それ関係の被ひ害がいや、旧シャンクギルドの資産、タラントにかけられた報ほう奨しよう金きんや、将来における被害回かい避ひとか、タラントと裏取引をしていた連中からの口止め料等々、林檎が西南の為にハイエナ部隊の本領を発揮する事を意味しているからだ。

「でも西南ちゃんと霧きり恋こちゃんの結婚式に出なくてよろしいのですか？」

「私がお役に立てる事は、これだけですから」

「西南ちゃんには第二弾だん第三弾と、お嫁よめさん候補が居るんだから、結婚式もこれが一回目ってだけですものねぇ」

　水子は音歌から逃にげ出し、懲こりずに林檎に話しかけた。林檎も何回目かの主役になるので、今いま更さら出席する必要も無いという事だ。

「それより、お三方こそ出席なさらないでよろしいのですか？」

「私達はまだ、その時期ではありませんし……」

「林檎様ぁ。分かってらっしゃいませんよねぇ。結婚式なんかより、もっと面白い場所があるんですからぁ」

「面白い場所？」

「新婚夫ふう婦ふの新居。『ちょっとお手洗い貸して下さいねぇ』ってそのまま間違えたフリをして寝しん室しつにっ！」

　夫婦の夜の営みの証しよう拠こを漁あさろうという訳だ。と、そのまま水子はあっという間に風香と音歌によって簀す巻まきにされ、高い木の上から蓑みの虫むしのように吊つるされたのである。

「とりあえず霧恋様に殺されないようにして下さいね」

　林檎が小さく溜息を吐き、作業に戻もどった。

「それにしてもずいぶん安く抑おさえてらっしゃるようですが……外の業者なのに大だい丈じよう夫ぶですか？」

　付き合いの長い業者であれば、林檎達のやり方は熟知しているし、林檎達もいろいろな商売に必要な情報やセキュリティ面などの便べん宜ぎを図はかり、相手方にも十分な利益が出るようにしている。だが付き合いの無い外の業者だと、その便宜の部分が無い分、相手方の利益は大おお幅はばに縮小されるのだ。つまりハイエナ部隊の悪名が高まり、その矛ほこ先さきは西南とかに向けられるという事だ。

「これでも大おお盤ばん振ぶる舞まい、ご祝しゆう儀ぎ相場です。いつもの仕切りなら、この半分で済みますからね」

　それでも美み守かみは、いつもならこの五倍は掛かると言っているのだから、どれほどこういう時の相場が上乗せされているか、或あるいは無む駄だが多いかが分かろうというものだ。

「本当だったら、本当だったら……」

　林檎はその数字を見て必死で我が慢まんしているようである。風香達はこれ以上、刺し激げきしないよう、ソッとその場を離はなれた。

「降ろしてぇ[image: ～][image: ～][image: ～]」

　大木の蓑虫の声は、削さく減げん出来るのに出来ないストレスと必死に闘たたかう林檎には、全く届いていなかった。




　太陽系の外れ、披ひ露ろう宴えん会場へ向かうゲートとなっている駐ちゆう船せん場じようステーションでは、招待客や引き出物、食料品などの移送も行われていた。

「急げ！　もうあまり時間はないぞ！」

　披露宴の用意をしているスタッフ達を指揮していたのは静せい竜りようだ。式場の運営はレセプシーと天てん南なん財ざい閥ばつ企き業ぎようが共同で行っているのだ。特に物品の輸送搬はん入にゆうは天南の仕切りだ。

「まさかっ!?」

　と、そこに大型輸送艦かんが近付いて来た。キンキラの装そう飾しよくを施ほどこされたねぶたの山車だしのような船。

「うっ、運うん呼こだと!?」

　それは紛まごう事無き、ダ・ルマーギルド最強艦、運呼だった。

『申し訳ありません。少し遅おくれましたぁ』

　映し出されたモニターに映っていたのは、バリーとコーンだ。

「おっ、お前達！」

『あっ、お久しぶりです艦長！』

　　　　×　×　×

「なるほど。輸送業をな」

　静竜はバリーとコーンと共に搬入作業の確かく認にんをしながら世間話をしていた。

「かなり高性能でこの外観でしょう？　おめでたい席やお祭りのイベント用にも引っ張りだこで」

　基本設計はダイアロスなので高性能だ。人を恐きよう怖ふに陥おとしいれていた悪あく魔まの船が、今度は平和利用されているのだから、これまた良しだ。バリーもコーンも商売が板についている様子で、以前のようなだらけた感じは無い。収入もそれなりに有るのだろう、小こ綺ぎ麗れいでさっぱりとした良い服を着ている。

「ふむ商売繁はん盛じようで何よりだ」

　元部下の見違える様子に、静竜は嬉しそうだ。

「そういえばアランはどうした？」

「それが……あれから行方ゆくえが分からなくて……」

「あいつの事だから、どこかでいつもの調子でやってるのだと思います」

　バリーとコーンは顔を見合わせ、困こん惑わく気味にそう言った。

「まあ、あいつの場合は、落ちる所まで落ちないとダメだろうからな。お前達も、何があっても助けようなんて思っちゃダメだぞ。心を鬼おににして蹴け落おとせ。でなければまたお前達ごと同じ事のくり返しだからな」

「ええ、分かっています」




「俺達ここに居ていいのですかねぇ……場違いも甚はなはだしい感じですが」

　ラジャウは披露宴会場を見回しながら、隣となりでグッタリしているケネスを突ついた。

「もう！　これから食事だってのに、飲み過ぎよ」

　更さらに隣に居るミランダは呆あきれ顔だ。

　控ひかえのホールで行われていたレセプシーの興業では、さすがに食べ物は供されてはいなかったものの、軽いカクテルとジュースの類たぐいはあった。もちろんＶＩＰが大勢招かれている会場だ、ジュースは超ちよう高級品でタダ。後は言わずもがな、である。

「それにしても、ラジャウ君が場違いだって言うのも分かるわ」

　カリーチも大きく溜息を吐いている。何と言っても周りは各国の最高指導者やら、皇おう族ぞく貴族、そしてそれに準ずるＶＩＰばかりなのだ。そこにＧＰを出たばかりの新米が列席しているのだから居い心地ごこちが悪いのは当然だ。

「ＧＰなら警護スタッフとして出る事はあるでしょうけどねぇ」

「このレベルに駆かり出されるようになるなんて、一体、どれ位未来の話よ」

　間違いなく、ほとんどの隊員がそこに到とう達たつ出来ないだろう。

「まあね。それよりケネス、準任務扱あつかいなんだから、ちゃんとしなさいね」

　ここへは全員、休きゆう暇かを利用して来たのではなく、各上司から「行ってこい」と言われているのだ。

「は……はい」




「初めまして。アチャと申します」

　アイリに連れられて親族席にやって来たアチャは、西南の家族に挨あい拶さつをした。

「あらあら、ご丁てい寧ねいにありがとうね」

「うっわぁ！　可愛かわいい！」

　吉よし子こは直すぐさまアチャに近付いた。もう抱だき締しめたくてウズウズしている。

「私、吉子よ。西南の兄ちゃんの妹。よろしくね、アチャちゃん」

「はい。よろしくお願いします。吉子お姉様」

「お姉ちゃん、でいいわよ。呼んでみて」

「はい。吉子お姉ちゃん……！」

　と、吉子は堪たまらずアチャを抱っこした。

「ワウって種族だっけ？　ああいう子を見ると、宇宙って感じだな」

　北ほく東ともニコニコしながらアチャを見ている。

「このまんまで、ご近所さんに紹しよう介かいしたい位、可愛いわよねぇ……持って帰っていいですか？」

「まあ、さすがにそれは……ね」

　今日きよう子この本気とも冗じよう談だんともつかない言葉に、アイリも苦く笑しよう気味だ。

「吉子ちゃ[image: ～][image: ～]ん」

　と、そこへ海かいが親族席に駆け寄って来た。後ろには月つき湖こも居る。一ひと頻しきり、アチャの紹介や挨拶をした後、

「母ちゃん。俺、ちょっと西南に挨拶して来たいんだけど……」

「時間もあまりないから急いでね」

　そう言うや否いなや、吉子と連れだって走る後ろ姿を見た月湖は小さく溜ため息いきを吐ついた。

「そういや、天てん地ち君達とは一いつ緒しよじゃなかったの？」

「もう到着はしているんですが、いろいろと人目に付くとまずい方々も多いので、控ひかえ室に。直前に入場予定です」

「そう……それより、私としてはちょいと残念な事があるのよねぇ」

　今日子はニヤニヤ顔で月湖に顔を寄せた。

「何がです？」

「出来れば、あちらの席に座って居る貴女あなたを見たかったなぁ、ってさ」

　今日子は披露宴の席の方を一いち瞥べつする。

「クスッ……それはまた、追い追いと、ですよ」

「ほっほおぉ……それはそれは。期待しているわよ」

（……ああ、我が息子むすこよ。お前の未来はまだまだ前ぜん途と多た難なんだ）

　隣で繰くり広げられる女同士の悪だくみに、北東は癒いやしのアチャと戯たわむれながら大きな溜息を吐いたのである。




「…………」

　控え室で呼ばれるのを持っていた西南は、ときおり鏡を睨にらんでは自分の姿に変な所は無いかと気にしていた。もちろん容姿に自信など無いが、それでも背筋を伸のばし、堂々とした姿を見せないと、霧恋達に恥はじをかかせる。緊きん張ちようして壇だん上じようで躓つまずいて転こけるなどあってはならない。

（俺の人生の中で一番緊張してるんじゃないか？　これならタラントと戦った時の方がまだ……）

　タラント戦のおかげで気が引き締まったのはある意味幸いだった。あとは落ち着きさえすれば、大きな失敗はしない筈はずだ。大きく深呼吸をして気持ちを落ち着けようとする。

（そうだな結けつ婚こん式しきの会場は、俺にとっては戦場と考えればいいんだ）

　霧恋達の為ために失敗をしない。無事に結婚式を終える。それが任務だと考えれば気分がかなり落ち着いて来た。恐おそらく結婚式以上に緊張するであろう、その後の新婚旅行については、今は思考の隅すみっこに追いやって蓋ふたをしておく。

「よし！　まずは目の前の任務を遂すい行こうする」

「お兄ちゃん、ちょっといい？」

「ん？　何だ吉子……えっ？」

　声を掛かけられ、西南が振り向いた先には、吉子と仲良く手を繫つなぐ海の姿があった。

「よお、西南兄さん！　やってるかぁい？」

「……え？」

　その姿はこの手の話題に鈍どん感かんな西南が見てもラブラブ、な感じである。

「……お前たち、もしかして？」

「きゃ♪」

「まあ……そういう事だ」

　吉子は頰ほおを染め、海は訳の分からない決めポーズをとる様子に、ちょっとムッとする。だがある意味似合いのカップルではある。

「な、なんだよお前たち、いつの間に……。って何で黙だまってたんだよ？」

「お兄ちゃんが霧恋さん達の事で、ウダウダといつまでも悩なやんでいるから言いそびれたんじゃないのよっ！」

「えっ？……あっ、ごめん」

　ギンッと吉子に睨まれ、西南は上司に叱しかられる部下のように直立不動だ。

「お兄ちゃん、結婚式の後は、すぐに新婚旅行でしょう？　だから今のうちに話しておこうと思ってね」

「……うん、まあ……俺は別に構わないけど……。だけど、海に『兄さん』なんて呼ばれるのは、まだまだ早いぞ！」

「ハッハッハ！　何言ってんだ。霧恋姉と結婚すりゃ、お前は俺の兄貴じゃないか」

「あ……そっか」

　確かに海の言う通りだ。反論の余地は無い。妹と親友の関係を知り、珍めずらしく西南も動どう揺ようしているようだ。

「でもまさか、霧恋姉や西南が宇宙に行ってたなんて、驚おどろいたよ。まっ、俺もえらい目に遭あったけどな」

「えらい目？……まさかお前も海かい賊ぞくに襲おそわれたとか？」

「っつーか、ちょっとした正木の村伝統の儀ぎ式しきがな。母ちゃんも村の人も、水子姉達や吉子ちゃんまで参加して、ノリノリで人を騙だましてくれちゃってさ」

「エヘヘヘ。ごめんね。でもあの時の海君、格好良かったよ」

「ん？　そう？」

「うん、とっても……」

「吉っちゃん……」

「海君……」

　何やら二人だけの世界に入ってしまい、西南はすっかり置いてけぼりだ。まあハッキリ言って『勝手にして下さい』『リア充じゆう爆ばく発はつしろ』といった感じである。もっとも西南こそリア充の権ごん化げなのだが、それはそれ、これはこれだ。
















「じゃあね、お兄ちゃん」

　吉子と海は腕うでを組んでパーティションの外へ出て行った。

「……いきなりやって来てイチャラブ見せつけて出て行くって……あの二人、コントでもやりに来たのか？」

　海が絡からむとどうしてもそうなりがちだ。そういったところが海の父、ダイに似ているし、月湖や霧恋が嫌きらう要因である。西南も上からタライでも落としてやりたい気分だ。

　しかも二人が行った先は転送ゲートのある場所ではなく、隣のブースに続く通路だ。この部屋はアクアリウム中心に、ドーナッツ状構造になっている。つまりは一周して『いや、間ま違ちがい間違い』とか笑いながら戻もどって来るというギャグをやり、ついでに自分達の仲なか睦むつまじさを見せつけようという魂こん胆たんなのだろう。

「あっ、会場への入場が始まったみたいだな」

　会場にＧＰの隊歌をアレンジしたものが流れ始めた。これはいろいろな場面で行動を起こす時に使われる曲だ。特にＧＰアカデミーでは、どこかに生徒を集合させる時によく流れるので、おなじみだ。

「…………」

　後ろに控えていた珀はく蓮れんが一度、他の三人を見て肯うなずき、大きく息を吸い意を決したように西南に近付いた。

「……西南様」

「はい？……って、珀蓮さん??」

　と、後ろを振ふり向いた西南が見たものは、女によ官かん服を脱ぬぎ去り、インド風と表現するのが近い、見た事の無い服に身を包んでいる珀蓮達四人の姿だった。

「あ、あの……？」

「私共、西南様に是ぜ非ひともお力ちから添ぞえいただきたい事がございます」

「力添え？」

「はい。どうかこのようなやり方をする事をお許し下さい」

　珀蓮の言葉が終わるか終わらない内、玉ぎよく蓮れんが西南に抱き付いて来た。その表情はうっとりとしてまるで恋こい人びとにするそれだ。

「玉っ!?」

　玉蓮の表情と極ごく上じようの肉体の感かん触しよくと良い匂におい。一いつ瞬しゆんで西南の思考が止まる。身体からだは金かな縛しばりに遭ったように硬こう直ちよくした。と、玉蓮ごと拘こう束そく具が西南を搦からめ捕とる。

「暴れないで下さいまし。ああ、でもそれもいいかも」

　うっとりとした表情で、玉蓮は西南に語りかけた。

「急ぐわよ！　船の準備はいい？」

　珀蓮は移送用の浮ふ遊ゆうリングをはめ、西南達の身体を持ち上げた。

「いやぁ[image: ～][image: ～][image: ～]間違い間違い」

「もう、海君ったらお茶目さん♡」

　と、そこへ抜ばつ群ぐんに間の悪いタイミングで、先さき程ほど西南が予想した通り、アクアリウムを一周したイチャラブカップルのアホ二人が戻って来る。

「じゃあ、お兄ちゃん……って、あれ？」

　さすがにアホカップルも西南のただならぬ様子に気付いた。そして同様に珀蓮達もいきなり帰って来た海達に驚いた様子だ。

「……邪じや魔ましてすまん、西南。お前にそんな趣しゆ味みがあったとは知らなかったんだ」

　お互たがいが固まった状態の中、最初に言葉を発したのは海だ。

（今度鷲羽わしゆうさんに、好きな位置にタライを落とせる装置が出来ないか聞いてみよう）

　西南は助けを求める以前に、そう考えたのである。もちろん玉蓮の感触から気を逸そらそうとする意図も有ったと付け加えておく。








11「追いかけて追いかけて」









　披ひ露ろう宴えん会場では招待客の入場も終わり、全員が席に座っていた。天てん地ち達も会場が暗くなったところでソッと入場したのだが、他ほかにも数組、そのような入場をした者達が居たので、他の者達と直接顔を合わせられない『訳あり』が居たのだろう。

　壇上横にピンスポットが当たり、司会も兼けん任にんしているアイリが現れた。

「皆みな様さま、本日はお忙いそがしいところ多数お集まりいただきまして、誠まことにありがとう存じます。これより山やま田だ家、樹じゆ雷らい柾まさ木き家、カウナック家、バルタ家、メルマス家の結婚披露宴を執とり行います」

　と、万ばん雷らいの拍はく手しゆが会場を包んだ。中にはアイリに対するヤジとかブーイングが混じっていたが、それはいつもの事だ。

「後で覚えてろよ。では最初に、四人の新婦の入場です！」

　軽く客席を睨にらみ、さらっと流すアイリの言葉が終わると同時に、メインひな壇の後ろに並んだ四つの、それぞれの新婦をモチーフに飾かざられたゲートに、四本のピンスポットが当たった。そして厳おごそかに結婚行進曲が流れ始める。

「おおっ」

　どよめきと歓かん声せいの中、それぞれ雨あま音ね、霧きり恋こ、ネージュ、リョーコが見事なウェディングドレスに身を包んで転送されて来た。

　この式のヒロイン達の登場だ。割れんばかりの拍手に迎むかえられ、四人はしずしずと壇前方へと歩み寄る。元トップモデル、樹雷柾木家皇おう族ぞく、不ふ世せい出しゆつのメルマス巫女みこ、新生バルタ王国第一王女。それぞれ一人であろうとも存在感のある女性達だ。それが四人ともなれば、それだけで迫はく力りよくが違う。

「ちょっと盛り上げすぎじゃないかなぁ……」

　親族席にいる北ほく東とが不安げに呟つぶやく。どう考えても西せい南なが一人でこれに対たい抗こう出来るとは思えない。コントの落ちネタになりそうだ。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。西南殿どのの功績はとても素す晴ばらしいものですから、皆さんそういう目で見てくれますよ」

　瀬せ戸とはそっと北東に囁ささやいた。勝手に拡大解かい釈しやくして大物認にん識しきしてくれるという訳だ。

「続いて正面入り口より、新しん郎ろう・山田西南の入場です。皆様大きな拍手を！」

　先程以上の、嵐あらしのように巻き起こる拍手。ひな壇側と逆の大きなゲートにピンスポが当たり、転送されて来たのは……。

「吉よし子こぉ！」

　西南の両親は驚いて立ち上がった。

「海かい！　あんた……」

　そして続いて月つき湖こ。会場中がザワつき始める。

「あ、え、えーと……お兄ちゃん、攫さらわれちゃいました……エヘヘヘ」

　と、見事な間合いで吉子は笑った。

「「「「えええええええええええええええええええええっ!!」」」」

　うん。見事なコント落ちである。吉子の言葉に会場中が驚きの声で揺ゆれたのだった。




『ミャアアアアアアアアアアアアアオオオオオオオオオンン！』

　凄すさまじいうなり声を上げ、結婚式場のドックを破は壊かいする勢いで、守かみ蛇だ怪けは飛び出して行った。異常なエネルギー反応は月の裏側にも拘かかわらず、地球人達に気付かれそうな程だったが、当然、そんな事はお構い無しだ。

「何考えてんのよ、あのクソババァ親衛隊はっ！」

　守蛇怪のブリッジにはウェディングドレスを着たままの霧恋達と福ふくクローン達が、メインモニターのレーダーに映る珀はく蓮れん達の乗る宇宙船を、まるで親の敵かたきでも見るかのように睨にらみ付けている。

「でも動機がよく分からないわね」

　人型の美み希きは腕組みをして仁に王おう立だちだ。

「玉ぎよく蓮れんさんは悪ふざけだけでこういう事をしそうだし、翠すい簾れんさんは何も考えずに流されそうよね。珀蓮さんは、考えすぎて突とつ飛ぴな行動を起こしそうだけれど、火か煉れんさんが居るとなると、やはり何か明確な動機があるとしか思えないわね」

「……何気にスゲエ偉えらそうだよな、あの娘こ。しかも付き合いが短いのに四人の性格、しっかり把は握あくしてるし」

　美希の態度に、雨音達はちょっと冷静になった。

「さすがは霧恋さんのお母様がモデルなだけありますよね。仕切りの強ごう引いんさが霧恋さんそっくりです」

「霧恋の妹みてえなもんだからなぁ」

　雨音とリョーコは顔を寄せ合ってヒソヒソと話をしている。もちろん霧恋に聞こえる事前提だ。

「そこっ！　何気に遠回しにしないで、言いたい事があるなら面と向かって言いなさい！」

「おいリョーコ、映像出るか？」

「ちょっと待って下さい」

　霧恋に睨まれ、雨音とリョーコはサッと離はなれるとオペレート作業を始めた。これもまたお約束だし、霧恋も大して気にはしていない。怒ど鳴なって発散して終わりだ。

「目標捕ほ捉そく、映像出ます！」

　と、捕捉された艦かん影えいがモニターに大写しになる。

「見た事の無い型ね」

　霧恋が訝いぶかしげに首をひねる。目標艦はかなり独特な形状で、アラジンの魔法のランプと表現するのが一番近い感じだ。

「……識別番号無し、未登録艦です！」

「海かい賊ぞく艦なの？」

「でもあんな形状の船は、見た事ありません」

　リョーコは霧恋の問いに答えつつ、オペレートの手は止めない。

「艦影照合完かん了りよう……高確率で簾れん座ざ連合所属の船です！」

「簾座って、連盟外の船って事？　つまり彼女達は簾座の人間だったって事なの!?」

「でも簾座の人間なら、西南君を攫ったのも何となく頷うなずけるわね」

「ＺＩＮＶジンブね」

　美希と霧恋は視線を合わせて肯うなずいた。




　珀蓮達の船のブリッジは、マハラジャかスルターンの居城の寝しん室しつのような感じだ。巨きよ大だいなベッドの中にオペレーター席があり、皇家の船と同様、とてもそこがブリッジだとは思えない様相だ。

「今まで正体を隠かくしていて、本当に申し訳ありません。実は私達は、簾座連合から参った者なのです」

　西南はフッカフカのベッドに、攫われて来たままの姿で横たえられ、その前に珀蓮が恭うやうやしく跪ひざまずいて頭こうべを垂れている。

「簾座？」

「私共の簾座連合も、こちらと同様、海賊の跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こ、横行が激しく」

「西南様の、短期間でダ・ルマーを壊かい滅めつさせたお力、甚はなはだ感服いたしました。是非とも、我々にもそのお力をお貸し下さいまし」

「あの……そろそろ外してくれませんか？」

「あら、よろしいので？」

「…………」

　西南は思わず黙だまり込んだ。何しろ玉蓮が抱だき付いた状態のままなのだ。健康な男子としては、いろいろとまずい状態となっているのである。

「まずい！　守蛇怪に捕捉されたわっ！」

　火煉がその気まずい雰ふん囲い気きに割り込んだ。モニターには守蛇怪が映し出されている。

「翠簾、もっとスピード出ないの!?」

「向こうは守蛇怪……無理」

「こちらだって最さい新しん鋭えい艦かんなのに……さすがとしか言いようがないわね」

　火煉はチラッと時計を一いち瞥べつし、歯は嚙がみをした。

（逃にげ切れるか？）




　披露宴会場では、さすがに当初こそ動どう揺ようも見られたが、そこは山田西南というトラブルメーカーを知る者も多いので、すぐに沈ちん静せい化した。それどころか守蛇怪のブリッジの実じつ況きようを見つつ、これを一つのイベントと考え、それを肴さかなに豪ごう華かな食事を楽しむ者達も多い。こういう状況なので、さっさと酔よわせてしまえとばかりに、結けつ婚こん式しき後に出す筈はずだった強い酒も放出、会場はまさに忘年会か慰い安あん旅行の宴会場、無礼講の場と化している。

「あの坊ぼうやも飽あきさせない子だねぇ」

　コマチもワイングラスを片手に、モニターに映る守蛇怪を肴に飲んでいる。

「全く困った奴やつだな」

　静せい竜りようは給仕姿でコマチに近付いて、空きグラスにワインを注ついだ。

「困ったという意味ではお前も同じだ。で、何だ、その格好は？」

「ここの仕切りは天てん南なん財ざい閥ばつもかんでいるからな」

「それで給仕をね……ん？」

　コマチは不意に静竜から小さな花束を渡わたされ、不思議そうに静竜を見上げた。

「明日はお前の誕生日だろう？　ちょっと早いがプレゼントだ」

「なっ!?……よく私の誕生日なんか知っていたな」

　コマチは視線を逸そらし、恥はずかしそうに花を指で弄もてあそんでいる。

「一度はお前の上司となったのだ。部下のデータくらい掌しよう握あくしている」

「誕生日なんか、もう何年も誰だれにも祝ってもらった事なんか無かったから……。なんかこう……嬉うれしいもんだな。照れちまうけど……」

　コマチは真っ赤になって照れ照れだ。と、静竜はネクタイを外し、近くにあったイスを引き寄せてコマチの隣となりに座った。

「さて、今日は仕事もお終しまいだ。まあゆっくりと不ふ甲が斐いない生徒の行く末でも見るとしようかな」

「ダメな先生にそう言われるあの子が気の毒だよ」

　コマチは苦く笑しようしつつ、ワインを別の空きグラスに注いで手渡す。

「ふん。奴の未来に幸さちあれ、だな」

　チン、二人はグラスを合わせて微笑ほほえんだ。

　　　　×　×　×

「クックックッ！　西南の奴、相変わらず笑わせてくれるなぁ」

　親族席の魎りよう呼こは、高そうなブランデーを給仕から取り上げ、手て酌じやくで飲んでいる。

「魎呼さん、笑い事じゃありませんっ！」

「鷲羽わしゆうちゃん、何とかならないの？」

　天地は困こん惑わく顔で鷲羽を見ている。

「霧恋殿達が追っかけてるんだから、心配いらないよ」

「だけど西南君がどうなっているか……」

「おうっ！　そうねっ、それは心配よね。んならここは同時中ちゆう継けいといこうかね」

　と、壇だん上じようの大型スクリーンに映った守蛇怪ブリッジと並び、珀蓮達の乗る宇宙船のブリッジが映し出された。もちろん西南に渡した賢けん者じやの石の能力だ。

「おおっ！」

　玉蓮と一緒に拘束された西南や、珀蓮達の艶なまめかしい衣い装しように会場中にどよめきと溜ため息いきが起こった。

「天地殿どの、こんな感じだけど？」

「……もう暫しばらく様子を見ようか」

　その光景に天地は小さく溜息を吐ついた。

　考えてみれば彼女達も西南の将来の嫁よめ候補だ。殺さつ伐ばつとした雰囲気でも無いので、さほど心配も要いらなそうだ。何か力が抜ぬけたように、天地は食事を始めた。

　　　　×　×　×

　親族のテーブルでもその反応は様々だ。中には大爆ばく笑しようをしている者も居るが、概おおむね、毎度の事だと諦あきらめ顔だ。

「瀬戸、お前知っていたな？」

　内海うつつみはシレッとしている瀬戸を横目で睨む。他ほかにも瀬戸を恨うらめしそうに睨んでいるのはアイリと美み守かみ、そして月湖もだ。

「もちろん、知ってはいましたよ。でもまさか今日やるとは思いませんでしたわ」

「噓うそばっかり！　あの娘こ達にガードさせている段階で確信犯でしょ！　そうに決まってるわ！　絶対そうよっ！」

　真っ先に嚙かみついたのはアイリだ。もちろんアイリの場合は怒おこっている論点が違ちがう。

「このヤロっ！　代われ玉蓮!!」

「瀬戸様っ！」

　アイリを無視して美守と月湖は瀬戸に詰つめ寄った。

「ん[image: ～][image: ～][image: ～]、まあ、踏ふみ絵をさせたのは事実よ。私としては、結婚を選んでくれると嬉しかったんだけれどねぇ」

「……一体どういう事なんです、瀬戸様？」

「彼女達の本来の目的は皇おう家けの樹き。簾座の対海賊用に欲ほしかったんでしょう。あちらの人型兵器には、下位世代の皇家の樹が使われているらしいから」

「西南君がＺＩＮＶを得た事で、それ目的の誘ゆう拐かいですか？」

「でも西南殿と結婚すれば、同じ事でしょう？」

「……それで踏み絵ですか」

　つまり将来、西南と結婚すれば問題無く、ＺＩＮＶや守蛇怪、霧恋の瑞みず輝きも対海賊用の戦力と出来る。それにも拘かかわらず、西南を誘拐したという事は、珀蓮側にそれが出来ないか或あるいは急を要するとか、何らかの理由があるという事だ。

「そう簡単に珀蓮達の船が守蛇怪から逃げ切れるとは思えないわ。とりあえず、暫く楽しみ……ああ、様子を見ましょう」

「はぁ……」

　チラッと漏もれた瀬戸の本音に、そこに居る全員が抗こう議ぎを諦めた。




『なっ！　なんて破は廉れん恥ちな格好をしているのよ！　早く西南君から離れなさいよ、この女め狐ぎつねっ』

　全員が玉蓮と西南の姿に啞あ然ぜんとなっているところをいち早く復活し、最初の口火を切ったのは美希だ。その立ち直り、再起動の早さは驚きよう異い的である。

『申し訳ありません。これが一番安全なので』

　　　　×

「まあ西南殿が暴れないようにするにはああするのが一番でしょうね」

　瀬戸が突つっ込む。無理矢理拘こう束そくを解こうとすれば、玉蓮を傷付ける事となるからだ。

　　　　×

『火煉！　だったら他の人でも良いでしょう？』

　美希を押し退のけるように霧恋が怒ど鳴なる。

『その場合は、一番危険そうなのが玉蓮なので』

『うっ』

　霧恋は思わず口くち籠ごもった。確かに他の者が西南と拘束されていれば、玉蓮がなにがしかの悪戯いたずらをするのは間違いない。なら一番の危険人物を西南と拘束するのは妙みよう案あんだ。玉蓮もその状態が嬉しいらしく、されるがままうっとりとしている。もちろん別な意味では不安だが。

　　　　×

「ホホホ、いきなり論破されていますねぇ」

　反論出来ない霧恋を見て美守は思わず笑った。

　　　　×

『それ以前に、西南君を返せって言ってるのよ！』

　先さき程ほど押し退けられた美希が、今度は霧恋を押し退ける。

『申し訳ありませんがそれは出来ません』

『火煉、とにかく理由を聞かせて』

『それも申し訳ありませんが……』

　美希と霧恋の口撃を火煉がスッと躱かわして行く。他の者達は三人の攻こう防ぼうに割り込めず、啞然と見つめている。

　　　　×

「霧恋さん、美希さん、火煉さんですか……これも十億年前のオリジナルの影えい響きようなんでしょうかねぇ……」

「Ｄから詳くわしい話を聞いたところ、多少の差さ違いは有るけれど、概ね雰囲気は似ているようよ。あの三人は、オリジナルの中で一番活発だった、三み月つきって娘に似ているらしいわ。特に美希さんは容姿もそっくりだそうよ」

「瀬戸様、それ以前にあの娘、他の娘もですが、人の姿をしたままですが……」

　美希と、何より現在行方ゆくえ不明中のキルシェの姿に、会場がざわめき始めている。

「あらあら、仕方のない娘達ね……まあ、これも良い余興だわ」

　　　　×

『問答無用！　この泥どろ棒ぼう猫ねこ共、覚かく悟ごは出来てるんでしょうねぇ？』

『火煉！　こちらとしては力ずくで言う事を聞かせたくはないのだけれど？』

『構いませんよ。受けて立ちましょう』

『こらこらお前等、少し頭を冷やせ！　過激すぎるぞ！』

　美希達三人が睨にらみ合い、ようやく膠こう着ちやくした隙すき間まに雨音が口を挟はさんだ。

『しかしっ、雨音先生っ！　このままでは……』

『美希さんもＧＰ卒業生なんだから、交こう渉しようの仕方があるだろうって事だよ』

『交渉の仕方？　でもここにはそれが出来そうな人は……』

『フッ！……この手だけは使いたくなかったが……』

　と、雨音がスッと持ち上げたのは、いつの間に連れて来ていたのか分からないが、アチャの姿だった。

『さあアチャ、行け！』

『火煉様、勇者様をお返し下さい。それに火煉様達も帰って来て下さい』

　アチャは少し涙なみだぐんだ目で切々と訴うつたえた。別に雨音が指示した訳ではないが、西南だけでなく火煉達にも戻って来て欲しいというのがポイントだ。

『うっ!?』

　さすがの火煉も、後ろの珀蓮と翠簾も、そして玉蓮も心揺ゆれているようだ。

　　　　×

「ホホホ、先まず家族による説得は基本ですよね」

「それにしても、アチャ殿の説得はすごい破は壊かい力よね」

　瀬戸も感心したように肯うなずいた。会場では涙ぐんでいる者達も大勢居るようで、あちこちから鼻をすする音が聞こえて来ている。

　　　　×

『フッフッフ！　まだこれだけではないわよ』

　雨音が次に見せたのは福だ。

『ミャア！　ミャア！　ミャア！』

『火煉様……』

　涙ぐむ福とアチャのダブル口撃！

　火煉達の意識は完全に二人の方へ向けられている。だが実はその間も、守蛇怪はトラクタービームの射程圏けん内ないに近付こうとしていた。

　　　　×

「ふむ、まあ教科書通りね。それにしても……」

　アイリが振ふり返ると、会場では、守蛇怪が勝つか珀蓮達が逃にげ切るかの賭かけが始まっていた。胴どう元もとはレセプシースタッフだ。

「私が言うのも何だけれど、こいつらいい性格してるわ」
















「ホホホ、どうやら、守蛇怪が勝つ方が圧あつ倒とう的のようですわね。瀬戸様はどちらだと思います？」

「このままだと確実に守蛇怪の勝ちだけれど……」

『前方、重量震しん感知！』

　と、リョーコの悲鳴のような声が会場に響ひびき渡わたった。

「まだまだどうなるか分からないわね」

　瀬戸がそう言った次の瞬しゆん間かん、守蛇怪正面外部モニターに現れたのは、

「レセプシー!?」

　ジャンプアウトして来たのは、この会場を運営している者達の母ぼ艦かんでもある、惑わく星せい規模艦『レセプシー』であった。

　　　　×

『何でレセプシーが!?』

『もしかして彼女達、あの船で簾座からこちらに来たのかもしれないわね』

『なるほど。あの船だったら簾座と銀河連盟との行き来は自由。密入国も簡単って訳ね。身分証明の偽ぎ造ぞうもしている可能性があるわね。でもあそこに入り込まれたら手が出せないわよ!?』

　戸と惑まどうリョーコ達とは対照的に、霧恋と美希はあっさりと珀蓮達の意図を見抜いた。

『いけない！　レセプシー、再度超ちよう空間ジャンプするようです！』

『火煉達の船を回収次し第だい、逃げる気ね。どちらにしろ簾座方面へと行かれたらこちらは追いかけられないわ』

『クソッ！　トラクタービームの射程が、間に合わないっ！』

『捕つかまえるんじゃなくて、こちらも乗り込んじゃえばいいのよ！』

　ダンッと美希がコンソールに拳こぶしを叩たたき付ける。

『行っけェ[image: ～][image: ～]!!』

『ミャアアアアアアアアアアアアアアアォォォン！』

　と、美希の言葉に呼応するように福が叫さけび、美希とキルシェ、Ｄもクローン体へと変化し叫ぶ。

　いち早く珀蓮達の宇宙船はレセプシーのシールド圏内に入った。が、レセプシーがシールドを張る一瞬前に、守蛇怪はその中にテレポートしたのだった。

　　　　×

「テレポート!?　どうやって？」

　美守は答えを求めるかのように瀬戸の方を見る。

「守蛇怪にはＺＩＮＶもいたしね」

「なるほど、融ゆう合ごう無しでも美希さん達のサポートが有れば、リンクして力を出せるという訳ですね」

　と、全員が見ている前で、レセプシーは超空間ジャンプをして消えたのである。

「……やれやれ、行っちゃいましたね、ホホホ」

「行っちゃったわねぇ」

「どうします？」

「レセプシー内は完全治外法権。いきなり簾座宙域に入ったからといって、あちらさんがどうこう出来る訳ではないわ。レセプシーも守蛇怪をお客さんとして扱あつかうでしょうから、まあ西南殿どのなら何とかするんじゃない？』

「……だが瀬戸、結けつ婚こん式しきはどうするのだ？」

　それまで黙だまっていた内海が瀬戸を睨む。緊きん張ちようしていたスピーチをしなくて済んだのはありがたく思っていたが、それでも式が台無しになった事には怒っているのだ。

「とりあえず早めに新婚旅行に出たと思えばいいのよ。皆みなさんもそれなりに楽しんだようですし」

「フンッ！」

　内海はそれ以上、何も言わずに、緊張で飲めなかったお酒をグイッと引っかけた。

「それよりもせっかく有力者の人達が集まってるんだから、これからについて最高連盟会議でも開きましょう」

「鷲羽様もいらっしゃいますしね、ホホホ」

　鷲羽が睨みを利きかせれば、のらりくらりと返答を誤ご魔ま化かす人間は居なくなり、それまで保留だった案件を一気に可決出来るチャンスだ。

「そういう事♡」

「そうと決まったら……」

　この二年間、西南と付き合って来たのはダテではない。全員さっさと頭を切り換かえてこれからの事を話し合うべく、先ずは腹はら拵ごしらえを始めるのであった。
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　約一年後──

　星々の輝かがやく宇宙空間。そこに超空間ジャンプをして守かみ蛇だ怪けが現れる。

　ブリッジのメインオペレーター席には珀はく蓮れん達四人が座り、サブには霧きり恋こ達が、そして中央のテーブルには福ふくとクローン達。艦かん長ちよう席せきには西せい南なだ。

「前方に艦かん影えい確かく認にん。リスト照合、火か泉せん王国所属、駆く流る名な方面特とく殊しゆ任務指揮旗艦、旗下親衛艦隊です」

「本当に大だい丈じよう夫ぶなのか、火か煉れん？　どう見てもお前の国の船だぞ」

「下手をすれば、こちらが海かい賊ぞく扱いよ。火煉だって反逆者に……」

「私は西南様を信じていますから」

　不安そうな雨あま音ね達を他所よそに、火煉はすまし顔だ。

「ほら、ごちゃごちゃ言ってないで腹をくくりなさいよ！」

「西南さんの賢けん者じやの石の予測では、七十二％の確率で例の組織に間ま違ちがいありません」

「また微び妙みような数字ですよねぇ」

「雨音様の心証では？」

「クロ！」

「では問題はありませんね。敵旗艦に降こう伏ふく勧かん告こくを！」

　間かん髪はついれずに断言する雨音に、火煉は満足げに肯うなずいた。

「了りよう解かい！」

『……これはどういう事ですかな、姫ひめさま？　他国の放ほう蕩とう姫君達と、今度は海賊ごっことは、さぞかし国王陛下もお嘆なげきでしょうな』

　モニターに映ったのは年の頃ころなら四十代、眼光鋭するどく、僅わずかに赤みを帯びた黒くろ髪かみを肩かたまで伸ばした、火煉と同じ褐かつ色しよくの肌はだをした旗艦、艦長のカシュルーナ・鎌杖かまえ・火か焰えん男だん爵しやくだ。

「ＨＩＭＣヒミコの御ご影えい騎き士し容疑です。潔いさぎよく我が主あるじの軍門に降くだりなさい！」

『どうやら姫君は妄もう想そう癖へきがお有りのご様子。何を仰おつしやっているのか分かりませんな』

「では、一騎打ち、でもよろしいのですよ」

　簾れん座ざでは最終的な決着は人型兵器による決けつ闘とうで決まる。それまでどれ程ほど負けていてもその決闘で勝てば逆転出来るのだ。

『主家の姫君とはいえ容よう赦しやはいたしませんぞ。後こう悔かいなさいますな！』

　挑ちよう発はつするような言葉に、カシュルーナ男爵は顔を真っ赤にして怒鳴った。

「おっ！　受けたねぇ。やましい事がお有りのご様子だぁ」

「負けたら二度と追つい及きゆうは出来ないし、こちらは封ふう印いん監かん獄ごく行きなのよ！　気を引き締しめなさい！」

「じゃあ、私！」

　そう言うと美み希きクローンは、西南の膝ひざに飛び乗って人型へと変わる。そしてしっかりと西南に抱だき付いた。

「ちょっと、美希さん！」

「新生ＺＩＮＶジンブの初うい陣じんですもの、私が出なきゃね」

「それだったらＤが一番でしょう！　あの子がＺＩＮＶと一番、古い付き合いなんですからね」

「Ｄ、夕食はカレーよ」

「グッドラック！」

　美希の言葉にＤはビシッと親指を立てた。

「いきなり買収されないでっ！」

「カレーは正義」

「この娘こはまた訳の分からない事を……あっ！　こらっ!!」

　霧恋が止めるのも無視して美希は西南のシートを転送した。もちろんその先はＺＩＮＶのコクピットだ。

　美希はクローン体となって前方の定位置へ。と、モニターには敵旗艦上甲かん板ぱんにスポットライトが当たり、まるで歌か舞ぶ伎きの舞ぶ台たいのような様相だ。そして長ちよう剣けんを二本と火泉と自身の家か紋もんをかたどった盾たてを装備した、厳いかつい西洋甲かつ冑ちゆうのような大型人型兵器が奈な落らくからせり上がって来る。

『相変わらず派手ね。バッカみたい』

　人型兵器、特に決戦用人型は花形スターでもある。だからこそその登場は花道で飾かざられるのである。だが銀河連盟から来た者達には少々奇き異いに映る。

『敵、人型を確認！……西南君、やはり第三世代武ぶ神じんよ』

「了解！　行くよＺＩＮＶ」

「ハイ。我ガ主サマ」

　西南の前には美希クローン。そして西南の後部座席には、見た事もない、美しい少女がキラキラと美しい神経光を纏まとい微笑ほほえんでいる。

　　　　×　×　×

「ヴォオオオオオオオオオオオオオオオン！」

　凄すさまじい咆ほう哮こうと共に、守蛇怪の前方にテレポートして来たのはＺＩＮＶ。その内包する威い圧あつは凄まじいが、その立ち姿は鏡のような水面みなもの如ごとく静かだ。

　ＺＩＮＶに花道などは必要無い。その存在自体が華はななのだ。そしてその鋭い視線は敵の大型人型兵器へと向けられていたのである。











【天地無用！ＧＸＰ　第十四巻・了りよう】










あとがき









　注：今回のあとがき劇場も、本文の後に読む事をおすすめいたします。
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あとがき劇場　その11






　結婚式前日の夜。

　花はな嫁よめ達の準備は前日の深夜にまで及およんだ。全員が何度も修正を繰くり返し、ああでもないこうでもないと、四人が自分だけではなく、互たがいに意見を交かわし、新しん郎ろうである西せい南なの為ため、それに相応ふさわしくあろうと、全員が最高の状態にすべく奮ふん闘とうしていたのだ。とはいえ寝ね不ぶ足そくでみっともない顔をしていては本ほん末まつ転てん倒とうだ。最終的な判断は当日にして、それぞれが割り当てられた寝しん室しつへと向かった。

「……眠ねむれないの？」

　ベッドに入ってもしきりに寝返りを打つ霧きり恋こに、着付けの手伝いに来ていた月つき湖こが話しかけた。

「うん……」

「考えてるのは明日の事？　それとももっと先の事かしら？」

「それは!?」

「確かに貴女あなたは西南ちゃんにとって特別な存在よ。最初の四人はそれぞれが特別だけれど、貴女は特に、その中心的存在。西南ちゃんにとって一番の存在だけど、だからこそ一番貧びん乏ぼうくじを引かなければならない立場でもあるわ。今居る候補者達は、西南ちゃんと貴女の存在を理解してくれる人達ばかりだけれど、その先は分からないわ」

「……やっぱりそうなるのかな？」

「いっその事、樹じゆ雷らい皇おう族ぞくにでも収まってくれれば面めん倒どうがないのだけれどね」

「婚こん姻いんによる縁えん結むすび、か……」

「自由恋れん愛あいなんてお伽とぎ話ばなしは、三組か四組目まででしょうね。それ以後のチームは何らかの意図が有ると考えるべきね。だからこそ、貴女が纏まとめるしかないわ。まあ、三組目までの人達が手伝ってくれると思うけれど、その人達の纏めは貴女の役目よ」

　守かみ蛇だ怪けとＺＩＮＶジンブ。地球の柾まさ木き家とも近しい、独立した皇家の始祖となれば、多くの権力者や国との繫つながりが重要となって来る。結局、何だかんだと言いつつそれらと個人的な繫がりを作るのが有効なのだ。もちろんそれが罠わなとされる場合もあるが、だからこそ霧恋という存在が重要視されるのである。

「自信が無いのだったら、私と代わる？」

「えっ!?」

「貴女のウェディングドレス、私にもピッタリなのよ」

「そんなっ……マジ!?」

「オホホホ！　母を舐なめないでちょうだい。遥よう照しよう様や砂さ沙さ美み様と訓練をして身体からだを引き締めたらあら不思議。霧恋ちゃんと身長、体重、サイズが……ああ、バストサイズはちょっと大きかったんだったわ。そこは手直しが必要ね」

　胸を触さわりつつ月湖は勝ち誇ほこったかのように笑えみを浮うかべた。

「クッ！」

「ドレスを着て明るめの化け粧しようをすれば、お客さんには分からない自信があるわ」

　最近、霧恋と月湖を外見で見分けるのは髪型と化粧と雰ふん囲い気き位だ。同じ格好をすれば、パッと見で二人を区別出来る人間は僅かだ。まして壇だん上じようの遠目では分かろう筈はずが無い。

「海かいも繰くり上げで自分の素す性じようを知ったし、いつかは西南ちゃん……いいえ、西南さんのお嫁さんになるのだから、少し位それが早くなってもいいと思うのだけれど、どう？」

「お断りよ！　嫁軍団は私が纏めてみせるから、月湖さんは黙だまって見てて！」

「あらそう？　では霧恋さんのお手並みを拝見いたしましょう」

　霧恋と月湖は笑みを浮かべながら睨にらみ合った。

「…………プッ！」

　暫しばし睨み合っていた二人は、堪こらえきれず同時に噴ふき出し、抱き合って笑い出した。

「アハハハハ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！」

　まるで双ふた子ごのような二人は、いつ果てる事も無い感じで笑っていたが、それでもさすがにお腹なかが痙つりそうになり、何とか笑いを止めた。

「まあ気楽に。一人で抱かかえ込まないで、雨あま音ねさん達とも協力なさい。貴女達は四人のチームなんだから」

　そういう意味では、どだい月湖が代わりに入り込むなど無理なのだ。

「ありがとう、お母さん」

「じゃあ、寝ましょう。睡すい眠みん不足の顔を愛いとしの旦だん那な様に見せる訳には行かないものね」

「分かって……る」

　霧恋は大きな欠伸あくびをすると、そのまま倒たおれ込むようにベッドに横になり、直すぐさま小さな寝息を立て始めたのだった。

「お休み」

　月湖は霧恋に布ふ団とんを掛かけると、飾かざられたウェディングドレスを見つめ、

「私の時もこのドレスを使おうかしら？　霧恋と同じドレスを着て……うん！　ちょっと格の違ちがいを見せ付けるのもいいかもね」

　と、霧恋が聞いていたら眉み間けんに皺しわを寄せそうな事を呟つぶやくのだった。








終わり



　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　これにて第一部の終しゆう了りようです。ここまでお付き合い下さり、ありがとうございます。引き続き第二部もよろしくお願いします。

　アニメのノベライズだった第一部とは違い、第二部からは完全新作となります。もっとも第一部も大筋こそアニメと同じでしたが、新しいキャラや間を埋うめるエピソード等、半分程ほどが新作状態でしたし、よくよく考えてみれば、アニメのプロットは私が書いたので、第二部とほぼ作業的には変わりませんね。ハッハッハのハ……。




　第二部は、今回もちょっとさわりを書きましたが、ご覧のように、時間的には第一部から少々、間が開いています。その間いろいろ有ります。その後もいろいろ有ります。

　次回、第二部のスタートはレセプシーに乗り込んだ後からとなる予定にしておりますが……ちょっと、違う視点から書いてみようかとも思っていたりします。が、これはまだ思案中なので現段階ではちょっと不明？　です。とりあえずは、簾れん座ざ連盟の主おもだった国々やその背景、そしてちょっと特とく殊しゆな戦せん闘とう形式の紹しよう介かいを交えたお話となります。そしてメインヒロインは霧恋達から珀はく蓮れん達へとシフトしますが、もちろん霧恋達も福ふくクローン達も今回巻き込まれたアチャも活かつ躍やくしてくれるでしょう。そしてきっと新たなヒロイン達も……増えるんだろうなぁ……。
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